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　人生は、たった一言で全すべてが変わることがある。

　たとえそれが、計り知れない愛情のこもった言葉であろうと、これ以上ないほどの悪意と憎悪の底から生じたものであろうと。

　どこまでも熱や感情がこもっていない、適当な言葉であろうと。

　そのことを、魔術師ジェニエ・コースは痛感していた。







　少年を変えたのは、軽率な一言だった。

「──ああ……そうですね。目玉くらいの大きさでしょうか」

　ジェニエは困った。

　弟子である少年に、それをどう説明すればいいのか、と。

　少年は目が見えない。だから何もわからない。

　どれくらい大きいと言えばいいのか。

　球体の形状はわかるが、大きさまでは……。

　そんな彼女が悩んだ末に言ったこと。

　見えなくてもわかる、自分自身が持っているもの──少年の、人の目を比較として、例に挙げた。

　言った瞬間、後悔した。

　目の見えない者に、目に関わるものと絡めて伝えてしまった。

　他に比較対象が見つからなかったので、苦心の末の言葉だったが……明らかに自分の無配慮だったとすぐに悔いた。

「あ、ごめんなさい、そういう、意味じゃ……あ……」

　彼女の言葉が途切れる。

　少年を見て、言葉が止まる。

　少年は顔を上げていた。

　少年は、何も映さない銀色の瞳ひとみを見張っていた。

　いつも俯うつむきがちで、控えめで、どこまでも己の意思が感じられず……もはや生きることがつらいとさえ思っていそうな態度しか見たことがなかった。

　ばしゃん、と、少年が維持していた「水球」が、制御を失い地面に弾はじけた。

「……目玉くらいの、水の、丸い、球？　目玉くらい？　目玉のように？　そう……そうなんだ……」

　少年はうわ言のように何度も繰り返した。

　何度も、何度も。

　乾いた心に、水で刻みつけるように。

　弱冠七歳。

　盲目の魔術師クノン・グリオンが誕生したのは、この時だったのだろう。







　師の軽率な言葉から、弟子の急成長が始まって二年。

　離れの庭先で、今日も魔術の訓練が行われている。

「次！　渦巻！」

「はい！」

　号令に従い、小さな魔術師の前に浮かぶ大きな「水球」に水流が生まれる。

　二、三人なら難なく呑のみ込める大きさの渦は、人が入ったらきっと簡単に溺おぼれるほど激しくうねる。

「次！　急停止から三十個に分離！」

「はい！」

　ドーナツ状の水が急停止し、今度は三十個の「水球」に形を変える。

「次！　十三個を赤、十一個を青、六個を緑に着色！」

「はい！」

　指示通りに色が付く。

　陽ひの光を浴びた「色付き水球」は宝石のように輝いている。

「次！　犬、猫、牛、猿、羊、猫、羊、牛、人！」

「はい！」

　一つに集まった「水球」が、指示通りの動物たちに形を変えていく。

　ジェニエは満足げに頷うなずき、しみじみ思った。




　──もう本当に教えることないな、と。

　追い抜かれるの早かったな、と。こんなん私一つもできないんだけど、と。師が一つもできないのにできて当然みたいな顔して弟子にやらせてる今って何、と。というかなんでこんなのできるの、と。結構無茶な課題として出したのは自分だけどなんで平然とできるようになってるの、と。




　いい加減この仕事もう本当に辞めた方がいいかも、と。








第一話　英雄の傷跡と盲目の少年









　はるか昔のこと。

　全世界と魔王による十七王大戦勃ぼつ発ぱつの折、十七名の勇者が選ばれた。

　世界各国より一人ずつで、十七人。

　ここヒューグリア王国は、聖騎士ヒストア・ヒューグリア……当時の王子が剣を取り、果敢に魔王へ立ち向かったという。

　勇者たちと魔王の戦いは熾し烈れつを極め、半数以上がその戦いで逝去。ヒストアは運よく生き残ったが、片腕と片足を失っての帰還となった。

　それからである。

　十七王大戦に参加した十七国の勇者の子孫には、時折何かがない子が誕生するようになった。

　それは片腕だったり、片足だったり。

　指だったり、耳だったり。

　両の瞳だったり、瞳の光だったり──感情だったり、味覚だったりもしたそうだ。

　それは魔王の残した呪のろいと言われており、各国でいろんな解釈はあるが──少なくともヒューグリア王国では、「英雄の傷跡」と呼ばれ尊ばれるものだった。

　これがある者は、身分が高ければ王太子に選ばれ、長じては国王や女王になり民を導いてきた。




　だが、それも今や過去のこと。

　ここ百年ほどは、「英雄の傷跡」を持つ者は見られなかった。

　──今代グリオン侯爵家に男児が生まれるまでは。

　クノン・グリオン。

　そう名付けられた少年は、生まれた時から瞳に光を宿していなかった。

　ヒューグリア王家は大いに祝福した。

　およそ百年ぶりの「英雄の傷跡」を持つ子だ、と。

　だが、そんなことは、当の本人にはどうでもいいことだった。

　見えない。

　何も見えない。

　両親の顔も見えない。

　優しい兄の顔も見えない。

　綺き麗れいな物も見えない、光も闇やみも見えない、何一つ見ることができない。

　尊い英雄の傷跡？

　そんなのどうでもいい。

　見えないという事実は何ら嬉うれしいことでも誉れでもなかった。







　クノンがそのことに気づいたのは三歳の時だった。

　周りはとても優しい。

　両親も、兄も、付いている侍女も優しい。

　だが、いろんな声が聞こえてくる。

　目が見えないだけに、それを補うように聴覚が発達しているせいかもしれない。

　──あの子は見えない。

　──あんな小さい子が不ふ憫びんな。

　──あんなに転んで怪け我がをして可哀かわい想そうに。

　周囲から……恐らくクノンの傍そばにいた使用人の声が、聞きたくなくてもたくさん聞こえてくる。

　最初は言葉の意味がわからなかったが、成長に伴い多くの言葉を知り、段々と理解してくる。

　ああ、自分は周囲とは違うんだな、と。

「見える」とか「見えない」という言葉が多かったので、自分にはそれが欠けているのかと理解する。

　見えるとは、どういうものなのか？

　少なくともよく転んで怪我をしないで済む何かなのだろう。

　声に関してはもういい。何を言われようと、見えないものは見えないのだからどうしようもない。そもそも直接目に関する言葉を投げかけてくる者などいないから、聞こえないふりをすればいい。

　問題は、溜ため息いきだ。

　溜息には感情がよく表れる。

　クノンを哀れむ溜息、将来を不安視する溜息、転んで怪我をするたびに漏れる心配の溜息。

　幾百も聞いてきたそれは、心無い声よりも、クノンの心には何度も何度も深く突き刺さった。

　見えない、一人で動けない、人に手間を掛ける。

　一人で生きられない。

　それを充分に理解してきた七歳の頃ころ、クノンの身体からだに水の紋章が現れる。

　紋章は、魔力を宿していることの証あかしである。

　どうやらクノンは水の魔術が使えるようだ。

　両親と兄が喜ぶ中──「それがどうしたの」と、誰だれにも聞こえない声でクノンは呟つぶやいた。

　それがどうした。

　クノンの正直な気持ちだった。

　どうせ何があろうと見えないのだし、一人では何もできないし、どこにも行けないのだから。




「──はぁ……」

　目の前にいるであろうミリカは、溜息を吐ついている。

　ミリカ・ヒューグリア。

　ヒューグリア王国の第九王女で、クノンより二歳年上の九歳だ。

　彼女は、クノンの知らない間にできた、王族の許嫁いいなずけだ。

　顔合わせで挨あい拶さつこそこなしたが、ミリカは明らかにクノンに失望して、溜息を吐いている。

　それはそうだろう、とクノンは思う。

　英雄の傷跡だか水の紋章だか知らないが、その実ただの目が見えない人である。

　ミリカだって国王の命令で婚約者に決められたに過ぎず、自分の意思であるわけがない。誰が好き好んで自分のような者を選ぶだろうか。

　小さな溜息だが、クノンには聞こえる。

　聞こえてしまう。

　その溜息には、ありありと不満の感情があった。

　逢おう瀬せを重ねるにつれ意地悪までされるようになった。

「──殿下？　ミリカ殿下？」

　グリオン家の庭をミリカに支えられて散歩していると、彼女がいなくなった──ように見せかけて、ひっそりと離れていく。

　クノンの聴覚と気配察知能力は、存在しない視覚を補うように発達している。

　正直、間近にいる素人しろうとがどんな動きをしているかくらいは、大体わかる。

　ミリカが足音を立てないよう離れていくのもわかるし、どこへ向かったのかもわかるし、彼女は今近くにいる。さすがに放置して離れることまではしない。

　──面倒臭いな、と思う。

　そもそも、ここはグリオン家の庭。杖つえは持っているし、植えられている草木の匂においや空気の流れで、自分の居場所もわかる。

　七年住んでいるのだ、見えなくても庭先くらいは憶おぼえている。それに、大声を出せば使用人が飛んでくるだろう。

　構わずさっさと屋敷に帰ろうかと思ったが、ミリカがそうしたいならと、必死で探しているふりをすることにした。

　これが望みならそうしてやろう、と。

　わざわざ来てくれたのだから。

　ああ面倒臭い、と思いながら。




　水の紋章が現れたことで、クノンの日常に魔術の訓練が入るようになった。

　ひたすらこの世界に関する本を読み聞かせる家庭教師に加え、水の魔術師の先生が加わった。

「──そうそう、その感じを忘れないでくださいね」

　自分の中の何かが減り、周囲で何かが起こっていて、ジェニエという家庭教師はそれを褒めてくれる。

　だがその変化を見ることができないクノンには、何が起こっているのかも朧おぼろ気げにしかわからない。

　成果と成否の実感もないまま、ただただ言われる通りに訓練をこなす。




　そんな日常が三ヵ月ほど続いたある日、クノンは目覚めた。

　今自分がどんな魔術を使っているのか。

　全然興味がないままで、しかし自分が今何をしているかくらいは把握したくて尋ねてみたら──

　魔術の先生は、予想外の返答を寄よ越こした。

「──目玉くらいの大きさでしょうか」

　水の球体が己の周囲に幾つか浮いていて、その大きさは目玉くらい、なのだそうだ。

　魔術の家庭教師の何気ない、ともすれば失言に近い一言に、クノンは覚かく醒せいした。

　これまでになかった衝撃に、心が強く揺さぶられる。

　心の奥底から、どんなに祈っても叶かなわないと思っていた強い願望が、胸を焦がしながら頭の天てつ辺ぺんまで駆け上がった。

「──そうだ。外に目を作ればいいんだ」

　魔力は己のもので、魔力は外に出せる。

　己と魔力は繋つながっている。

　魔力と魔術は繋がっている。

　ならば、魔術で目玉を作れば、見えるのではないか。

　魔術で、己に欠けている視覚を、得られるのではないか。

　できるか？

　そんなことが可能なのか？

　否──やり遂げるのだ。必ず。

　できるとかできないとかじゃない。

　やるんだ。絶対に。

　視界どころか生きる意味さえ見えなかったクノンが、初めて強く抱いた願望である。

　いや、物心ついた頃からの宿願でさえあるのだ。

　家族を見たい。

　景け色しきを見たい。

　全すべてを見たい。

「見える」とは何なのか。

　知りたい。どうしても知りたい。

　周囲の人にとってはあたりまえのそれが、喉のどから手が出るほど知りたくて欲しくてたまらない。

　こうして、クノンは魔術に傾倒していく。




　　　　◆




「──不思議だ……」

　意識が変わっただけで、こんなにも心境に変化が現れるものなのか。

　魔術で視覚を得る。

　そう決めた瞬間から、クノンは何事にも前向きに考えられるようになった。

　まず変わったと感じたのは、食事だ。

　これまでは、いつもと同じ一口大のサンドイッチを、ただ生きるためだけに食べていた。

　味など二の次。食べづらくなければどうでもいい。

　何を食べているのかさえ、わからないのだから。

　しかし、今は違う。

　バラバラの具材を重ねたそれが、口の中で混然一体となるその味の一つ一つを知りたくなった。

　このパリパリしている瑞みず々みずしい草のようなものはなんだ。

　パンに塗られた酸味がある何かはなんだ。

　これは知っている。薄切りの林りん檎ごだ。

「──それはレタスです。パンに塗られているのはマスタードですね」

　専属で付いている侍女イコに、今己が何を食べているかを問う。

「あ、それは林檎です」

「林檎はわかるよ」

　これほど鮮明な味と歯ごたえは他に類を見ない。

　こんなにも特徴的だと、一度食べて名前を教えられれば、そうそう忘れない。

「と見せかけて李すももです」

「えっ？　すもも？　何それ？」

　──魔力や魔術で感知するには、対象に関する強い認識と記憶が必要だ。

　魔術の教師は、やろうと思えば日常のありとあらゆることが訓練になると言っていた。

　まだ魔力の操作が下手へたなクノンがやるべきことは、魔力を自由自在に操作できるようになることだ。

「ほーらこれは何かなー？　クノン様にわかるかなー？」

　最近、侍女が面白がっていろんな食べ物を用意するようになった。

　だがやりすぎだ。いろんな意味で。

「給料減らすように言っておくね」

「あ、すいません。調子に乗りました」




　朝食が済むと、家庭教師がやってくる。

　今日の午前中は座学である。

　と言っても本を読んでもらい耳で聞き、それについて雑談するくらいのものである。

　教師側も、目が見えないクノンの教育には戸惑うことが多いらしく、従来の教え方ができないためこの形で落ち着いた。

　フラーラ・ガーデン男爵夫人。

　五歳からクノンの家庭教師に付いている人で、もう二年の付き合いになる。

　三十歳を超えたくらいの、声も雰囲気も優しい女性だ。

　彼女にも同年代の子がいるそうで──よほどクノンが不憫に思えるのか、二年の付き合いになる今でも、時折哀れみと同情の溜息が聞こえる。

「歴史、ですか？」

「はい。特に聖騎士ヒストアの話が聞きたいです」

　十七王大戦。

　それはクノンが、己の目が見えない原因として捉とらえている、忌まわしき昔話である。

　少なくとも、フラーラはこの話に触れるとクノンが嫌そうな顔をするので、意図して避けていた。

　この国出身の者なら、誰だれもが知っているような御お伽とぎ噺ばなしにも似た逸話なのだが……クノンの心境を考えると、どうしてもそれを教えることができなかった。

　フラーラは返答に困り、壁際に立っている世話役の侍女イコを見る。

　教えていいのか、と。

　その視線を理解し、イコは小さく頷うなずく。

「──わかりました」

　持ってきていた本を閉じる。

　理由まではわからないが、クノンが己の問題に立ち向かおうとしている。

　フラーラはそう解釈し、彼の意を汲くむことにした。




　座学が終わると、あとは自由時間だ。

　目標ができたクノンにとっては、待望の魔術の訓練の時間である。

「──『水球ア・オリ』」

　イコに連れられ庭に出て、水属性では初歩の初歩である「水球」の魔術を唱える。

「いいぞクノン様！」

　己の中にある名状しがたい力が抜けてゆき、己の外に、周りに「水球」が浮かび上がる。

　数は四つ。

　目玉くらいの大きさ、だそうだ。

「おっ、誰がいるかと思えばただの稀き代たいの魔術師か！」

　これをどうにか、本物の目玉にするのだ。

　どうしたらいいかはわからない。

　魔術師の先生も、わからないと言っていた──というかクノンの言っていることが最初から最後まで理解できないようだった。

　水の魔術で目玉を作る。

　それはきっと、魔術界の常識ではありえない無茶を言っているんだろうな、とクノンは解釈している。

　いや、無茶というよりやろうとした人がいなかったのか。見える人には不要だから。

「いい形してるよ！」

　だから、これは誰からも教わることはできない。

　クノンが自力でやらねばならない。

「……くっ」

　まだ魔力の操作に慣れていない。

「水球」を維持していると、すぐに息が上がり、額に汗が滲にじんでくる。

「頑張ってる子供って応援したくなるよね！」

　すぐに集中が途切れ、「水球」が芝生に落ちて弾はじけた。

「はあ、はあ」

　息切れする。

　息を整える。

　魔術を使う。

　時間を忘れて何度も何度も繰り返し、意識が朦もう朧ろうとし始めた。
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「クノン様！」

　そして、気が付いたら自室のベッドにいた。

　倒れたクノンを、侍女が運んできたのだろう。




「……悪くない」

　身体からだは疲れ切っている。筋肉痛であるかのように全身痛い。

　だが、気分は悪くない。

　人によっては他愛のない一日かもしれないが、クノンにとっては「生きている」と思える一日だった。

　悪くない。

　明日もきっと、頑張れる。

　先行きはまるで見えないままだが──小さな小さな希望だけは、この目でも見える気がした。

「イコ。いる？」

「──はい、ここに」

「魔術の訓練の時うるさかったよ」

「よかった。やっと触れてくれたんですね。このまま無視されっぱなしで夜を迎えたらたぶんベッドで泣いてましたよ私」

　泣かせとけばよかった、とクノンは思った。気が散るから。




　　　　◆




「足りない。全部足りない」

　クノンに「視界を得る」という野望が生まれて、一週間ほど経たった日の夜。

　自室で夕食を……食べているサンドイッチの具材が何かを意識して、確認しつつ腹に納めながら、クノンは今日一日を振り返る。

　段々と、魔術や魔力といったものに慣れてきた今、己に足りないものが多すぎることに気づいた。

　午前中は家庭教師による授業、午後は自主的な魔術の訓練。

　ここ一週間、このサイクルは変わらない。変えたいとも思わない。

　進展はまだないに等しいが──それにしても、だ。

　本当に、足りない。

「──え？　私からの愛情が足りない？」

　給仕をしている侍女が何か言っているが、それには構わない。

「愛情は……足りてると思うよ」

　いや、つい構ってしまった。

「よかった。惜しみなく私の愛情を注いでる甲か斐いがありました」

「いやイコはいいんだけど」

「これで足りないって言われたらもう添い寝しかないですよね！　あっ、今夜は添い寝しましょうか!?」

「そうですか。いらないよ」

　侍女はともかく、父親にも母親にも兄にも、愛されているとクノンは思う。

　愛されているがゆえにクノンは申し訳なさに圧おし潰つぶされそうだったし、愛しているがゆえに家族も後ろ向きなクノンは見てられなかったのだろう。

　その結果、今は段差の少ない離れを用意してもらい、そこで家族と離れて侍女と住んでいる状態だ。

　クノンが頼んだ環境である。

　顔を合わせれば気を遣わせるし、溜ため息いきを吐つかせてしまうから。気も滅入るだろう。クノンだってそんなのは本意じゃない。

　こんな状況でも、たまには顔を見に来てくれるので、愛されてはいるのだと思う。

　家族のためにも、絶対に視覚を手に入れたい。もう気を遣わせないために。

「知識も魔力も全然足りない。特に体力が足りない気がするんだ」

　この一週間、毎日のように倒れているくらいだ。

　魔力が足りないのか、体力が足りないのか……きっと両方だとは思うが。

「それは仕方ないんじゃないですか？　クノン様はまだ七歳ですし。心も身体もこれから成長しますよ」

　イコの言う通りだとは思う。

　だが、それでは遅い。遅すぎる。

　可能であれば今すぐにでも視覚が欲しいくらいなのだ。これから何年も掛けて、心やら身体やらが成長するまでなんて、とてもじゃないが待っていられない。

「……でも、そうですね。クノン様は小食ですし、同年代からすると少々身体が小さいかもしれませんね」

　なるほど、とクノンは頷く。

「体格も足りないんだね」

　それなら解決法はわかる。

　食べればいいのだ。もっとたくさん。それに。

「少し身体を鍛えた方がいいよね？」

　目が見えないせいで、身体を動かすことはほとんどない。

　下手へたに動けば、ぶつけるか転ぶだけだから。

　その結果、少し散歩するだけで息切れするほど体力がない。

　イコなんて、倒れたクノンを抱えて歩いても、息切れなんてしないのに。

　これまでは生きることさえどうでもよかったから、それでよかった。

　だが、今はそれでは駄目なのだ。

「そう、ですね……もう少しだけ筋肉をつけた方がいいかもしれませんね」

　この一週間で学んだ。魔力を扱うにも魔術を使うにも、結局は身体なのだと。体力なのだと。

　二、三回魔術を使ったくらいで息が上がっているようでは話にならない。訓練するにも最低限の体力は必要。そうじゃないと効率が悪い。

　──どこかの国の歴史に残る暗君が、あらゆる改善点と政治的腐敗に同時に手を出して、何もできないまま崩御した、という有名な失敗談がある。

　要は、一度にたくさんのことを急にしようとしてできなかった、という話である。

　そんなことにならないよう、ふらふらしないように方向性を定めて、できることを一つずつやるのだ。

　きっとそれが、最終的には一番の近道になるはずだ。

　一番は魔術。

　これは最優先で極めるべきもの。

　二番目は、身体作り。

　魔術を使うための身体を作るのだ。

　魔力が尽きたら身体を鍛えて、身体が疲れたら魔術を鍛える。

　理屈で言えば、そんな感じで効率よく鍛えられるはず。

　──これだ、とクノンは思った。方向性が定まった。

「イコ、食事の量を増やしてほしい」

「わかりました」

「あと身体を鍛えたいんだけど、何がいいかな？」

　真っ先に思い浮かぶのは、歩いたり走ったり、というものだが……クノンにはそれは無理だ。きっと転んで怪け我がをするだけだろう。

　目の前で何度も転んでいる姿を見ている侍女には、言わずとも伝わっている。

「うーん。素振りとかは、その場から動かないからいいのでは？」

「素振り？　剣とかの？」

「はい」

「やり方、教えてくれる？」

　理屈はわかっているつもりだが、生あい憎にく剣も素振りも見たことがないクノンである。

　想像で勝手にやるよりは、できる人に教えを乞こう方がいいだろう。

「あ、いえ。私は武芸に触れたことがないですから。旦だん那な様に相談されては？　素振りくらいなら門番でも教えられそうですし」

「そう。じゃあ頼んでいい？」

「わかりました。今夜のうちに……あ、今夜は旦那様も奥様も不在だったな。明日、バレンさんに話してみますね」

　バレンはグリオン家の執事である。

　両親が不在なら、その間のグリオン家の切り盛りはバレンが担当している。

「うん、お願い」

　クノンのやることが増えた。

　だが、これはこれで楽しみでもあった。

　魔術を鍛えることと、身体を鍛えることは、きっと密接に関係している。

　どんな困難でも、視界を得るためなら、いくらでも乗り越える努力をするつもりである。

　最も早はやそれ以外の生きる理由なんて、クノンには存在しないのだから。




　翌日。

　午後、魔術の訓練に汗を流していると、知らない足音がやってきた。

「初めまして、クノン君。東とう虎こ流剣道術元師範、オウロ・タウロです」

　しゃがれた声からして、かなり老齢の男である。

　声の発せられる位置もそう高くない……きっと小柄な老人だ。

「オウロ……オウロ師匠ですか？」

　オウロ師匠と言えば、確か兄の剣術の先生の名前である。

「ええ、そのオウロですよ。クノン君が素振りを教えてほしがっているという話を聞きましてな。こうして馳はせ参さんじました」

「よろしいのですか？　ご高名なオウロ師匠が、僕なんかに教えて……僕はこの通り目が見えないので、まともな剣術なんて……」

　少しだけ、以前のクノンの引っ込み思案が出たが──老剣士は笑った。

「ふふふ。剣術なんてものはですな、元々まともではないのですよ。弱い奴やつが強くなるために身に付ける技術ですからな。

　自然界で言えば、弱者が強者へと変じる不自然な行為なのです。これをまともと言えますかな」

　そういうのはよくわからないからとにかく教えてくれないかな、とクノンは思った。








第二話　色付く世界









「五個」

「はい」

　末恐ろしい。

　それがジェニエの率直な感想だった。

　今日はグリオン家の仕事の日だ。ジェニエは予定通りやってきて、離れの庭先で教え子の魔術を見ているところである。

　魔術学校を卒業してすぐに見つかった、魔術の家庭教師というこの仕事。

　働く時間は少なく、しかし報酬は高く、教える相手は魔術のまの字も知らない真まっ新さらな子供。

　水の紋章が現れてすぐ、まだ魔力の使い方も知らない素人しろうと相手の教師である。

　魔術師としては平凡なジェニエでも、余裕で教えられる相手だった。

　──五ヵ月前までは。

　いや、正確には、二ヵ月前だろうか。

　己が口走ってしまった軽率な一言が、逆に教え子の学習意欲に火を点つけてしまった。

　あれからあっという間に二ヵ月だ。

「六個」

「はい」

　無口で、俯うつむいて、言われたことだけこなす、良くも悪くも扱いやすい……いや、死んでいないだけだった子供が、あの日を境に生きるようになった。

　最初は喜ばしく見ていたが、喜ばしく見ていられたのは最初だけだった。

　週に二回の授業。

　日を跨またいで見るたびに、何かが進化している。

　魔術に傾倒し始めたことは知っていたが……きっと、ジェニエが思う以上に、教え子は魔術にのめり込んでいるのだろう。

「……もう一つ出せますか？」

「はい」

　成長が、早すぎる。

　ジェニエの指示に従い、教え子の周囲に浮かぶ「水球」が増えている。

　そしてそのまま維持し続けている。

　最初は二つ浮かべるのが精一杯だった「水球ア・オリ」は、六つも出せるようになっていた。今更新して七つになったところである。

　しかも、不安定に揺らいだりしない。しっかりした球状である。大きさも全部同じで揃そろっている。

　揺らぎがないのは、魔力が安定している証拠だ。

　形と大きさの統一は、細かく制御できている証拠だ。

　初歩の初歩、「水を生み出す魔術」としては、かなり完成度が高い。

　──ここまで精度が高く繊細な「水球ア・オリ」は、ジェニエには無理だ。自分はせいぜい五つや六つ発生させるのが関の山だろう。しかも不安定で、こんなにも長く維持などできない。

「……どうしたものかしら」

　ジェニエは内心頭を抱えた。

　教え子──クノン・グリオンは、まだ七歳の子供である。

　魔術は便利な力である。だが、決して安全ではない。便利である反面、それはいつでも凶器になりえる。

　それが力というものだ。

　魔術には、子供の力でさえ大人を殺せるほどのものも存在するのだ。

　グリオン家当主……雇い主であるクノンの父の意向で、まだ初歩の魔法しか教えないよう言われている。

　子供に凶器を持たせる親などろくなものではない──そう思うジェニエは、グリオン家の教育方針に賛成である。

　だが、クノンはすでに、次の段階に進めるくらいには魔術を解している。今のままでは、ジェニエが教えられることは、あまりないのだが……。

　しかし、辞めるわけにはいかない。

　生活ができなくなる。

　せめて次の仕事が見つかるまでは、このおいしい仕事にしがみついていたい。甘い汁をすすり上げていたい。

　だから悩むのだ──どうしたものか、と。

「あ」

　閃ひらめいた。

　新しい魔術を教えることはできないが、ならば初歩の初歩「水球ア・オリ」を、更なる進化の道へ導くのはどうか。

　魔力も安定しているし、制御もできている。

　すでにこれだけ精度が高いのであれば、もっと変化を付けることもできるだろう。

「これだわ」

　さすがに今すぐ職を失うと、生活ができなくなる。

　せめて一年、いやあと半年でもいい。ここで頑張りたい。

　もちろんグリオン家の教育方針が変わって、ほかの魔術を教えてもいいという話になることだってありえる。そうなればもう一年くらいは延長できるはず。

　ジェニエは優秀な魔術師ではないが、落ちこぼれというわけでもない。

　あまり得意ではないが、魔術のアレンジを教えてみよう。

　中級くらいの魔術を覚えるまでは必要ない技術だ。できることの幅が大きすぎるので、魔術に不慣れな内に覚えても満足に使いこなせない。

　だが、だからこそ時間稼ぎにちょうどいい。

　それに──同じ魔術師として、クノンがこれからどこまで登り詰められるか、単純に興味がある。

　もしかしたら、この子は世界最高峰の称号、「蒼あおの魔術師」まで行けるかもしれない。




　　　　◆




「今日から、少し変わったことをしましょう」

　マンネリ化しているクノンの魔術の実技訓練を終えた二人は、侍女が庭先に用意したテーブルに着く。

　いつもなら、こうしてお茶をしながら魔術に関する話をする流れだが、魔術の先生は今日はそんなことを言い出した。

「変わったこととはなんですか？」

　正直に言えば、クノンはこのままでいいと思っている。

　まだまだ足りないのだから、このまま愚直に魔術の訓練を続けたい。

　ようやく倒れることなく午後の訓練をこなせるようになってきたのだ。ここまでは準備期間で、これからが本番だとさえ言えるのに。

「クノン様が使っている『水球ア・オリ』は、水魔術の初歩です。水の魔術師が最初に覚える魔術と言っていいでしょう。単純に水を生み出す、というものです」

「はい」

「では、この魔術の性質を分けてみましょう」

「……分ける？」

「特徴を一つずつ分けてみましょう。分けるとどうなると思いますか？」

　クノンは考える。

「えっと……『水を生み出す』、『水を浮かせる』、『水を球状に保つ』、……とかですか？」

「すばらしい」

　先生は拍手する。侍女も拍手する。

「ついでに言うと、水の温度や粘度、成分、色・形に艶つやに香りにと、細分化すればもっと多くなります。一口に『水』と言っても多種多様なのです。

　──『水球ア・オリ』」

　先生の魔力が動いたことがわかる。

　クノンの前に、「水球」が二つ浮いているはずだ。

「今クノン様の目の前に『水球』を二つ出しました。触れてみてください」

　言われるまま、クノンは目の前の魔力に触れる、と──

「冷たいのと温かいのですね」

　左は冷たかった。

　右は温かかった。

「その通りです。この手のアレンジを加えることで、魔術にはオリジナリティが生じるのです。これが決定的な個々の魔術師の差、才能の差異とも言えるかもしれません」

「オリジナリティ？　……たとえば先生と王宮魔術師では、同じ魔術でも全然違うって意味で合ってますか？」

「はい、合っています。王宮魔術師の『水球ア・オリ』と私の『水球ア・オリ』は、似ても似つかない別物のはずですよ。

　彼らは国でもっとも優秀な魔術師たちですからね。……私も魔術学校の成績は悪くなかったんですが、如何いかんせん上には上がいました。王宮魔術師の門は非常に狭いです。その分お給料も──」

　聞いておいてなんだが、クノンはもう聞いてなかった。

　先生が愚痴っぽくなってきたのを聞いているふりをしつつ、頭の中では取り憑つかれたように「魔術のオリジナリティ」について考えていた。

　つまり、魔術の細かい部分を変えることができる、という話だ。

　この話は、外に目玉を作りたいというクノンの野望に、きっと大きく関わっている。

　そう、ただの「水球」では目にはならないのだ。

　そこに変化を、アレンジを、オリジナリティを加えることで、魔術で目玉を作る。

　──また一歩目標に近づいた、とクノンは愚痴が続く先生を無視して思った。




　魔術の先生が教えてくれた「魔術のオリジナリティ」は、とても面白い。

　試せば試すほど応こたえてくれる。

　あれはどうだ、これはどうだと試行錯誤していれば、自然と魔術と魔力の鍛錬にもなる。

　ただの「水球ア・オリ」だけを使い続けていた日々より、はるかに面白い。

「イコ、これ飲んでみて」

「はい？」

　ここ数日、魔術の訓練は自室で行うようになった。

　下手へたをしたら部屋中が水浸しになるから自重していたが、魔力の操作や制御に慣れてきた今なら、そんな粗相はしない。

　部屋で魔術を使い、魔力を消耗しきったら身体からだを鍛えるために表に出て素振りをする。

　最近は、体力がついてきたことを自覚できるまでになった。

　二ヵ月もやればそれなりに成果はあるものだ。

　それはさておき。

　部屋で刺し繍しゆうをしながら控える侍女を呼び、クノンはテーブルの上のコップを勧める。

　そこには水が入っている。

「あ、また水に味を？」

「うん」

　色々と細分化し、変化を付けた「水球ア・オリ」の水である。色に関しては見えないので、それ以外の変化を試している。

　今日は「水の味を変化」させる訓練をしていた。

「では失礼して──んっ、林りん檎ごの味がしますね。薄いですけど」

「飲む分には薄いくらいがちょうどいいと思って」

「ああ、なるほど。そうですね。ごくごく飲むなら薄いくらいが適しているかもしれませんね。……これ結構おいしいですね」

「でも魔力を絶つと普通の水になるんだ──ほら」

「あ、ほんとに……あっまずい。まずいですね。普通の水より苦いというか、まずい水ですよ」

　まずいのはクノンも知っている。飲み水にはあまり向かないな、と。

　だから「味の変化」が活いきるのだ。

　飲み水に困ることがあった時は、ぜひ味を付けたこの水で水分補給をしたいところだ。

「魔術って不思議ですね。使えない私からすればお手軽な神の奇跡みたい」

「そうだね。僕もそう思うよ」

　そして、神の奇跡であるなら目玉を作るくらいできてもいいだろう、とも思う。

　だが、渇望する気持ちは変わらないが、少し落ち着いてきた気はする。

　なんとなく、まだまだ望みの結果は得られないことがわかるから。

　きっとものすごく遠いのだろう、難しいのだろう、と。

　だからゆっくりと、だが確実に前進していくのがいいと、そう思い始めている。

　焦って魔術に失敗するという経験はたくさんした。

　魔術とは気が逸はやると失敗するものなのだ。

「まあ、何にしてもお湯が出せるのは大助かりですけどね。水でも助かっていましたけど」

　まだ素人しろうとに毛が生えた程度のクノンだが、それでも魔術師は有用である。

　生活用の水が出せることでも、「温度の変化」で湯が出せるようになったことでも、離れの水回り事情はかなり楽になった。

　以前は、風ふ呂ろは三日に一度くらいの頻度だった。しかしクノンが魔術で水だの湯だの出せるようになったので、毎日入れるようになった。

　イコも風呂の準備に追われることがなくなり、また毎日風呂に入れるようになったことでも、とても喜んでいる。

「もう少し慣れたら、本館のお風呂の準備もお手伝いされてはいかがですか？」

「あ、そうだね」

　考えつきもしなかったが、それはいいとクノンは頷うなずく。

　クノンとイコが住んでいるここは、クノンが住みやすいように建てられた離れだ。

　家族たちは本館に住んでいる。

　本館は使用人がたくさんいるので、風呂の準備なんて大して手間でもないだろうが──今のクノンが家族のためにできる数少ないことであるなら、喜んで務めたいと思う。

　以前の引っ込み思案なクノンなら、そんな気にもならなかったかもしれない。だが、今のクノンはだいぶ前向きに物事を考えられるようになっていた。

　まだあまり自覚はないが、魔術や体力の鍛錬を通して、己に自信も付いてきているのだ。




　魔力を使い切った後、オウロ師匠に手取り足取り教わった型で杖つえを振る。

「クノン様」

　全身に汗を掻かき、今度は体力がなくなりかけてきた頃ころ、イコに名を呼ばれて集中が切れた。

　素振りを始めてどれだけの時間が経たったのか。気が付けば頬ほおを撫なでる風が冷たい。空の色は見えないが、すでに陽ひの暖かさは感じなくなっている。

「もう夕食？」

「はい。お部屋に戻りましょう」

　素振りを切り上げ、イコに手を引かれて自室に戻る。

　汗で気持ち悪いので、まずは風呂だ。

　が──

「クノン様、ミリカ王女殿下からお手紙が届いていますよ」

「えっ」

　それは、充実した日常を壊す非日常の訪れであった。

　このタイミングで、なんという悪い知らせだ。背筋が寒くなったのは、冷えた汗のせいだけではない。

「詳細はあとでお話ししますが、用件は『会いに行っていいか』という確認でした」

　クノンは手紙が読めないので、クノンに宛てられた手紙はイコが開けて読んでいいという許可が下りている。

　まあそもそも、クノンの父親が先に確認し、それから手紙がこちらにやってくるようになっているのだが。

　ミリカ・ヒューグリアは第九王女、歴れつきとした王族である。

　まだ子供だが王族の自覚はある人だ。王家の秘密や口外できないことを手紙に書くほど愚かではない。

　が、万が一ということがある。

　この場合、意図せず知ってしまって立場が危うくなるのは侍女なので、大丈夫かどうかの確認が入った上で回ってくるのだ。

「えっと……僕は風邪を引いているから」

「それは一ヵ月前に使いましたね」

「お腹なかが痛いから」

「それもこの前使いましたね」

「……転んで突き指して膝ひざを擦りむいたから、とか」

「それくらいの怪け我がなら会えるでしょ、って言われたら困りません？」

「…………」

　クノンは困った。実際ミリカに言われるまでもなく困った。

　最後に会ったのは、もう二ヵ月も前になる。魔術に未来を見み出いだした時から、許嫁いいなずけであるミリカとは会っていない。

　許嫁である彼女とは、二週間に一回会う、という決まりがあった。

　だが今のクノンには、ミリカと会っている時間などない。だからずっと仮病を使い、会うのを断っている状態が続いていたのだが。

　──そもそもミリカも、クノンに会いたいわけではないだろう。

　国王陛下が決めた許嫁だ、だから嫌々会いに来ているのだ。むしろクノンが仮病を使えば、ミリカも会う理由がなくなって嬉うれしいはずだ。

　はずだ、が……。

「……そろそろ限界かな？」

　会いたくない理由はあるが、逆に会わねばならない理由も存在している。

　できるだけ遠ざけることはできても、婚約の話そのものを断ることはできないのだ。

　それが王命というものであり、貴族の宿命でもある。

「そうですねぇ。国王陛下と旦だん那な様の決めたことですから、これ以上拒むと問題が発生するかもしれませんね。

　たとえば、お見舞いとしてミリカ王女殿下が陛下と一緒にやってくるとか」

　それは避けたい。

　国王陛下がわざわざやってくるなんて、想像するだけで冷や汗が出る。

「……はあ。わかった。会うって伝えておいて」

　気が重いが、こればかりは仕方ない。

　こうして、数日後にミリカがやってくることになった。




　　　　◆




　馬車に揺られながら、流れる街並みを眺める。

　もう何度も見てきた景け色しきだ。

　何度も見てきて、どんどん気が重くなる景色だ。

「はあ……」

　気が重い。

　きっとクノンも気が重いだろうな、と思いながら、ミリカは深い溜ため息いきを吐つく。

　ミリカ・ヒューグリア。

　ヒューグリア王国の第九王女で、現在九歳。

　現国王レオロレンの娘である。一応。子供の数が多いだけに大した肩書きでもないが。

　そんなミリカは、今、婚約者の家へと向かっている最中である。

「英雄の傷跡」を持つクノン・グリオンが魔術師として覚かく醒せいした。ミリカは、その際に彼に宛あてがわれたのだ。

　言わば、わかりやすい王家との繋つながりである。

　魔術師は貴重だ。

　戦場であれ平時であれ、優秀な魔術師は国の発展と防衛に欠かせない存在である。

　ミリカは、クノンを力のある貴族や他国へ渡さないための鎖であり、首輪なのだ。

　──それはまあいい。

　ミリカもクノンも貴族の子だ、政略結婚は免れない。それが支配階級の義務である。

　ただ、問題は。

「……はあ」

　ミリカは、クノンの顔を見るのがつらい。

　初めて会った時からつらかった。

　会えば会うほどつらくなり、気が重くなる。いや、最近は気どころか胃まで重くなってきた気がする。

　通っている貴族学校でいろんな子を見た。クノンほど無口で後ろ向きで、生気がなくて、いつ見ても暗い顔をしている子なんて一人もいない。

　話題も見つからない。

　クノンは自分から話を振ることなどほとんどないし、ミリカは自分が振る話題は九割以上が「見えること」が前提だと気づいた瞬間に、何も言えなくなった。劇も本も学校での話も、見えなければわからないことばかりだ。

　正直、会うのがつらい。

　恐らくは、ミリカと過ごす時間は、クノンにとっても苦痛であるはずだ。

　お互い、ほんの少しでも好かれているなんて、微み塵じんも思えないのだから。

　だが会うのは義務だから、避けられない。

「……はぁ……」

　これからクノンと一生一緒にいると考えたら。

　将来、あの顔を、あの暗く生気のない顔を一生見続けるのだと考えたら──

　彼から逃げてしまった。

　侍女がはずれる庭の散歩の時、クノンの傍そばから離れてしまった。

　一緒にいたくなくて。

　そして、一度逃げたら、逃げ癖が付いてしまった。

　自分にとってもクノンにとってもよくないとわかっているのに、それでも、どうしても傍にいることができなくなった。

　どうせ傍から離れても、放置したクノンが心配で、自分の目が届かない場所までは行けないのに。本当に無駄で半端な逃避行為だと思っている。

　ここ二ヵ月ほどは、クノンの体調不良……恐らくは仮病で会えなかったが。

　だが、そんなのいつまでも続けられるものではない。

　グリオン家が見えてきた。

　ミリカの溜息は止まらない。




「お久しぶりです、ミリカ殿下」

　そんな二ヵ月ぶりに会ったクノンに、ミリカは目を見張った。

　本館の前で、見慣れた侍女と待っていたクノンは、二ヵ月前のあの子とはまるで違って見えた。

「僕の体調不良でしばらく会えなくなってしまい、申し訳ありませんでした」

「は、はい……え？　クノン君……？」

「はい？」

　もしかしたら別人かと思い名を呼べば、目の前のクノンが応こたえる。

　そうだ。間違いなく、この子がクノンだ。

　──顔が明るい。

　身体からだも少し逞たくましくなった気がする。何より顔が明るい。俯うつむきがちだったのに顔が明るい。何がどう変わったと明確に言えないが絶対に顔が明るくなった。一瞬化粧でもしているのかと思ったくらい明るい。化粧品は何を使ってるのか知りたいくらい明るい。

　なんだ。

　この二ヵ月で何があった。

　ちらっと彼の後ろに立つ侍女を見る──最も早はやクノンとは間が持たないミリカは、クノン付きのこの侍女に助けを求めるようになった。

　彼女も心得たもので、ミリカの視線を察知して言った。

「ミリカ王女殿下は今日も可愛かわいいですね！　もし私が巨漢のヒゲ面の中年男性だったら絶対に放っておきませんよ！　どこまでも追いかけちゃう！」

　──違うそこじゃない！　あとたとえがなんだか怖い！

「あの、クノン君は、この二ヵ月で何かありました？」

　埒らちが明かないのでクノンに直接聞いてみた。若干ミリカを見る侍女の目が怖くなったというのもある。どういうつもりで己を見ているのか知るのが怖い。

「魔術です」

「は、はい？」

「魔術が好きになりました」

「……は、はあ」

　よくわからないが、クノンは嬉しそうだ。

　だからきっといいことなのだろう。

　何より──やはり顔が明るい。

「殿下、いつも気を遣わせてしまってすみませんでした。今日は僕の話を聞いてください」

「は……はい」

　二ヵ月前とはまるで違うクノンの様子に、ミリカは戸惑っていた。

　だが、戸惑っていたのも、その時だけだった。

　クノンが語り、見せてくれた魔術は、ミリカにとっても面白かった。

　いろんな味に変わる水。

　水を細かく分解し霧にして、陽光と合わさり作られる虹にじ。

　スライム状にまとまり、指先でつまめる不思議な水、など。

　どれもこれも面白くて興味深かった。

　気が付けば陽ひが暮れていて、王城に帰る時間になっていた。

　クノンと過ごした時間が苦痛じゃなかったのは、初めてだった。




　　　　◆




「はっ!?」

　はっ、と。クノンは思わず声を上げた。

「は？」

　侍女も反応して声を上げた。

　──今日も今日とて、クノンの魔術訓練の日々は続いている。

　目標ができたあの日から数えて、だいたい三ヵ月。

　過ごしやすい季節は過ぎ去り、冬となった。
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　今日も自室でああでもないこうでもないと、「水球ア・オリ」をいじっていると──クノンは弾はじかれたように立ち上がった。

「……ど、どうしました？」

　そのまま硬直しているクノンに、何があったのかと侍女は恐る恐る声を掛け──

「……見えた、かも」

　クノンは、自分でも信じられないことであるかのように呆ぼう然ぜんとしながら、衝撃の言葉を呟つぶやいた。

　しばし時が止まり……動き出した。

「嘘うそ!?　ほんとに!?　ほんとですか!?　嘘って言ったらさすがにひっぱたきますけどほんとですか!?」

「待って待って！　僕もわからない！　僕もわからない！」

　興奮してグイグイ詰め寄ってくる侍女と、これまで経験のない己の感覚に強く戸惑うクノン。

　お互い突然すぎる現象に取り乱しまくっていた。

「あと正確には見えてはいないかも──いたたたたっ」

「つまらない冗談はやめてくださいよ！　終しまいにはぶっとばしますよ!?」

　本当にひっぱたかれるとは思わなかったが、代わりに思いっきり頬ほおをつねられた。実に遠慮のない侍女である。

「そういうのはユーモアとは言いません！　私は常日ひ頃ごろからクノン様にはユーモアのある紳士になってほしいと願っていますが、そういう悪趣味なのはいけません！　人によっては冗談じゃ済まないんですよ！」

　しかも説教まで始まりそうだ。

「いや違う！　違うんだ！　──たぶん色が見えたんだ！」

「色!?　色が見えた!?」

「正確には感じたのかもしれないって思って！　だから見えてはいないんだよ！」

　…………。

「……え、それでもすごくないですか？」

「……というか、本当に僕の認識で合ってるのかどうか……」

　急上昇した熱が下がり、二人は落ち着いてきた。

「これ。この林りん檎ご」

　クノンは痛みが残っている頬を撫なでつつ、空いた手でテーブルに幾つか置いてある林檎を一つ手に取る。

　魔術の実験用に用意したものだ。

　今クノンは、低温処理……「凍らせる変化」に夢中だ。

　侍女としては、ただでさえ外が寒い時期なのに、室内まで寒くなるのは勘弁してほしい。

　だが、クノンがやりたいというなら拒むことはない。

「これって赤い色で合ってる？」

　その言葉に、侍女は眉まゆを寄せた。

　──赤くはない。

　クノンが手にしているそれは青林檎だ。

　しかし青ではなく、薄い緑色とでも言った方が正確だろうか。

　正直に言った方がいいのか、それとも……いや。

「いえ、赤くはないですよ」

　まだまだ実験段階であり、試行段階。だから正直に話した。

　今見えなくてもいいのだ。

　いずれ見えるようになれば、それでいいのだから。

「そうなの？」

　しかし、ショックを受けるかと──己の望む結果ではなかったことに落胆するかと思ったクノンだが、平然としていた。

　そして、平然と次に手を伸ばした。

「じゃあこっちが赤いのかな？」

　そっちは……そっちの林檎は、確かに赤い。

　そこで侍女はようやくわかった。

　──そうだ。今初めて色が見えたのなら、クノンはまだ色の名前を認識していないのだ、と。

「それは赤いです。さっきの林檎は青林檎といい、淡い緑色をしています」

「え？　青林檎なのに、緑なの？」

「そういうものなのです。──ちなみに、赤い林檎と青い林檎、テーブルに幾つずつあるかはわかりますか？」

「うん。赤い林檎が三つ、緑色の青い林檎が二つでしょ？」

　当たっている。つまり、本当に色が見えている。

「合ってる？」

「合ってます！　すごいじゃないですか！」

　侍女はクノンを抱き締めて喜んだ。

　クノンも嬉うれしそうに抱擁を受け入れた。

　まだクノンが望む結果が得られたわけではないが、これは大きな進歩だった。

「でも、まだまだ足りないな」

　ひとしきり喜んだ後、クノンは冷静になった。

　周囲にある物の色がなんとなくわかるようにはなった。だがそれだけだ。

　正直に言えば、見えているわけでもない。

　──魔力で感じ取れるだけだ。

　探ろう探ろうとするクノンの意識と無意識が、魔力という不可思議な力に作用しただけだろう。

　ジェニエ先生は、魔力とはまだまだわからないことが多い力だ、と言っていた。

　魔力そのもので物質を動かしたりすることができる人もいるそうだ。魔力による感知、という現象もあると聞いている。今クノンが手に入れたこれも感知能力の一種だろう。

　クノンが望んでいるのは、「魔術で作った目玉で視界を得る」だ。

　似ているようで全然違う理屈なのだ。

　だが、それでも。

　それでも大きな進歩だった。

　物は見えずとも色がわかるのであれば、そこに何があるかも、それなりに察しがつくようになる。

　普段活動する身近な空間なら尚なお更さらだ。

　きっと、これで生活が楽になる。

「とにかく旦だん那な様に報告しましょう！　これはすごいことですよ！」

「う、うん……いや、まだ早いんじゃないかな。まぐれかもしれないし、もう少し慣れてからにしたい。父上をがっかりさせたくないし」

「大丈夫ですよ！　自信を持ってください！」

　持ち前の引っ込み思案で腰が引けるクノンの肩を、プラス思考の侍女はばしばし叩たたいた。

「クノン様が頑張ってきた成果じゃないですか！　まぐれじゃなくて実力ですよ！　クノン様の実力なんです！　実力か否かと言われれば確実に実力です！

　さあ行きましょう！　一緒に報告です！　ついでにお小遣いもアップしてもらいましょう！　あっ私も給金アップを直訴しよっと！」

「えっ今から!?　ちょっと待っ──」

　侍女は待たなかった。

　引きずられるようにして、というか途中からは小脇に抱えられて、クノンは本館へと連れて行かれた。




　しかし家族は不在だったので、二人は何事もなかったように離れに引き上げた。




　　　　◆




「──色……？　色が見える、と？」

　王城での仕事を終えたグリオン家当主アーソンは、屋敷の玄関を入ったところで待っていた、侍女イコから驚くべき報告を聞いた。

　アーソン・グリオン。

　まだ三十代前半という、若き侯爵である。

　少々冷たい印象のある薄い藍あい色いろの瞳ひとみに、端整な顔立ち。明るい鳶とび色いろの髪は短く清潔感がある。

　そこまで背が高いわけでもなく、パッと見で目を引かれるほどの美び貌ぼうがあるわけでもない。

　だが、よくよく見たら全すべての要素が高いレベルでまとまっている男である。

　目立つ特徴がないことも含めて非常にバランスがよく、だからこそ周囲に埋もれて、だからこそゆっくりとその頭角を現してきた。

　そして今や城勤めを許され、国王陛下の信頼も厚い。

「はい。有効範囲は狭いそうですが、確かにちゃんと色の識別ができているようです」

　アーソンのコートと上着を預かるイコから、更に報告が続く。

「それは……すごいことなんじゃないか？」

　末の息子クノンは、生まれつき目が見えない。

　もはや御お伽とぎ噺ばなしのようになっている逸話である「英雄の傷跡」のせいだ、と言われているが、真相はわからない。

　とにかく純然たる真実として、クノンは目が見えないのだ。

「私もそう思います。近ければ近いほどよく見えて、触れたらはっきりわかるそうです」

　触れたらはっきり。

　それはつまり──

「本が読めるということか？」

　さすがだ、とイコは思った。

　本が読める。

　クノンとイコ二人で色々と試してみた結果判明したことだが、アーソンはすぐにそこに気づいた。

　そう、この現象で何が一番の収穫かと言えば、文字がわかることだ。

　本を開いて、指でなぞる。

　それで紙面に書かれたインクの色を識別し、文字を読み取ることができる。もちろんクノンはまだ文字が読めないので、これから学ぶことになるのだが。

　同じ理屈で絵は見えるので、今は絵本や図鑑を見るのに夢中である。

「……そうか……」

　溜ため息いきの混じった、重い声が漏れる。

　安あん堵どの声だ。

　息子の将来への心配事が、大きく軽減した瞬間だった。

　身体からだも頭も疲れているのに、アーソンの心労は消し飛んだ。

「ティナには話したか？」

「いいえ」

「では私から話そう」

　ティナ──アーソンの妻でありクノンの母であるティナリザは、誰だれよりもクノンの心配をしている。元々ティナリザは、心配するあまりクノンの傍そばを片時も離れず、一時社交界から距離を置いていたほどだ。

　クノンが住すみ処かを別にしたいと言い出したのも、ティナリザの過剰な心配に対しての部分が大きい。

　何をするにも自分に気を遣わせてしまう、付きっきりになってしまうから、と。




　ティナリザは、侯爵家の妻として、社交の場に出ないわけにはいかない存在だ。

　ましてやクノンに王族の許嫁いいなずけができた以上、グリオン家の社交界での立ち回りは、より重要性を増してくる。

　もう何代も前の話だが、グリオン家に王女が降嫁してきたことがある。

「英雄の傷跡」は、かつて戦った魔王の呪のろいのようなもの。

　それは直接戦った十七国の英雄たち……ここヒューグリア王国で言えば、王族の血にのみ発現すると言われている。

　──要するに、もはやかなり薄いが、グリオン家にも王族の血がわずかに流れている、ということだ。

　それはつまり、まさかまさかの大どんでん返しがあった場合、クノンにもギリギリで王位継承権が発生するということである。

　となれば、グリオン家が王族の派閥争いに巻き込まれる可能性はかなり高くなる。そんな大事な時に社交界に出ないのでは、かなり先行きが不安である。

　王女を許嫁にする、結婚相手にする、というのは、そういう意味もあるのだ。

　まあ現国王の子は多いので、クノンの王位継承権云うん々ぬんはあくまでも可能性だけの話だが。

　──だが、遠い遠い可能性だけとは言えど、それが無意味かどうかは別問題だ。

　約百年ぶりの「英雄の傷跡」を持つ子だ。今の時代、それが理由で面倒事に巻き込まれる可能性は低いだろうが、ないとは言い切れない。

　現に、王女なんてものを許嫁に付けられているくらいだから。

　何があるかわからない。

　ゆえに、社交界が大事になってくる。

　たとえ上手うまく立ち回れなくとも、程々に周囲と仲良くしておくだけでも、グリオン家並びにクノンの将来は違ってくるはずだ。




　クノンが提案した離れ住まいだが、グリオン家当主としてアーソンもそれには賛成だった。

　ティナリザに侯爵家夫人の務めを果たしてもらうため、クノンから引き離す必要があった。

　まだ子供であるクノンが貴族関係の話を理解していたわけはないが、この提案は都合が良かった。渡りに船とばかりにアーソンがティナリザを説得し、クノンの別居、離れ住まいを決定したのだ。

　そして、できるだけ会いに行かないように、とも言い含めた。

　だからこそ、クノンに関する報告をティナリザにしないことを、イコにも命じている。

　話を聞いたら、妻は我慢できなくなってクノンに会いに行くだろうから。

　──しかし、今回のこの報告は、少々勝手の違う話だ。

　これは妻に伝えてもいいし、手放しでクノンを褒めちぎってやってもいい、充分な成果である。

「クノンは本館こちらに戻るつもりはないのか？」

　報告は色々と聞いている。

　三ヵ月前から本気で魔術に打ち込むようになったこと。

　身体を作るために食事量を増やしたこと。

　剣術、とまでは言えないかもしれないが、素振りを始めたこと。

　つい最近は、本館の風ふ呂ろの準備をするようにもなった。

　それに、許嫁のミリカ・ヒューグリアと、少し関係が良くなったとも聞いている。

　いつの間にか、俯うつむきがちだった息子が前向きに生きようとするようになった。喜ばないはずがない。憎くて離れて暮らしているわけでもない。

　今のクノンなら、一緒に住んでも大丈夫ではないか。

　アーソンはそう思ったのだが。

「……まだ早いかもしれません」

　クノンに付けている侍女は、難色を示した。

「今クノン様は変わろうとしています。毎日必死で変わろうとしています。そんな時に生活環境や生活習慣を変更するようなことは、クノン様の目標の妨げになるかもしれません」

「目標か」

　それも聞いている。

　息子は、魔術で視界を得ようとしている、と。

　それができるのかどうかはアーソンにはわからないが、クノンがやりたいことだというなら、応援するだけだ。

　──現にこうして成果があったのだ。これまでも、これからも、きっと無駄にはならない努力なのだろう。

　クノンが本館からいなくなって、約半年。

　クノンはクノンで離れでの暮らしに慣れてきたし、本館は本館でクノンがいない生活に慣れてきている。

　アーソンはあまり変わらないが、ティナリザはようやく社交界に出始めたところだ。

　もう一人の息子であるイクシオは、クノンとの接し方がわからないようで、よく戸惑っていた。言い方は悪いが、今はのびのび過ごしている。

「……そうだな。もう少し様子を見るか」

　今の状態は、お互い悪くはないと思う。

　それぞれにやるべきことがあるのだ。あえて共に過ごす必要はないのかもしれない。

　お互い……いや、何よりクノンが集中できる環境にあるのなら、邪魔はしない方がいいだろう。

　そう判断したアーソンは、現状維持を決めた。

　──立場上、個人的な意見など言えない身だが、イコとしてもそれが望ましかった。

　今、クノンは心を開きつつある。

　以前のクノンは、イコのことを、ただの使用人としか見ていなかったと思う。

　冗談を言おうが笑わせに掛かろうが、あまり反応がなかった。もしかしたら邪魔だとさえ思っていたかもしれない。

　人そのものに興味がないか……あるいは、恨みや嫉しつ妬と、憎しみといった感情を持っていたかもしれない。

　それなのに、今はちゃんと受け答えができる。

　見えない目でイコを、周囲を、人を見ようとし始めている。

　イコは魔術のことはわからないし、将来的にクノンの望みが叶かなうかどうかも判断がつかない。

　だが、今クノンの心を開き、他者に対する思いやりや常識といったものを学ばせておくのは、とても大事なことだと思っている。少し無理をしてでも性格を前向きにしてしまいたい。

　二度とあんな暗い顔をさせないために。

　暗い顔で俯いている子供など、誰が見たいと思うのか。

「イコ、いつもありがとう。君にはかなりの負担を掛けていると思うが……」

「構いませんよ。お金のためですから。お褒めの言葉より給金アップをお願いしたいですね」

　──ここで謙けん遜そんして曖あい昧まいな忠誠心を示すのではなく給金の話を出すイコだから、アーソンは安心してクノンを任せられるのだ。

「はっはっはっ。金の話はバレンにしたまえ。使用人の給金は彼が決めている」

「えー。バレンさんお金に厳しいから無理ですよぉ」

　深刻に、生き真ま面じ目めに考えるタイプだったら、クノンと一緒に思い悩んで、沈んで行ってしまいそうだったから。

　だから、できるだけ陽気な侍女を付けた。

　その判断は、きっと間違っていない。

　──しかし二年後、少しだけこの判断に迷いが生じるのだが、それを今のアーソンが知ることはない。








第三話　二年後の姿









　時は平等である。

　貴人だろうと悪人だろうと、今は永遠には続かない。

　月日は流れる。

　人の想おもいも、個々の事情も、日々の研けん鑽さんもお構いなしに。

「また資料が届きましたよ」

「うん」

　本、書類、紐ひもで結わえただけの写本、お小遣い帳等々。

　テーブルの上どころか、それらは床にまで広がり、部屋の半分がそれらに占領されている。

　最低限の整せい頓とんしかされていないが、この部屋の主は、どこに何があるのか全すべてを把握している。

　魔術に没頭し始めて、約二年。

　クノン・グリオンは九歳になっていた。




　二年が経たったが、生活自体はあまり変わっていない。

　離れ暮らしはそのままだし、午前中の座学と魔術の授業は続いているし、午後は魔術と剣術の訓練だ。日課の風呂の用意もちゃんとこなしている。

　ただ、大きく変わったのは、文字を覚えたことだ。

　クノンの夢あるいは野望への努力は、父アーソンと許嫁いいなずけミリカ、そして魔術の先生ジェニエなどの周囲の人の協力の下、今も継続されている。

　魔術で視界を得ること。

　未いまだ達成されてはいないが、クノンは諦あきらめずに練磨を続けている。

　次々に届けられる本や資料は、主にミリカとジェニエからである。依然として何がどう作用するのかわからないので、水の魔術に関わるものはどんどん送ってもらっている。

　夜は、それらの本と資料を読む時間に当てられるようになった。

　気が付いたらテーブルで寝ていて、侍女にベッドまで運ばれるという毎日が続いている。

「何か気になる記述はありました？」

　と、侍女はクノンが目を通した書類や本を片付けつつ問う。

「ん？　うん、そうだなぁ……」

　次の本を手にしたクノンは、最近頭に入れた情報を整理しつつ、答えた。

「水見式占術に火影占術、水晶膜にガラス膜、使い魔、悪魔との契約、水すい煉れん華げ、魔鏡、水鏡、虹にじ色いろ魚の鱗うろこ、……辺りが気になるけど」

　その中で、口にはしたが「使い魔」と「悪魔との契約」はなしだ。

　気にならないと言えば嘘うそになるが、あまりにも代償とリスクが大きすぎるようなので、これらは関わるべきではないと決めている。

「占術、っていうと、占いですか？」

「そうだよ。水見式占術は、呪じゆ術じゆつ的な加工を施した器に水を張って、そこに知りたいことを見せるみたい。失うせもの探しとか、未来を見るとか、そういうのを占うんだって」

「え、じゃあ私がどこかで失った若さと青春の輝きとかも見つかります？」

「大丈夫。イコは若いしまだまだ青春どまんなかだよ」

「いやあ、私も歳とし取っちゃいましたよ？」

「大丈夫だよ。こんなに綺き麗れいな使用人、この世に二人といないって」

「んもう、見えないくせにぃ」

　はっはっはっ、と笑い合う二人。

　──人によって評価が真っ二つくらいに分かれるかもしれないが、とにかくこの二年で、クノンはとても明るくなった。

　魔術のおかげである。魔術さえあれば人は明るくなれるのだ。筋肉もついたし、冷え切っていた許嫁との仲も良好になった。お小遣いも増えた。いいことずくめだ。

「で、そのなんとかセンジュツで、私のお婿さんとか見つかりませんかね？」

「大丈夫だよ。イコみたいないい女は男が放っておかないよ。あーあ、僕が侯爵家の次男じゃなければ嫁にほしかったなぁ」

「んもうっ、十歳以上年上を捕まえて何言ってるんですか！」

　あっはっはっ、と笑い合う二人。

　喜ぶべきか喜ばざるべきか。

　クノンは少し明るくなりすぎたかもしれない。




「──うん、大変よろしい！」

　元々は身体作り、体力作りが目的の素振りだった。

　だが、いつからか東とう虎こ流剣道術のオウロ師匠からは、ちゃんとした剣術を習うようになっていた。

　思いのほかクノンに素質があることを見極めたからだ。

「クノン君は本当に筋がいい。同い年くらいの子なら、そう簡単には負けませんぞ」

「本当ですか？　見えないのに？」

「うんうん。ちゃんと剣術がやれておりますよ。見えずとも勘はいいし、いざという時は割と戦えると思いますぞ」

　いや、本当はちゃんと剣術がやれているわけではないのだが。

　剣術というよりは杖じよう術じゆつ寄りだし、そもそも打ち合うことを想定していないので、一般的な剣術とは大きくかけ離れている。

　だが、他と比較できない環境にあるクノンは、今自分が学んでいるそれが普通だと思っている。

　従来にない少し特殊な剣術を教わっているのだが、クノンにはそれがわからない。

「いいですか？　しつこいようですが、基本の型さえ身に付ければ応用はあとから付いてくるもんです。ひたすら型を繰り返すのです。反射的に出せるほどに。無意識でも出せるほどに。寝ていても出せるほどに。

　そこまでやって、ようやく実戦でほんの少し実力が出せるのです。その時に後悔しないようにとことんやりなさい」

「はい」

　返事をしながら全然聞いていないクノンは、ひたすら型の素振りを繰り返した。




「──以上のことから、水の確保を最優先に考え集落を作り、民を住まわせねばならない」

「結構です。今日の授業はここまでにしましょう」

　フラーラ男爵夫人による家庭教師も続いている。

　クノンはすでに、貴族学校で学ぶ範囲の学習を全て修めている。今はその確認作業をしているところだ。

　あと一回か二回で、フラーラ夫人はグリオン家の雇われを辞めることになるだろう。ティナリザ夫人に頼まれて始めたことだが──いざ終わりが近いとなると、フラーラは胸がぎゅうぎゅうと締め付けられる思いだ。

　二年前のクノンを知っているからこそ、である。

「イコ、紅茶を。あちらのレディには本日のおすすめを」

「はい、同じ紅茶ですね」

　今のクノンは大変明るい。あの頃ころの面影がないくらいに。

　貴族としての振る舞いや礼儀作法を教えるのもフラーラ夫人の仕事だった。二年前はあまりにもクノンが沈み込んでいたので遠慮していたが、あるきっかけからちゃんと教えることができた。

　発端は、クノンの要望である。

「ミリカとの接し方を教えてほしい」と、そう言われたからだ。

　フラーラ夫人は貴族らしい──クノン曰いわく紳士らしい振る舞いを伝え。

　そしてあの侍女が「どうせならユーモアのある紳士にしましょう」と便乗した。

　ユーモアのある紳士。

　フラーラ夫人としてもそれは歓迎である。厳格な男、クールな男もそれはそれで味があるが、一緒にいて退屈しない、楽しい男というのも魅力的である。

　クノンには前者はきっと似合わないので、後者がいいと思った。それは確かだ。

　しかし、ともすれば軽薄に見られがちになるが──

「フラーラ先生」

「はい」

「あなたの瞳ひとみに乾杯」

「……はい」

　見られがちというか、クノンは間違いなく軽薄になった。いや、根は真ま面じ目めなままなので、軽薄に見えるようになった、というべきか。

　しかし、二年前を知るフラーラ夫人には、それも可愛かわいらしく思えた。

　自身に同じ年代の子供がいるせいだろうか、クノンに対する感情移入が強いのだ。

　二年前からここまで気持ちを立て直した彼が、これからどうなっていくのか。

　──じきに家庭教師の仕事が終わりを迎えるフラーラ夫人は、それを見守ることはできない。

　楽しみでもあるし、不安でもある。

　身分差はあるが、それでもクノンを我が子のように大切に思っていただけに、迫る別れに胸が痛んだ。

「これは美しい先生に相応ふさわしい十二年物の新王国産です。いい香りでしょう？」

「あ、違いますよクノン様。これヒューグリア産です。この国のですよ」

　たとえ軽薄に見えても、迫る別れに胸が痛んだ。




　　　　◆




　そんなある日のこと。

「クノン様、旦だん那な様がお呼びです」

　夕食の席で侍女が言った。

「ん？　これから？」

　サンドイッチを片手に資料を読み取っていたクノンが問うと、「夕食の後でいいとのことです」と返ってくる。

　旦那様、即すなわちグリオン家当主にしてクノンの父親が呼んでいるそうだ。

　離れで暮らしているクノンである。家族はたまに会いに来てくれるが、呼び出されるのはちょっと珍しいケースである。

「僕、なんかやったかな？」

　前に呼び出されたのは、夏だったと思う。

　実験を兼ねて、庭の広範囲に色付きの水をぶちまけた。

　その結果、庭先が血の海に沈んだかのように真まっ赤かに染まり、家族も使用人も大いに驚き怖がっていた。

　──ようやく魔力の追加供給なしで水への着色と維持に成功したので、今度は効果範囲と有効時間を測るためにやった実験だ。

　ちゃんと庭師にも許可は取った上での実験だった。

　結果的に「こんなことになるなんて……」と庭師を泣かせてしまったが。かなり想定外だったようだ。

　そして帰ってきた父親は、夜でもわかるほど真っ赤に染まった庭を見て驚き、怒り、呼び出された。

　すごく叱しかられた。

　ただの色付きの水を撒まいただけで害はないしこれは実験だ、って言ったのにすぐに戻せと言われた。

「最近は怒られるようなことはしてないと思いますよ。あの血の海事件で懲りたじゃないですか。全然関係ないのに私も怒られたし」

「実験しようって言ったのはイコだからね。無関係ではないよね」

「あんなに派手にやるとは思わないじゃないですか」

「どうせやるなら派手にやれ、とは言ったよね？」

「あれは派手すぎます」

　──というような責任のなすりつけ合いを父親の目の前でやったことで、火に油を注いだのだが、二人はそれに気づいていない。

「でも私、ああいうの嫌いじゃないですよ？」

「僕もだよ。みんなすごくびっくりしてたからね。平和な日常に刺激という一石を投じたことは誰だれも否定できないよね。たまにはいいよね」

　何はともあれ、貴重な実験結果は得られた。

　人間、いきなり血の海を見ると驚く。

　これがわかっただけでも、クノンは満足だ。

　やはり、少々明るくなりすぎたのかもしれない。




　夕食を済ませると、侍女とともに本館へと向かう。

「寒いね」

　少し距離があるので、歩いて行くことになる。

　本館への道は、クノンが普通に歩けるように、一人分の平らな石畳が敷いてある。その上を杖つえをつきながら進んでいく。

　今は冬である。

　それも夜ともなれば、吹き付ける風は冷たい。

　暦も季節も朝も夜も気にしない生活をしているクノンだが、こういう時はさすがに時期を思い出す。

「アレ出してくださいよ、アレ」

「ん？　うん」

　パチン、とクノンが指を鳴らすと、人の頭くらいはあろうかという「水球ア・オリ」が生まれる。

　数は二つ。

　一つはクノンの顔の前に。風除よけだ。

　もう一つは、後ろを歩く侍女の前に浮かぶ。

「あったか～い。ぶよぶよ～」

　彼女は顔に押し付けるようにして抱き締めた。

「人肌より少し高温」と「超柔軟表皮」の特性を付けた「水球」は、言わば簡易懐カイ炉ロである。

　侍女はこれが好きだ。押しても変形するだけの不思議な「柔らかい水の球」は、触っていて気持ちいいそうだ。

　ミリカも好きなので、女性はこういうのが好きなんだろう、とクノンは学習した。

　ちなみに夏は「低温」で活躍する。

　これは女性じゃなくても皆好き……というか、助かるようだ。




「クノン様、お待ちしておりました」

「うん」

　玄関先で待っていた老執事バレンに先導され、本館内を歩く。ちなみに「水球」はもう消してある。

　向かった先は、応接室だった。
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　老執事がノックと共に「クノン様が到着しました」と告げると、中から「入りなさい」と声が掛かった。

　ここからはクノン一人だ。執事と侍女を置いて、クノンは応接室に踏み込んだ。

「お呼びですか父上……あれ、母上と兄上も？」

　入れば、グリオン家の全員がいた。

　父アーソン。

　母ティナリザ。

　そして兄イクシオ。

　両親は週一くらいで会いに来てくれるが、兄に会ったのは久しぶりだ。

　だがクノンは知っている。会いはしないが、イクシオはクノンの様子を見にちょくちょく離れに来ている。

　──侍女の話では、小さい頃ころにクノンを遊びに連れ出したイクシオは、その時クノンが転んで怪け我がをしたことで、以降接し方がわからなくなったそうだ。

　見えないとはどういうことか。

　子供心に、その時にようやく理解したのだ。

　ただ、クノンはまったく憶おぼえていない。転んだ数も怪我をした数も多いから、もういちいち気にしていられない。

「クノン。座りなさい」

「はい」

　まるで見えているかのように、なんの不自然さも感じさせず兄の隣に座る。

　散々鍛えてきた今のクノンは、この部屋くらいの範囲なら、だいたい全すべての色の識別ができる。

　テーブルを挟んだ正面には両親がいて、隣には兄がいる。

「貴族学校の学習範囲は学んだか？」

「はい。フラーラ先生が終わったと言っていました」

　文字を覚えてから、クノンの学習速度は格段に上がった。本人的には、面倒なことは早く済ませて魔術の訓練に集中したい、という感じだったが。

「前にも聞いたが、学校へ行く気はないかね？」

「ありません。僕がいたら周囲に気を遣わせるだけですから」

　家庭でもそうだったのだから、外なら余計にだ、と。クノンはそう思っている。

　いや、かつてはそう思っていた。

　──今なら普通に通えるかも、と自分でも思っている。

　だが優先するべきは学校ではないので、今となっては違う意味で行く気はない。

「おまえには話したかな？　今現在、クノンも貴族学校に所属していることになっているんだ」

「あ、はい。父上ではなく、フラーラ先生に聞きました」

　授業の折にそんな話が出た。

　だからいつでも学校に通えるけど行かないのか、と言われた。彼女も今のクノンなら通えると判断したのだろう。

　もちろん「行く気はない」と答えたが。

「確か、貴族の子は必ず通う義務があるとかないとか」

「そうだ。まあおまえは事情が事情だから、陛下から通わなくていいという特別な許可が出ている。

　私も、今更おまえには必要ないと思っている。やりたいことをやればいい」

　こういうのが、父の応援なのだ。

　きっとクノンが気づいていない部分でも、クノンを支えてくれているのだろう。

「ただ、少し考えてほしい」

「お小遣いの使い道ですか？」

「いや小遣いの話じゃない」

「父上はいつも文句を言いますね。確かに無駄遣いに思えるかもしれませんが、僕は計画的に使っているつもりです」

「だから小遣いの話じゃない」

「父上、いつも僕ら家族のために働いてくれてありがとうございます。とても感謝しています」

「だから今はいいんだ！　そういうのは！」

「血の海にしてごめんなさい」

「それも今はいいが今度やったら小遣い二ヵ月なしだからな！」

　クノンは震え上がった。

　聞きたくない言葉だった。




　夫の小遣いなし宣言も、小遣いなし宣言に震え上がる息子のことも、今は本題ではない。

「あなた。落ち着いて」

　珍しく熱くなっている夫を妻がなだめると、アーソンはイライラを吐き捨てるように溜ため息いきを吐ついた。

「ふう……それよりミリカ殿下のことだ」

　このタイミングで許嫁いいなずけの名前が出たことに、クノンは眉まゆを寄せる。

　クノンの貴族学校の話とお小遣いなしの話が、ミリカとどう関わっているかがわからない。

「まだおまえにはわからないかもしれないが、彼女の許嫁として、貴族としての義務は果たしておいた方がいい。貴族の義務を果たさない者や身分に見合わない行動は、社交界では弱味になる。

　クノン、おまえは自分のせいでミリカ殿下が槍やり玉だまに上げられても、平気でいられるか？」

「……なるほど、そういうことですか」

　今現在、ミリカとの関係は良好だ。

　二年前、許嫁になり始めた当初こそかなりぎくしゃくしていたが、今ではお互い、将来は結婚するものだと認識している。

　少なくともクノンに拒む理由はない。

「私とティナは、今のおまえは貴族の子の義務をこなせると判断したんだ」

　父親は、妻と相談してこの話をすると決めた。

　以前のクノンには言わなかった──言えなかったことだ。

　きっとクノンは世に出る意欲も意思もなく、狭い屋敷の中だけで過ごし、一生を終えるのだろうと思っていたから。

　しかし状況は変わったのだ。

　今のクノンは、もうグリオン家だけの世界では狭い。現に外の世界の情報を掻かき集あつめているくらいだ。

　お小遣いも毎月きっちり使い果たしている。使い果たした後、母に甘えて少し融通してもらっていることも、父は知っている。

　クノンはいずれ、魔術を通して世界に羽ばたく。

　早いか遅いかの違いはあるだろうが、きっとそうなる。

　それを見越しての今回の話だ。

　これが、クノンが外に出るきっかけになるかもしれない。それを念頭に置いた上での提案だ。

　外の世界に行くなら人付き合いは必ひつ須す。ならば貴族の義務を果たすべき。

　そういう話である。

「貴族の義務ですか……だから、学校に通えと？」

　クノンはまったく学校に行く気はない。

　両親の気持ちも全然通じていない。さすがに九歳には、社交界の常識とそれに即した親の気持ちを察するのは難しいものがある。

　が、クノンは考える。

　面倒だが、行く行くはミリカのためになるというなら、諦あきらめの気持ちが湧わく。

　視界を得るという野望はまだまだ道半ば。

　今の生活を壊すのは残念でたまらないが、しかしミリカのためなら、多少の遠回りくらいはできる──

「いや。さっきも言ったが、私はおまえには学校は必要ないと思っている」

　断腸の思いで話を呑のもうとしたところで、父親は少し違う話を持ち出した。

「だから、昇級試験を受けなさい」

「昇級試験？」

「貴族学校は、六歳から十四歳までの貴族の子供が通う。通う期間は決まっておらず、幾つかの昇級試験を通れば卒業になる。

　早ければ入学した数日後に卒業する子もいるし、焦らずじっくり学んでいる子もいる」

　つまり──クノンは頭の中で話をまとめる。

　昇級試験とやらを通れば、学校に通う必要はない、という話だ。

　フラーラ先生は、もう学校で学ぶべき範囲は終えたと言っていた。ということは、クノンはもう昇級試験とやらを通過するだけの能力を持っている、ということになる。

　だからこそ、父親は学校はいいから昇級試験を受けろ、と言っているのだ。

「受ければ通るだろ？」と。

「昇級試験は五回ある。イクシオは次の試験を通れば卒業だ」

「へえ。兄上はもう卒業するんだね」

　確か、兄は七歳から通っているはずだ。

　今は十一歳だから、四年ほど学校に行っていたことになる。

　思わず兄の方に顔を向けると、イクシオは言った。

「ミリカ殿下も次の試験で終わりだ。たぶん俺と一緒に卒業すると思うぞ」

　──そう応こたえたイクシオは、ほんの数日でもいいから、弟と一緒に学校に通いたいと思っている。

　イクシオは貴族学校を卒業後、次の春をもって上級貴族学校へ入学することになる。

　グリオン家の後継ぎなので、父親の仕事を手伝いながら、いつか来る家督相続に備えるのだ。

　そして、きっとクノンは魔術学校へと通うだろうから、今を逃せば一緒に登下校する機会はなくなるだろう、と。

「そう……じゃあ僕も一緒に卒業していい？　できるかどうかわからないけど」

　学校にも行ったことはないし、試験というものも受けたことはないが。

　だが、フラーラ先生がもう座学は終わったというのなら、クノンは試験を通る見込みがあるのだろう。

　もしダメだったらその時はその時でまた考えればいいや、とクノンは気楽に考えた。

　以前の引っ込み思案なクノンなら、挑戦さえしなかっただろう。







「えっ!?　学校に行くんですか!?」

　あの家族会議から数日後。

「二週間に一度は許嫁に会う」という義務を果たすべくやってきたミリカ・ヒューグリアに、貴族学校へ行くことを話した。

「はい。と言っても、昇級試験というのを受けるだけのようですが」

「それはそれは！　いいですね！　ということは、クノン君と一緒に学校生活を過ごせるんですね！」

「そうなんですか？　僕は正直何が何だかよくわかってないんですけど」

　ミリカが興奮しているのはわかる。

　興奮して水で作った猫を撫なで回しているのはわかるが、その学校生活とやらの具体的な内容がさっぱりわからない。

「大丈夫！　お姉さんがちゃんと付き添いますよ！」

　二歳年上のミリカなので、この二年で彼女のお姉さん気質の成長が著しい。

「あ、じゃあお願いしますね」

「ええ、どんとお任せを！」

「でも心配だなぁ」

「え？　……何か心配事でも？」

「だって僕がミリカ殿下と一緒に学校で過ごしたら、殿下のことが好きな男の子たちに嫉しつ妬とされちゃうでしょ？」

「え、あ……ああ、はあ…………大丈夫だとは思うんですけど……」

　ミリカは反応に困った。

　何と答えていいか、照れつつ迷った。

「あれ？　もしかして、あんまり人気はないとか、そういう……」

「何を言っているんですか！　人気はありますよ！　これでも王女ですから！　私を好きな男の子なんて右手の指の数だけいますよ！」

　つまり五人は心当たりがあると。

　多いのか少ないのか判断が難しいところだが──クノンは決めた。

　冗談半分で言ってみたものの、本当に誰かに恨まれそうな可能性があるようなので、念のために実戦用の杖つえを持って行こう、と。




　　　　◆




　クノンが学校へ行く日がやってきた。

「──まあかっこいい！　物語に出てくる白馬の王子様のモデルになった人ってクノン様のことなのでは!?」

　侍女のめちゃくちゃな褒め言葉に、クノンは燦さん然ぜんと首に輝く蝶ちようネクタイを左右に引っ張り、堂々と言った。

「ついに僕の正体がバレてしまったようだ。ごめんね、今まで黙ってて」

　あっはっは、と笑い合う弟と侍女を、兄イクシオは変な顔で眺めていた。

　──あれ、俺の弟ってこんな奴やつだったっけ、と思いながら。

「どうも兄上。全世界の白馬の王子様のモデルになったクノンです」

「……お、おう」

　しかも話しかけてくるとは思わなかった。気の利いた返事もできず戸惑うばかりだ。

　あの家族会議から数日。その後、ミリカに話してから更に数日後の朝である。

　父親は学校と交渉して日程の調整をし、母親は今まで抑圧していたクノンへの心配と愛情が爆発したかのように世話を焼き──人生で初めて公の場に出るクノンの正装を整えた。

　どこのパーティーに行くのかという格好である。

　まあ、貴族としては、そこまで変ではないが。今日これからクノンの入学式だと言われれば、ここまでめかしこむ理由もわからなくはない。まあ式なんてやらないが。

　朝早く本館にやってきたクノンは、母ティナリザに着替えと髪型をセットされた。

　そして、玄関で侍女イコと待っていた兄イクシオは、……まあ、まあ、こんなこともあるだろうと、クノンの様子にはあまり触れないことにした。

　そもそもの話。

　弟とまともに話す機会なんてかなり久しぶりなので、兄は少々上がっているのである。

「いってらっしゃい」

　──息子二人を送り出す日が来た奇跡に涙ぐむ母親に見送られ、二人は馬車に乗り込んだ。

「あ、待って」

　いや、クノンが降りてきた。

「これでよし、と。いってきます母上」

　馬車の車輪に「水球ア・オリ」を──緩衝材代わりの固く弾力のある水をまとわせ、改めて乗り込む。

　いつだったか、馬車の揺れで腰を痛めた父親のために編み出した、馬車があまり揺れなくなる仕掛けである。

「魔術って便利だな」

「うん。こんなに便利だと僕でも仕事が見つかりそうだよ」

　見つかりそうどころか必ず見つかるだろうな、と兄は思った。

　馬車はスムーズに動き出した。




「なあ……やっぱり不安か？」

　見えはしないものの窓の外に顔を向けているクノンに、隣にいる兄が声を掛ける。

「ん？」

　見えない目がイクシオに向けられる。

　今日のクノンは、おしゃれな革製の眼帯を巻いているのだ。

　どうせ見えないのだからいいだろう、と。外気で目が乾いたり、虫や埃ほこりが入ったら普通に痛いから、と。

「目が見えないって大変だろ」

「大変だよ。でももう不安はあんまりないかな」

「そうなのか？」

「うん。僕はちょっとだけ強くなったから」

　単純明快な言葉だった。

　そう、確かに強くなれば自信になるし、自信があれば堂々と振る舞える。

　以前のクノンをよく知るイクシオだけに、少々違和感が強いだけだ。

　だが、それもじきに慣れるだろう。今の明るいクノンと接していれば。

「兄上にもたくさん心配を掛けたね。僕が転んで怪け我がをしたことで、自分のことを責めてたんでしょ？

　僕はもう大丈夫だよ。前は死にたいとさえ思っていたけど、今は何があろうと生きてやろうと思っているよ」

「……うん。そうか」

　確かに強くなったのだろう。

　そして逞たくましくなった。

「世界中の人間が滅んでも僕だけは生きてやるって気迫はいつだってあるんだよ。ごめんね兄上、僕は生きるよ。全すべての人類に申し訳ない気持ちになるくらい長生きするよ」

「……おう、そうか」

　あと、やはり、弟はこんな奴だったかな、という疑問はどうしても拭ぬぐえない。

　良くも悪くも、魔術は弟を変えた。

　変えてしまったのだ。

　…………。

　悪い方に変えたのはあの侍女な気もするが……いや、きっと、侍女の存在も大事だったのだろう。




　いつになく揺れない馬車は、実にスムーズに進み、貴族学校の前に停車した。

「手を貸そうか？」

　今までの空白の時間を埋めるように二人はいろんな話をしていたが、目的地に到着した。

　まだ話し足りないが、ここで一いつ旦たん中断だ。

　兄が先に降りて問うと、弟は「大丈夫」と首を横に振る。

　クノンは、まるで見えているかのようにステップを踏み、馬車から降り立った。確かに手伝いなど必要ない動作だ。

「──クノン君！　イクシオ様！」

　馬車を帰すと、女の子が駆け寄ってきた。

　ミリカである。

　今日からクノンが登校するとあって、校門の前で待っていたのだ。

「おはようございます殿下。いやあ、朝も早くからあなたの美しい声が聞けるなんて幸運だなぁ。どれくらい幸運か半日ほど語っても？」

「おはようございますクノン君。蝶ネクタイ可愛かわいいですね」

「でしょう？　……あれ？　もしやこれ、殿下よりも可愛いですか？」

「それはないです」

「よかった。もしそうだと言われたらこの場で引き千切って捨ててましたよ」

　この二年間で目まぐるしく変わったクノンの軽口や冗談には、ミリカはすっかり慣れている。結果、実に軽快なやり取りができるようになった。

「おはようございます殿下」

　なんかこの二人すげーな、と思いながらイクシオも挨あい拶さつをした。

　──自分はクノンの家族ではあるが、きっと仲の良さではミリカに負けているのだろうな、とイクシオは思った。許嫁いいなずけ同士なので良いことなのだろう、とも。

　こうして、クノンは初めてヒューグリア王国貴族学校に登校したのだった。




　声も気配もたくさん、である。

　ここ王都にあるグリオン家のタウンハウスと、グリオン家領地の屋敷。

　基本的にクノンの行動範囲はこの二つだけだったので、周囲に数えきれないほど人がいる公の場に立つのは、ほぼ初めてのことである。

　──以前だったら尻しり込ごみしたんだろうな、と自分で思う。

「殿下。今だけ僕は女の子になってもいいですか？」

「ふふ……では私は男の子になりましょう。可愛いお嬢さん、お手を」

　エスコートを頼まれたミリカは、クノンの左手を取る。

「……」

　兄は「ほんと仲いいな」と思いながら、その様子を見守る。

　貴族学校だけに、許嫁の関係にある男女は少なくない。だが、その中でもクノンとミリカは特に仲が良さそうに見えた。お互い寄り添う姿が堂に入っているからだろうか。

「行きましょうか」

「お願いします。兄上、行きましょう」

「お、おう」

　ミリカに手を引かれ、クノンは歩き出す。

　その格好は夜会に出られる正装。

　その顔には革製の眼帯。

　右手には、凝った装飾の杖を。

　左手には、九番目ではあるが歴れつきとした姫君。

　そしてお供のように付き従う、グリオン侯爵家次期当主。

　そこらにいる生徒や従者の目を引かずにはいられないほど目立っていたクノンは、それら一切を気にせず、手を引かれるまま堂々と校門を潜くぐった。

　──迎えと道案内として待機していた教師が、唖あ然ぜんと見送るくらい、堂々と。




「お待ちください！　クノン・グリオンさん！」

　その教師──目の見えない侯爵家次男のお迎えという、面倒事の予感しかしない仕事を押し付けられた女性教師キャストは、今目の前を通りすぎた三人を追う。

　いくら学校では身分差は考慮しないとは言え、まだ勤めて二年で出身は男爵家であるキャストには、少々気が重い役割だった。

　しかも、聞いていた話と違う。

　来るのは少々気弱な子だ、という話だったはずなのに。

　該当する子は、まるで王子様のような堂々たる姿で、思わず見送ってしまった。

　あれが本当に件くだんのクノン・グリオンなのか、本当に目が見えない子なのか、と疑ってしまうほどに。

　それほどまでに予想外な堂々っぷりだった。

「はい？」

　クノンと、ミリカとイクシオも振り返る。

　格好も杖もまだいいが、目を覆う眼帯はなかなかの代物である。

　本当に見えないのだ、という証拠だから。

「あなたの迎えとして来たキャストです。この学校の教師です」

「あ、そうですか。初めましてキャスト先生、クノン・グリオンです。今は女の子なのでカーテシーを」

「え？　……え？」

　見えないスカートを広げ左足を引く彼の動きは、まさにカーテシーである。女性の挨拶そのものだ。

「……え？　女の子、なの？」

　通達ミスだろうか。

　男の子だという話だったはずだが。男の子の正装をしているが、実は女の子なのだろうか。

「生物学上は男。性格も男。でも今だけ美少女なんです」

　なんなんだそれは。しかも美を付けた理由はなんだ。……可愛くないとは言わないが。

　そう言われても意味がわからないキャストだが、イクシオが「そういう遊びのようです。気にしないでください」と囁ささやくのを聞いて、強引にそう納得することにした。

　クノンがあまりにも堂々としているせいで、冗談なのか本気なのか、本当に判断できないのだ。

　きっと、真剣に考え真ま面じ目めに相手したらダメなタイプの人種なのだろう。

　それが早々にわかっただけでも収穫である。

「ミリカさん、ここから先は私が彼を連れて行きます」

「あ、はい。わかりました」

　ミリカは授業、クノンは試験である。向かう先が違うのだ。

「ではクノン君、お昼は一緒に食べましょうね」

「はい殿下。兄上も」

「ああ。また昼にな」

　ミリカとイクシオは校舎へ、クノンはキャストに連れられて特別教室へと案内された。




　特別教室は、教師と生徒が一対一で向き合う狭い部屋である。

「概要は聞いているかしら？」

　教壇に立つキャストが問うと、席に着いたクノンは「はい」と返事をする。

「五回の昇級試験を通れば卒業だと聞いています」

「その通りです。基本的に、この学校では三年から五年で卒業する生徒が多いです。昇級試験は、半年から一年掛けて学んだことを確認するためのものです。

　ちゃんと授業を聞いていればそんなに難しくはないですが、昇級試験に落ちたらその後一ヵ月は試験を受けることができません。

　ここまではいいですか？」

　はい、とクノンは頷うなずく。

「要は試験に通れば続けて昇級試験を受けることができる、通らなかったら一ヵ月待たないと試験を受けられない、という話ですね？」

「はい、そうです。本来なら一つ通っても何日か空けないと次を受けることはできませんが、クノンさんの場合は特別措置で一日ごとに受けることができます。

　元々学校に通う必要はないとのことなので、クノンさんのお父様と国王陛下とで話し合いが行われ、そういう形でまとまったそうです」

　こういう特別措置は珍しくないので、学校側も慣れたものだ。

「先生」

「はい」

「僕の父親と国王陛下、マブダチなんだそうです。癒着関係です。学校側に圧を掛けてごめんなさい」

「……はい、そうですか。先生今のは聞かなかったことにしますね」

　癒着だって慣れたものである。貴族なんて家同士の繋つながりあってのもの、癒着があって当然。それが上流社会なのである。

　まあ、それでも大っぴらには言えないが。いわゆる暗黙の了解というやつだ。

「何か質問はありますか？　今日の試験は私が付きっきりで見ていますので、その都度なんでも言っていただいて構いませんが」

「先生」

「はい」

「父と陛下が癒着して──」

「何もないようなので早速試験を始めましょうか。あと先生を政治的な危険に巻き込むのは絶対にやめてくださいね」

「はい。よろしくお願いします」




　キャストは頭を抱えていた。

　午前中いっぱい掛けて、クノンは無事試験を終えた。

　目が見えないとは聞いていたので、それでどう試験を受けるのか、とは思っていたが。

「それでも大丈夫」と言われた意味はすぐわかった。いや原理はわからないが。

　クノンは、本当に見えていないのかというくらい、すらすら筆記試験を解いていた。

　そしてついさっき、迎えにきたミリカとイクシオとともに、食堂へ行くと出て行ったところだ。

　本日の彼の試験は終わりである。

　次の試験はまた明日。

　順調に試験を通れば、あと四日で卒業となる。

　試験に通れば、だが。

「……なんか納得いかない……」

　採点は別の人がやるので、キャストは軽く答案に目を通しただけだが……。

　見る限り、全すべて正解である。

　試験中はずっと変なことを言い続けていた。態度はともかく発言は不真面目にしか思えなかったクノンの答案が、これなのだ。

　信じられないくらいに正解ばかりだ。文字も綺き麗れいだ。自分のくせのある字が恥ずかしいほどである。

　納得がいかないくらいに、完かん璧ぺきな答案だった。




　　　　◆




「──ライルお兄様……」

　クノンは目が見えない。

　だからこそ、周囲の変化にはそれなりに敏感である。

　今日で三日目となる、貴族学校での生活。

　試験は簡単だし、これまでにない環境が新鮮で、それなりに楽しかった。これなら普通に通ってもよかったかも、と思わなくもないほどに。

　だが、人が多いということは、それぞれいろんな思想や思考を持つ者がいる、ということだ。

　──概おおむね平和だったのに台無しにされそうだな、とクノンは思った。

　食堂へやってきたクノン、ミリカ、イクシオの前に、六人ほどの生徒が立ちふさがっている。

　賑にぎやかだった昼食の場が、ここだけしんと静まり返る。和やかだった周囲の気配が消え失せ、緊張感が高まっていた。

　そして、ミリカの「お兄様」という声。どうも彼女に因縁のある相手が絡んできたようだ。

「ミリカ。そいつがおまえの婚約者か？」

　声を掛けてきたのは、大柄な子供である。

　声に威圧感がある。態度も高圧的で、傲ごう慢まんさが窺うかがえる。

　──何者であれ、ミリカが気に入らないなら、クノンも気に入らない相手という認識で問題ないだろう。

「ライル殿下、何か御用でしょうか？」

　兄イクシオが庇かばうようにクノンの前に出る。

　兄が出なかったらこっちから行ってやろうと思っていたクノンは、仕方なくこの場は任せて様子を見ることにした。

「なんだグリオン家令息。俺は発言の許可を出していない。不敬だぞ」

「学校では身分は関係ないはずです──ん……？」

「え……？」

　いや、様子を見ることなんてなかった。

　クノンは空腹だし、学校で過ごす時間は限られている。ここでミリカ、イクシオと過ごせる時間はとても貴重であることを知っているから。

　誰だれであろうと邪魔されるのは嫌だった。

　ましてやミリカとイクシオが緊張するような相手だ。ろくなものじゃないだろう。

　──不可視の状態にまで細かく砕いた「水球ア・オリ」を操作し、声を掛けてきた大柄な子供のズボンの一ヵ所に集める。

　次第にそこが濡ぬれてゆき、ズボンに染み込み、シミができる。

「──あ？　……おっ!?」

　真っ先に気づいたのはイクシオ。次に気づいたのはミリカ。

　そんな二人の反応で、本人も気づいたようだ。

　だからクノンはしれっと言った。

「あれー？　この人おもらししてるー」

　ざわ、と。

　関わり合いになりたくないとばかりに遠巻きにしていた周囲が、耳を疑いざわめく。

「ちっ違う！　違うぞこれは！　お、俺は漏らしてなんていない！」

　本人がズボンの一ヵ所を両手で隠して、激しく動揺する。

　──あ、クノンがなんかやったな、と理解したのはミリカとイクシオだけである。

「おいクノン……」

「クノン君……」

　邪魔者は去った。

　相手は、もはや今ここでどう騒いでもどうにもならないと判断したらしく、大慌てで全員撤退していった。

　イクシオとミリカは、やった張本人を振り返るが。

「兄上何食べる？　僕はね、ハンバーグ！」

「いやいやクノン。おいクノン。おまえ、やっただろ」

「ミリカ殿下は何食べます？　僕はね、ハンバーグ！」

「……そうですね。クノン君ですからね。もう今更ごちゃごちゃ言っても仕方ないですね」

　ミリカの諦あきらめの窺える発言に、「ミリカ殿下もそういう認識なのか」とイクシオは驚いた。

　案外似た者同士なのかと思っていたが、クノンの方がもっとアレらしい。どうやら弟の変へん貌ぼうを軽く見積もっていたようだ。

　想像よりもっともっと、はるかに明るく強くなっているらしい。

　明るく強くなっている、という認識でいいのかどうかも、最も早はやよくわからなくなってきたが。




「それで、さっきのは誰だったんですか？」

　いつもの和やかな空気が満ちた食堂で、三人は空いたテーブルに着く。

　心変わりしたクノンはサンドイッチを注文した。ハンバーグはパンに挟んでもらった形である。

　色を認識できるクノンはテーブルマナーもちゃんと覚えたし、今ではスープだろうがサラダだろうが問題なく食べられる。

　が、それでもやはりサンドイッチが一番楽に食べられる。食事くらい気を遣わず気楽に取りたいのだ。

「私の兄です。一つ年上の第六王子、ライル・ヒューグリアですね」

　ミリカはそう答えた。

　腹違いなのであまり兄妹きようだいという認識はないが、しかし、間違いなく父親が同じ兄妹である。

　──ヒューグリア王国の国王は、代々多く子供を作る。

　どんな理由でかは定かではないが、一般的には、王族には貴重な魔術師が誕生する確率が高いと言われているからだ。

　まあそれに関しては、グリオン家にもかなり薄いが王族の血が流れているので、信しん憑ぴよう性せいは低くないのだろう。

　しかし子供が多いだけに、下の方まではあまり構われることがない。

　王位継承権第三位くらいまでは大事にされるが、それ以下の魔術師じゃない子供は、割と普通の貴族の子、程度の扱いである。

　ミリカやライルには、学校では護衛も付けられないし、華やかに思われがちな王城生活も案外質素である。お小遣いも常識の範囲内だ。

「え、本当に殿下のお兄さんなんですか？　僕に対するイクシオ兄上のような？」

「はい。母は違いますが、正式な兄になります」

「嘘うそでしょう？」

「本当です。何か引っかかりますか？」

「だって妹を大事にしない兄なんて、いないでしょう」

「……そうだといいんですけどね」

「……え？　本当に？　兄上、殿下の言っていることは本当なの？」

「本当だ」

　弟のやらかしに少し食欲がなくなったイクシオは、軽めにビーフシチュー大盛りとサラダとパンだ。

　バレたら大変なことになるだろうな、せめて卒業まではバレないでくれよ、と願ってやまない。

「本当なんだ……そうか、悪いことをしたなぁ。ミリカ殿下のお兄さんなら、僕のお兄さんでもあるのに」

　確かに理屈ではそうなる。

　そしてイクシオは、弟に他者を想おもうまともな感情と気遣いがまだ残っていたことに安あん堵どする。

　もはや変人であるという認識は否めないが、真っ当な人間らしい感情が残っているだけでも、救いがある。

「そうかぁ……それで、義に兄いさんはなぜその凶暴性と暴力性を隠そうともせず、僕らの前に野性的に立ちふさがったんでしょう？」

「魔物に遭遇したみたいな言い方はやめろよ……」というイクシオの声は無視された。

「私の立場が上がったからでしょうね。牽けん制せいに来たのでしょう」

「殿下の立場？　牽制？」

「ええ。許嫁いいなずけが『英雄の傷跡』を持ち、しかも魔術師。おかげで私の王族としての立場が急上昇しています。

　それだけならまだよかったんでしょうけれど……クノン君、こうやって表舞台に出てきたでしょう？

　こうなると今後の社交界でも、私たちの立場は強くなりますから……ライルお兄様は、私が自分より立場が上になることが嫌なんでしょう」

　最底辺の王子・王女の立場が多少上がったところでなんの意味もないのに、とミリカは話を締めた。

「なんかややこしいんですね」

「そうですね。でも本当に気にする必要はないですよ。王太子……継承権第一位と第二位くらい近ければ、色々と因縁もあるんでしょうけどね。でも私もライルお兄様も、王族としての価値は大したものじゃないですから」

　王侯貴族や社交界については、クノンはまったくわからない。関わるつもりがなかったからだ。

　家庭教師からも、最低限の知識しか教えられていない。

　こうして学校に来ることになったのは、そうしないとその社交界では弱味になる、と父親から説得されたためだ。

　きっとクノンにはわからない様々な要素が絡み合っているのだろう。

　だが、とりあえずだ。

「義兄さんに謝りに行きたいなぁ」

「「やめなさい」」

　クノンの願いは、ミリカとイクシオに即答で却下された。

　──もう会わせない方がいい。

　打ち合わせもなく二人は同じ結論に達していた。

　また会わせて、クノンが何をしでかすかわからない。それが本当に恐ろしい。

「え？　どうして？」

　わからないのは本人ばかりである。




　　　　◆




　クノンは順調に昇級試験をパスした。

　そして、いよいよ五日目の卒業試験を迎える。

　今日だけは、ミリカとイクシオと一緒に、試験を受けることができる。

　この三人で、同じ学校の同じ教室で同じ時間を過ごすのは、きっと最初で最後になるだろう。

「いや、三人じゃないぞ。二十人くらいが同時に試験を受けるんだ」

「そうなんだ。あ、そうか。先生より生徒の方が多いからまとめてやるんだね。僕みたいに一人ずつ試験なんてしてたら効率悪いもんね」

「そうだな」

　こうしてイクシオと一緒に馬車に乗るのも、とりあえず今日が最後になる。次があるかどうかは試験次第である。

「ということは、もうキャスト先生に試験を見てもらうこともないのか。ようやく打ち解けてきたんだけどなぁ」

　──ちなみにキャストは、ほかの教師と日替わりで、クノンの試験を見ると思っていた。

　だが、結局四日間全て、彼女がクノンの面倒を見ることになった。最初から最後まで、面倒事を押し付けられた形である。

　身分差を持ち込まないはずの貴族学校とは言え、やはり身分差による扱いの差は存在したわけだ。

「打ち解けた？」

「うん。いろんな話をしたよ。

　キャスト先生は特待生として上級貴族学校を卒業して、今の教職に就いたんだって。

　なんか好きな男性が教員になりたいと言っていたらしくてね、追いかける形で目指したんだって。

　で、肝心のその彼は試験に落ちて泣きながら実家に帰って、自分だけ受かって就職してなんだかんだで今二年目なんだってさ」

「……そうか」

　思った以上に打ち解けていた。というか先生は子供相手になんの話をしているんだ。

「恋人募集中だってさ。兄上、チャンスだよ？　今なら口説けるかもよ？」

「……そうだな。気が向いたらな」

　そんな話をしながら、グリオン家の兄弟は馬車に揺られていく。

「おはようございます、クノン君。イクシオ様」

　今日も校門の前で待っていたミリカと合流し、今日こそ同じ試験場へと向かう。




　イクシオから聞いていた通り、試験場として用意された教室には、二十人くらいの生徒が集まった。

「ミリカ様、そろそろ婚約者を紹介してください」

「イクシオ、弟紹介しろよ」

　どうやらミリカ、イクシオの知り合いも一緒に試験を受けるようで、クノンは七人の知らない男女に囲まれている。

「僕はクノン・グリオン。イクシオ・グリオンの弟です」

　クノンは自己紹介をした。

　そして言った。

「正直ほっとしたよ。ミリカ殿下も兄上も誰だれも紹介してくれないし、もしかしたら二人して友達も知り合いもいないのかと思っていたから」

「おまえ失礼だな！　俺はまだいいけど殿下に失礼だぞ！」

「そうですよ！　さすがに失礼ですよ！　クノン君と過ごすからしばらく放っておくように頼んだんですからね！」

　二人は憤慨したが、クノンはそれでも嬉うれしかった。

「お気遣いありがとうございます。でも心配していたのは本当なんです。さすがの僕でも『友達いないの？』とか『知り合いいないの？』とか『学校ではいつも一人なの？』とか言えないですし。こんなこと軽いノリで聞けないですよ……」

　クノンは目頭を押さえた。眼帯の上から。

「よかった……殿下に友達がいて本当によかったです。兄上が一人ぼっちじゃなくてよかった……」

「クノン君……」

「友達なんていなくても平気だよって、僕自身のことを語って慰める必要がなくて、本当によかった」

　暗に友達がいないと言うと、ミリカとイクシオの友人たちの心が揺れた。

　ぐっと胸に来るものがあった。

　クノンは生まれた時から目が見えないせいで、ほとんど家から出ることなく、学校にも満足に通えなかった孤独な少年だ。そう聞いていたから。

　自分たちが今あたりまえに囲まれている友達が、クノンにはずっと存在しなかったのだ。

　そう考えると──

「ほんとは全然気にしてないでしょ？」

　ミリカが真顔でえぐりこむような言葉を放ち、クノンはしれっと「はい」と頷うなずいた。

「人間なんて案外一人でも平気ですからね。アハハ」

「クノン君ならそう言うと思いましたよ。ウフフ」

　友人たちはなんとも言えない顔になった。

　ただ、ミリカとクノンが思ったより仲が良さそうだし楽しそうなので、まあこれはこれでいいのだろうと考えることにした。




「おい！　ミリカ！」

　微妙な顔の友人たちに囲まれてクノンとミリカの二人だけが笑っているという少々状況が見えないその場に、無遠慮に割り込む者があった。

「あ、ライルお兄様」

　先日食堂で会った、ミリカの兄ライルである。どうやら彼も、今日ここで卒業試験を一緒に受けるようだ。

　クノンの周辺どころか、教室中に緊張感が走る。

　──ライルはあまり評判がよくなかった。

　率直に言えば嫌われているのだ。乱暴だし態度も大きいし王族という強力強大な後ろ盾もあるし、教師の言うことも聞かない。

　いろんな意味で厄介な問題児だと認識されている。

　同じような悪ガキを集めて徒党を組み、子供でも許されないそこそこ悪いことをしている、という噂うわさもある。

　とかく近寄りたくない人物だ、が。

「義兄さん！」

　クノンは割り込んできたライルに駆け寄ると、彼の手を取った。

「初めまして義兄さん！　僕はミリカ殿下の婚約者のクノン・グリオンです！　いやあ挨あい拶さつできてよかった！　先日はなんだかんだで挨拶できませんでしたからね！」

「な、な、な、なんだおまえ！　なんだおまえ！」

　ライルは振りほどこうとするが、クノンはライルの手を放さない。十歳に満たない弱々しい子供なのに、思いのほか力が強い。

「やだなぁあなたの義弟じゃないですか！　おっ、凛り々りしい声！　きっと顔も凛々しいんだろうなぁ！　僕の目が見えたら穴が開くほどその凛々しい顔を見つめてるんだけどなぁあっはっはっ！　はっはっはっ！」

「お、お……おいミリカ！　こいつなんだ!?　なんだこいつ!?」

　ライルは困惑している。

　理由はどうあれ、初対面でここまで好意的に接されたことがないから、初めての反応に困惑している。

「ふ、ふふ、ふふふふ……」

「くくく……」

「──なんだよ！　おまえたち何を笑っている!?」

　いつもの傍若無人な悪童っぷりが鳴りを潜め、顔を真まっ赤かにして照れて困って、それでもクノンを強く拒否できないライルの姿が、妙に可愛かわいく見える。

　それこそ、年相応の十二歳に見えるからだ。

　いろんな意味で、クノンはやはり強い。

　その後は問題もなく卒業試験を受け、クノン、ミリカ、イクシオ、ついでにライルやミリカとイクシオの友人たちも無事に試験を通過。

　たった五日のクノンの貴族学校生活は、つつがなく終わったのだった。




　　　　◆




　今日は魔術の授業の日である。

「クノン様、卒業おめでとうございます」

「ありがとうございます、ジェニエ先生」

　二年以上の付き合いになる家庭教師ジェニエが、グリオン家にやってきた。

　離れの庭先で顔を合わせ、今日も魔術の授業が始まる。

　──つい先日、クノンは無事貴族学校を卒業することができた。これで最低限の貴族の義務を果たしたことになる。

　クノンは将来的なことは何も考えていないが、少なくとも、社交界に出たとして学校の件が負い目になることはないだろう。

　今日も一通りの実技訓練が終わったところで、ジェニエは言った。

「いい機会なので、そろそろ真実を話したいと思います」

「真実？」

　クノンはジェニエを見た。

　見えないのだから顔を向けたところで意味はないが、振り向かずにはいられなかった。

　真実。

　身構えるに相応ふさわしいフレーズだ。

「心の準備はできていますか？　私は今からちょっと衝撃の事実を話しますよ？」

「そんな、急にそんなことを言われても……もしかしてジェニエ先生は夜空の女神で、そろそろ神の世界に帰らないといけないとか、そういう真実ですか……？」

「個人的には大好きな真実ですけど、違います。──もう私がクノン様に教えられることはない、という真実です」

「えっ」

　本当に衝撃の事実だった。

「これまで何度か、この仕事を辞める話はしたかと思います。

　もう下手へたに誤ご魔ま化かしません。正直に言います。とっくの昔から、私がクノン様に教えられることはないのです」

　これまでは、ちっぽけなプライドを守るために、ここまで赤裸々に語ることはなかった。

　だが、もうジェニエは決めたのだ。

「以前お話ししましたが、クノン様のお父様より、攻撃性の高い魔術を教えることは禁じられています。それを踏まえて、教えられる範囲は全部教えました。

　今ではクノン様の方が私よりよっぽど上手うまく魔力を使っています。今の熟練度なら、恐らく新しい魔術を学んでも、すぐに私なんて追い抜くでしょう」

「そんなことないですよ！　先生が教えることなくて手を変え品を変え僕を騙だまそうとしてる魔術の小細工とか大好きだったのに！」

「あ、私が必死だったっていうことには気づいていたんですね。話が早くて助かります」

　いわゆる引き延ばしというやつだ。

　教えることがないので、なんだかんだと理由をつけてはやることを無理やり捻ねん出しゆつし、課題として出していた。

　そのことにクノンも気づいていたようだ。

　気づいたのであれば、なぜ素直に受け入れていたのか。理由はわからないが。

「先生の苦し紛れの小細工で僕の魔術の幅は確実に広がった！　僕に生きる目標と魔術の深しん淵えんを教えてくれたのは先生の小細工なんです！」

「本当にそう思っているなら小細工小細工言わないでね。私はその小細工でも必死でした。ちょっと傷つきます。……でも、正直に言うと、この二年の間で本当にごまかすのが苦しい場面が何度も何度もあったと、自分でも思っています」

「そんなことないですよ！」

「あるんですよ！　本人が言ってるんですからあるんですよ！　クノン様に私の何がわかるんですか！　……いやわかってはいるのか！　ややこしい……！」

　そう、クノンはわかっていた。

　ジェニエの授業引き延ばしで給料貰もらおう作戦を見抜いていた。

「給料ですか!?　給料が足りないのが理由ですか!?」

「違います！　むしろ逆！　高い給料もらってるのに仕事がないのが居た堪たまれないんです！」

「僕、父上に給料のアップを頼みますから！　だから辞めるなんて言わないで！」

「だから給料が高すぎるのが問題なんですよ！」




　クノンは優秀だった。

　そしてジェニエは魔術師界かい隈わいでは平凡だった。

　教えられることなどあっという間に教え終わっていたし、何なら教えた範囲に限れば、教え子はもうジェニエの先を歩いているくらいだ。

　きっと今ではクノンからジェニエが教わることの方が多いだろうと思う。

　ジェニエは平凡な魔術師だ。だが魔術師としてのプライドがないわけではない。なけなしではあるが、ちゃんとある。

　そのプライドが、これ以上クノンの教師をするのは無理だ、と言っている。

　……というか、何度も辞める辞めないの話はしていて、その都度クノンに説得されて、だらだら続けてきたのだ。

　滅多にない好条件の職場だった。悪あがきでもクノンに教えることを放棄したくなかったし、クノンの成長も見守りたかったし、給料が良かったし。楽な仕事でもあったし。休日も多いし。グリオン家で出されるおやつも美味おいしいし。貴族のお客様としてちょっとした上流階級気分も味わえるし。

　いろんな意味で離れがたい職場だったのだ。

　だが、さすがにもう限界だ。

「クノン様！」

　ジェニエはクノンの両肩を掴つかむ。

「あなたは私なんかより、もっともっと優秀な魔術師を師に迎えるべきです！　私ではあなたをこれ以上伸ばせません！　導けません！　……というかこれでも限界以上に伸ばしたと思っています！　自画自賛ですみませんが私はよくやった方です！」

　ジェニエが葛かつ藤とうを繰り返してきた心苦しさの一番の理由は、これだ。

　自分ではもうクノンの才を伸ばせないのだ。

　クノンが優秀だったせいで、ジェニエの教え以上に伸びてはくれたが、それもそろそろ天井が見えてきた。

　ここから先の世界は、ジェニエよりできる魔術師に託したい。クノンのためにも。

　ジェニエの存在が、クノンの成長の妨げになっているのだ。なけなしの魔術師のプライドに掛けて、そんな状況は受け入れられない。

　クノンを手放す時が来たのだ。

　より高く、より広い世界に羽ばたかせるために。

　本当は、結構前にその時が来ていた。

　だってクノンが止めるから。

　ここ半年くらいは、本当にずるずるだらだら過ごしてしまった。

「正確に言うと、もう一年以上前から教えられることはありませんでした。騙し騙しで授業はやっていましたが、さすがにもう限界だと思っています。クノン様もそう思うでしょう？」

「騙してよ！」

「え？」

「もっと僕を騙してよ！　もっと華麗に騙してよ！　僕はジェニエ先生がいいって言ってるんだ！　これまでのように騙し騙しで騙してよ！」

「……」

　ジェニエはクノンから離れた──なんだか年下の男の子に迫られているような、妙な気分になってきたのもあるが。

「……だから、もう限界なんですよ」

　自分の周りを見れば、水で作ったいろんな動物が佇たたずんでいる。

　数は五十以上。見上げるほど大きいものもいれば、爪くらいの小さな生物もいる。

　生物たちをかたどった水の塊だ。

　どれもこれも陽光に反射して透き通る姿は、芸術品のように美しい。

　──ひたすら磨いてきたクノンの「水球ア・オリ」である。

　こんなの、もはや初歩の水の魔術などではない。

　精巧で、ジェニエでは一体だって作れないほどの出来なのだ。

　天才魔術師が年月を掛けて独自の魔術を編み出しました、という触れ込みで国王陛下に披露するような……そんな魔術に仕上がっている。

　ジェニエが、やれ「形を変えろ」だの「触感を変えろ」だのと小細工で誤魔化してきた結果が、これである。

　最初こそ「魔術に失敗は付き物！　がんばれ！」みたいなことを言っていたが、すぐに「そんなにがんばらなくていいんだよ？」と言い換えることになった。

　クノンは前者を気に入ったようで、失敗すると時々そう言って自分を鼓舞していた。ジェニエとしては後者を選んでほしかった。

「……本当に、もう限界なんですよ」

　こんな魔術を教えた覚えなんて、本当にないのだ。

　もし誰かが「これを教えてくれ」と言い出したとしても、ジェニエには教えられない。

　もうクノンはとっくに、ジェニエの手を大きく離れているのだ。

「嫌だ！　先生の小細工が好きだ！」

「ほんとに好きなら小細工って言うな！　二度と言うな！」

　──そんな捨すて台詞ぜりふを最後に、恩師ジェニエはグリオン家を去ったのだった。




「……教え子に負けてられないしね」

　グリオン家の門を潜り外へ出たジェニエは、颯さつ爽そうと歩き出した。

　──過去、魔術学校で本物の天才たちを見たジェニエは、そこで魔術に懸ける想おもいがくじけた。

　自分にはそこまでの才はない。

　魔術師として覚かく醒せいしただけでも立派なのだし、だったら魔術師として登り詰めるのは天才たちに任せればいいと諦あきらめた。

　だが、初めての教え子であるクノンの成長を見ていて、くじけた想いが奮い立った。

　自分でも苦しいと思う子こ供ども騙だましの小細工でも、それを組み込んで、どんどん多様性を取り込んで成長してきたクノンは、紛れもなく天才だと思う。

　それと同時に、必死で努力している姿も見ていた。

　魔術に失敗は付き物。

　そう言って何度も何度も挑戦し、一つずつ壁を越えてきたのだ。

　魔術学校でジェニエが見た天才たちも、きっと、こうして努力を重ねていたのだろう。
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　教えられてパッとできたのではなく、何度も何度も試行錯誤してきたのだろう。

　今更ながらそれに気づいた時、ジェニエは自分に問う。

　あの頃ころ、自分は必死で努力していただろうか、と。

　──まだ諦めるには早い。

　小細工が得意？

　結構じゃないか。

　小細工だって突き詰めればとんでもない形になることは、クノンが教えてくれた。

「魔術に失敗は付き物、か。……まだ間に合うかな」




　──後に歴史に名を遺のこす魔術師ジェニエ・コースは、この時より、生涯を懸けて魔術の深淵に挑むことを決意したという。








第四話　次はどうする









「行っちゃいましたねぇ」

「そうだね」

　辞めそうだなぁ、と思っていた家庭教師ジェニエが、本当に辞めてしまった。

　クノンとしては悲しいばかりだが、何度も前兆があっただけに、覚悟はできていた。

　いつかこんな日が来るかもしれない、と。

「仕方なかったかもしれませんね」

　さすがに、グリオン家に関わる辞める辞めないの大事な話なので、普段は無遠慮な侍女も何も言わなかった。

　何も言わず、プライドを捨てて真実を語るジェニエと、それを引き留めるクノンの様子を、見守るばかりだった。

　そうしてジェニエは去り、離れの庭にはクノンと侍女、そしてクノンが魔術で出した数々の水の動物が佇むだけとなった。

「元々ジェニエ様は、魔術師として覚醒したばかりのクノン様には丁度いい魔術師だった、と聞いています。魔術学校の成績では、中くらいの方だったとか」

「らしいね」

　つまり、魔術師としては平々凡々とした実力しかなかったということだ。

　初心者になら教えられるが、それ以上の相手に教えるとなると、厳しかったのだろう。

　クノンの魔術が成長するにつれ、無理しているっぽい言動が多くなっていった。

「でも、僕はそれでもジェニエ先生が良かったけどね」

「あれって本心だったんですか？　ジェニエ様の小細工が好き、って」

「本心だよ。間違いなく僕の本心だ」

　クノンは、見えない目で周囲の水の動物たちを見回す。

「そもそもね、無理やりでも課題を捻ねん出しゆつできる小細工を一年以上も続けられるなら、それはもう実力だと思うよ。

　普通に教わることなら本でも学べそうだし、他の教師でもできるからね。でもあの無茶な授業のやり方はジェニエ先生にしかできないんじゃないかな。

　僕には向いていたと思う。本当に本心だよ。あれは発想力っていう一種の才能だと思うよ」

　一年以上、ああでもないこうでもないと、ジェニエの小細工を踏襲して魔術に触れてきた。きっとできなくてもいいことまでやってきたのだと思う。

　おかげで、異様なまでに器用なことができるようになった。

　普通のやり方では、クノンの望みはきっと叶かなえられない。

　だからこそ、普通はやらないのであろう変わったことをやり続けたこの二年は、とても貴重な時間だったのだと思う。

　無駄だなんて少しも思わない。

　ただ──

「でも小細工って褒め言葉にならないんだね。引き留めたくて焦って何度も言っちゃった。僕はそこがジェニエ先生の一番すごいところだと思っていたんだけど」

「まあ、聞こえはあまりよくないかと。今後はお控えください」

　最後の捨て台詞では完全に怒っていた。

　怒らせるつもりはなかったのに。

「何にしても寂しくなるなぁ。惜しい人をなくした」

「その言い方だと死んだみたいですね」

　気心の知れた人がいなくなる。それがただただ寂しい。

「そういえばイコ、フラーラ先生も辞めるんだよね？」

「辞めるというか、もう辞めていますよ」

「え？　挨あい拶さつしてないのに？」

「近い内に旦だん那な様から聞くと思いますけど、あえて私が先に言いますね。

　フラーラ様は、クノン様に会って別れを告げると泣きそうだからと、旦那様に話を通したそうですよ」

　フラーラ・ガーデン男爵夫人は、貴族学校で学ぶことを教えてくれていた家庭教師だ。

　しかし先日、クノンは貴族学校の昇級試験を受けて卒業してしまったので、もう座学は必要なくなった。

　才女である彼女は、上級貴族学校の授業もできるそうだが、グリオン家を継がないクノンにはそっちの授業は必要ない。

「そうかぁ。これまでのお礼の手紙でも出そうかな」

「喜ぶと思いますよ。ついでにガーデン男爵家に十八歳から二十五歳くらいの高給取りで背が高くて見目のいい男の使用人がいないか聞いてみてくれませんか？」

「イコの結婚相手？」

「はい」

「僕を捨てて男爵家の使用人に嫁ぐの？」

「クノン様と別れるのはつらいですけどね。でも結婚はしたいんです。それにクノン様はもう一人でもやっていけるじゃないですか」

「やっていけないよ。ジェニエ先生もフラーラ先生も辞めて、この上イコまでいなくなったら耐えられないよ。知ってる？　ウサギって寂しいと死ぬっていう迷信があるんだって」

「迷信なら大丈夫ですね」

「そうだね。僕がウサギだったら寂しくても迷信で死なないのになぁ。でも僕は僕だから寂しいと死ぬんだよなぁ」

「アッハハー面白い冗談！　そろそろお茶にしましょう」

「うん」

「手紙に書いてくださいね、私の未来の旦那様のこと」

「それはやだ」




　　　　◆




　ジェニエではないが、確かに契機ではあったのかもしれない。

　貴族学校卒業の証あかしを手にしたことで、クノンの生活に一区切りついた気がする。

　家庭教師はいなくなり、クノンの日常も少しばかり様変わりすることになるのだろう。

　座学と魔術の授業は、ほぼ毎日午前中を使っていたので、今後はその予定が丸々空くことになる。

　これ幸いと、空いた時間は全て調べ物や本に没頭したいクノンだが……さっき聞いたジェニエの言葉も気になっていた。

　──もっと優秀な魔術師を師に迎えろ。

　時間は有限だ。

　本を読むにしろ調べ物をするにしろ、それらは一人の時にいくらでもできる。だが、師を迎えての訓練はいつでもできるわけではない。

　クノンにとっての最高の魔術師はジェニエだ。

　だが、決して他の魔術師に興味がないわけではない。

　未知なる刺激。これまで触れることのなかった方面の知識。九歳のクノンには圧倒的に足りない経験。

　家庭教師たちと仲良くなることで、授業とは関係ないいろんなことを教えてもらったが、それらも無駄ではなかったとクノンは思う。

　きっと、一人で黙々とやっているだけでは、クノンの野望には近づけない。知識も経験も魔術の腕も、まだまだ全部足りないのだから。

　──新しい魔術の師は、クノンが野望に近づくために、必要な存在なのかもしれない。

「新しい魔術の先生って必要かな？　イコはどう思う？」

　本を読む手を止めて、同じ部屋で待機している侍女に問うと。

「王宮魔術師のゼオンリー・フィンロール様がすっっっごい美び貌ぼうの男性だって有名ですよ！　ゼオンリー様を師として迎えるよう旦那様に今すぐ話を通しましょう！　今すぐ！　さあ今すぐ！」

　なかなか熱の入った返事が早口で返ってきた。

「ゼオンリー様かぁ。でも僕は女性の先生がいいなぁ」

「贅ぜい沢たく言わない。王宮魔術師ですよ」

「女性の王宮魔術師もいるんじゃないかな」

「ミリカ王女殿下に言いつけますよ。クノン様はすっごい下心ありきで女性の魔術師を選んだって」

「それは困る。でもおばあさんの魔術師もいそうだよ？」

「老いても女！　老いても女でしょ！　私はクノン様を、年齢で女性の扱いを変えるようなゲスに育てた覚えはありませんよ！　それは紳士じゃないです！」

「そ、そうだね……僕が間違っていたよ。そうだね、おばあさんでも女性だからね。男と女なんて何があるかわからないよね」

　九歳男児と老女の間に何があるというのかは謎だが、クノンは深く納得した。

「とりあえず、新しい魔術師の件は父上に相談してみよう」

　別れがあれば出会いもある。

　クノンの学校卒業を機会に、家庭教師たちがグリオン家を去っていった。

　だがそれは、新たな出会いの機会でもあるのだろう。




「新しい魔術の教師か」

　その日の夜、クノンは父親に、新しい魔術の教師について相談してみた。

　たまにはいいだろうと、本館で家族と夕食を取るついでに、今日も王城勤めから帰宅しテーブルに着く父アーソンに話してみる。

　別に隠すようなことでもないので、食事の席で話しても問題ない。

「ジェニエ先生は辞めたのか。近々職を辞するという話は聞いていたんだが」

「はい、今日辞めました。僕としてはもっと一緒にいたかったんですが」

　クノンの引き留めで半年くらい辞められず、最終的には明かしたくなかった本音を吐露しての辞去である。

　さすがにもう引き留められないし、連れ戻そうとしても拒否するだろう。

「そうか。向こう方にも事情があるだろうから、仕方ないな」

　父親は、ジェニエが辞める理由も本人からちゃんと聞いている。

　もう自分レベルではクノンの才を伸ばせないから、と。

　それと侍女から、かなり苦し紛れの授業をしているからいっそクビにするのも優しさだと思う、とも報告を受けていた。

　それを知っているからこそ、次の魔術の教師が欲しいというクノンの願いも、来るべき時が来たとすんなり受け入れられる。

「それで、次は王宮魔術師のゼオンリー・フィンロール様がいいなぁって」

「待て、クノン」

　その注文はすんなり受け入れられなかった。

「あら。ゼオンリー様と言えば、美貌の魔術師と噂うわさの方ね？」

　母ティナリザが興味を示す。

「俺も名前は知ってるなぁ」

　兄イクシオもそんなことを言う。

「待ちなさい。王宮魔術師を招くのは無理だ」

　侯爵であり文官として王城に出入りしている父親は、難色を示した。

「え、無理なんですか？　国王陛下の覚えめでたく癒着関係にある父上でも？」

「無理だ──あとでイコに私の部屋に来るよう言っておきなさい」

　息子にいらないことを吹き込んだ、ここにいない侍女のお説教が決定したが、それはさておき。

「いいかね。王宮魔術師というのは、王城勤めの役職名でもあるんだ。軍部くらい制限された部署で、陛下及び直属の命令系統以外は何なん人ぴとも命じることはできない。……まあ、わかりやすく言うと、あまり自由がない人たちなんだ。

　王城からも滅多に出られないし、関係者以外との接触も厳しく制限されている。

　だからうちに招くどころか、会わせることさえ難しいよ。私だって望んでも会えないくらいだ。彼らは研究員で、権力だの身分だのの外側にいるんだ」

　王宮魔術師。

　それは国でもっとも優秀な魔術師たちである。

　彼らはその稀け有うな力で、国のために働いている。守秘義務を強いられる案件も多いので、外界との接触も許されない。だから噂だけが広まることが多い。

　話題に上った、美貌のゼオンリーのように。

「そうなんですか。じゃあこういうのはどうでしょう？」

「ん？」

「僕が父上に付き添って王城に遊びに行ってなんだかんだで王城で道に迷っていたところを偶然通りかかった王宮魔術師に助けられてなんだかんだで弟子入りするという作戦は？」

　クノンがしたり顔で語る。

　なぜそんなに穴だらけの作戦を自慢げに話せるのか。

「全部曖あい昧まいだな」

「曖昧？　きっと成功率九割はある緻ち密みつな作戦ですよ？」

　これほど真逆の認識があるだろうか。

　成功率は一割もないし、緻密さなど欠片かけらも存在しない、限りなく大雑把な内容なのに。

「緻密な作戦に『なんだかんだ』は使わない。二回も使わない」

「そんなぁ……完かん璧ぺきだと思ったのに……ねえ母上？」

「そうね。クノンは完璧だわ」

　母はクノンに甘い。

　こっそりお小遣いを融通するくらい甘い。

「あなた、どうにかならないの？　クノンがこれだけ言っているのよ？」

「……わかった。相談だけはしてみよう。だがあまり期待するなよ」

　そして、夫は妻に甘かった。




　夕食後、クノンは兄イクシオの部屋に呼ばれた。

「いててて……あぁ……やっぱこれだな」

　この前の貴族学校の一件で、長年のわだかまりが解けたのだ。今では、これまでの空白の時間を埋めるように、兄弟で過ごす時間が増えた。

　兄は裸で、ベッドにうつぶせになっている。

　そしてクノンは、兄の腕や脚や背中や……体温と比べて高い熱を発している箇所、要するに打ち身や筋肉痛のある場所に、「粘着質の冷たい水」を部分的に貼り付けている。

　打ち身に効く薬を塗り、それを「水」で閉じ込める。炎症を抑えるための水湿布である。

「今日はオウロ師匠が来たの？」

「いや、最近はこっちから師匠の道場に行ってるんだ。ほかの門下生と一緒になってやってるよ」

　ちなみにクノンにも教えている剣術の師オウロ・タウロは、クノンへの指導は無料の片手間でやっている。

　あくまでも、イクシオの剣術指導のついでにだ。

　基本的に素振りや型しか教えないので、ちゃんと報酬を貰もらう指導はしていないと本人は言っている。

　そう言う割にはかなり熱心にクノンの剣術を見ているのだが、それはクノン当人は知らないことである。他を知らないので比較できないのだ。

「楽しそうだね」

「楽しいぞ。でも上級貴族学校に通い出すと、剣術ばかりやってられなくなるんだよな」

　先日、貴族学校を卒業したイクシオは、次の春から上級貴族学校に通うことになる。

　それまでの間は自由にしていいと言われているので、最近は上級貴族学校への入学の準備もそこそこに、剣術訓練に夢中である。

「おまえはやっぱり魔術学校へ行くのか？」

「まだ決めてないんだ。魔術学校は他国にあるし、遠いしね。それにどうせ十二歳からしか入学できないし」

　クノンは九歳だ。行くにしても、まだ規定年齢に達していない。

　──でも、それまでに目をどうにかできたらいいな、とは思っている。

　十二歳までに視界を得る。

　もし得られないようなら、主軸を移すべきかもしれない。

　今は、視界を得ることを中心に努力している。だが、もし魔術学校入学までに得られないようなら……。

　その時は、魔術師としての大成を主軸にし、視界を得る目標は二の次にせざるを得なくなるかもしれない。

　クノンは、将来はグリオン家を出ることになる。

　降嫁してくるミリカと結婚し、小さいながらも領地と爵位をもらえることになっている。しかしそこでどんな生活を送るかは不明だ。

　もしもの時を考えて、なんとかお金を稼ぐ方法を確立しておく必要がある。

　クノンの嫁になるミリカに、生活の不自由だけはさせたくないから。

　野望と、現実と、将来と。

「目玉を作る」という目標も含めて、今まで自分のことだけ考えてきたクノンだが、最近少しずつ周りや将来のことも考えるようになってきた。

　まだ九歳だ。

　だがそれでも、少しずつ大人へと近づいているのだ。

「そもそも魔術学校の入学試験って難しいらしいんだよね。僕なんか試験を受けても落ちちゃうんじゃないかな」

「いやおまえは大丈夫だよ。絶対に大丈夫だ。保証する」

「そう？　魔術だってまだ二つしか使えないんだよ？」

「大丈夫だ。今すぐ試験を受けてもおまえは絶対に合格する。保証する」

「あはは。兄上って身内贔びい屓きなんだね」

「そんなんじゃない。おまえは大丈夫だと思うだけだ。本当に保証する」

　魔術師でもない兄の保証にどれほどの信しん憑ぴよう性せいがあるのか、という話だが。それでも彼は自信満々で「あたりまえのことを聞くな」と言わんばかりである。

　──魔術師ではないが、イクシオは少しだけ、魔術の……弟の持つ水の紋章にはどんなことができるのか、調べたことがあるのだ。

　その結果、クノンの使う魔術は、どれもこれも従来のものと違いすぎることを知った。

　だから大丈夫だと自信を持って言えるのだ。

　何しろ、水の魔術を医療に応用するだなんて、本職の水の魔術師でもできないのだから。

　──少し前に、ちょっとだけ深い切り傷を作ってしまったイクシオの腕には、もう傷跡さえ存在しない。

　クノンの「裂傷用粘着水」で傷口を引っ付けて固定して治したからだ。

　本当に、あっという間に治ってしまった。

　この応用力を知りながら、なぜ魔術学校の試験に落ちると思うだろう。

　夕食時の話じゃないが、クノンこそ将来は王宮魔術師になりそうだと、イクシオは本気で思っていた。

　それに、魔術師には変な人も多いと聞く。その点でもクノンは問題ないと思っていた。

　そこに交じってもきっとやっていけるだろう、と。




　　　　◆




　──ヒューグリア王国。

　大昔の十七王大戦よりも昔から存在する古い国である。土壌がよく農業が盛んで、どちらかと言えば保守的。周辺国とも仲がよく、長く戦の火種は存在しない。

　古い国ゆえに歴史を紐ひも解とけば色々あるが、近年は特筆するほど大きな事件は起こっていない。

　そんなヒューグリア王国の王城にて。

　王女の私室にしては質素な部屋で手紙を読んでいたミリカは、椅子を蹴けって立ち上がって吠ほえた。

「大変だわ！　大変だわローラ！」

　大変なんだろうな、というのは、ミリカ専属の侍女であるローラにはわかっていた。

　許嫁いいなずけからの手紙を渡すと、ひったくるようにして受け取り、すぐさま開封し中を検あらため。

　その手紙を読んでいる間に、ミリカの顔色が、露骨に変わってきたから。

　驚きと。

　喜びと。

　やはり驚きと。

「クノン君が城に来るわ！」

　──なるほどそれは大変だな、とローラは納得した。

　第九王女ミリカに、クノン・グリオンという侯爵家次男の許嫁ができて、もう二年以上が過ぎた。

　二週間に一度の逢おう瀬せを義務付けられ、いつもならミリカが会いに行くのが常だった。向こうの事情を鑑みてのことである。

　そんな許嫁が、今度はこの王城にやってくるようだ。

　──許嫁が決まった当初こそ暗い顔をしていたミリカだが、今ではその許嫁と会う日を心待ちにするようになっていた。

　なぜ二週間に一度しか会えないのか。二日三日とは言わないから、せめて一週間に一度でもいいじゃないか、と。いつからか口癖のように言うようになった。

「英雄の傷跡」の影響で、視覚を持たず生まれ育ったというクノン・グリオンという少年。

　そんな彼の言動に一喜一憂するミリカ。

　主あるじを魅了し翻ほん弄ろうする少年に、侍女ローラは普通に興味を抱いていた。

　自分なら、目が見えないで生まれたら、きっと悲観して生きていることだろう。

　だが、ミリカから聞く限りでは、クノン・グリオンは相当明るい少年らしい。それは本当か、と耳を疑うくらい明るい逸話をいくつも聞いた。その辺も興味の対象である。

「クノン様は、ミリカ様に会いに来るのですか？」

「え!?　あ、ええと……ああ、そう……」

　手紙を確認するミリカの笑顔が、次第につまらなそうに曇っていく。どうやらミリカに会いに来るわけではなさそうだ。

「王宮魔術師に会いに来るんですって。簡単なテストをして、もし受かったら魔術の教師を紹介してもらえるらしいわ」

「あら。すごいですね」

　クノン・グリオンは魔術師として覚かく醒せいしたらしいが、まだ実績のない見習いも同然だ。

　そんな見習いが、真逆に位置する熟練の王宮魔術師に会えるだなんて、上位貴族のコネがあっても難しいことだ。

　だが、理由はわからなくもない。

　これもミリカが何くれと、問わず語りに話して聞かせてくれた話だが、クノンの魔術は耳を疑うものばかりだったから。

　水で作った動物とか意味がわからない。ミリカの話では、手触りも完全再現できるらしいが……水なのに毛皮の手触りとはどういうことなのか。

　──もしかしたら、王宮魔術師もその辺のよくわからない話が気になって、興味があるから呼んだのかもしれない。

「……会うよね？　私と」

　王城には来るらしいが、ミリカに会いに来るわけではない。

　果たして会えるのだろうか──ミリカとしては少々心配のようだが。

「お手紙の返事を出したらどうです？　そこに、テストが終わったらお茶をしようと書き添えればいいのでは？」

「でも、もし会わないって言ったら……」

「ミリカ様のお話を聞く限りでは、クノン様が断るとは思えませんけど」

　ローラの認識するクノン・グリオンなら「僕から誘おうと思っていたのに残念だよ、僕のお姫様。だからいったん断って僕から誘っていい？」とでも言いそうなものだ。

「で、でもぉ……もし断られたらぁ……」

　──恋する少女は、本当に小さいことでも一喜一憂するものである。

　遠い過去の自分と重なるその姿は、少しばかり気恥ずかしいやら微笑ほほえましいやら。

　私も歳としを取ったなぁ、とローラは思った。

　だが、それはさておきだ。

「ミリカ様。確認したいのですが」

　手紙を出すことを決めたらしいミリカが、引き出しから便びん箋せんを取り出す。

　何から書いたものかと悩み、動かないペンを構えたまま、顔を上げる。

「何？　もしクノン君に断られたら絶対に泣くか号泣はするけど、面倒臭い顔しないでよね」

　するかもしれない。ミリカは泣くと長いし面倒臭いから。

　……いや、その話は今はいいだろう。

「第三王女殿下と第四王子殿下、並びに他の王子や王女方への牽けん制せいか対策が必要かと思われます」

「──そうね」

　小さな恋する少女が、小さな為政者の顔になる。

　たとえ王位継承権の遠い第九王女でも、有無を言わさぬ威圧感を放つ厳しい顔は、紛れもなく王族であることを物語る。

「クノン君が来ることは、まだ知られていないかしら？」

「知られていると思います。王宮魔術師とコンタクトを取る段階で、きっと情報は漏れているかと」

　つまり、気づいた時にはもうすでに後手、ということだ。

　ミリカの立場では、王城内の情報戦には絶対に勝てないようになっている。上の兄姉きようだいが、あるいは王妃たちが目を光らせているのだ。立場の弱い第九王女など歯し牙がにも掛けられない。

　しかし、だからと言って情報戦を放棄するのは自殺行為だ。可能な限り対処する、それがヒューグリアの王族の務めである。

「……なら、来る日程も漏れているかしら？」

「そうですね……そこはわかりませんね。漏れていても不思議ではないですが、まだクノン様は実績がないので、実力を知られていません。そこまで強くマークしているとも思えませんが」

「うん……」

　ミリカは厳しい顔をしたままペンを走らせ、便箋に文字を綴つづっていく。

「レーシャお姉様に会いに行きます。先触れを。あとこの手紙を出してきて」

「畏かしこまりました」




　──それから一日が経たち、手紙が返ってきた。

「やったわローラ！　クノン君、テストのあと会ってくれるって！」

　ミリカは手紙一つで飛び上がって喜んでいた。

「よかったですね。正確にはなんと書かれていました？」

「えっとね──『よろしければお茶と言わず、もっと長くいられるよう外のレストランでディナーと洒落しやれ込みませんか？　僕に夜空の下でも輝くあなたの顔を見せてほしい。まあ見えないけど』だそうよ！」

「ほう」

　やるなクノン少年、とローラは思った。ミリカの上を行く誘いを仕掛けてきたか。

「クノン君からディナーのお誘いなんて初めて！　ね、行ってもいいよね!?」

「私が付き添って護衛も付けば」

　まだ子供同士だが、それでも王族と貴族の許嫁いいなずけ同士である。二人きりにすることはないし、帰りが遅くならなければ問題ないだろう。

「オイルマッサージの準備を！　綺き麗れいにしなきゃ！」

「そういうのはまだ必要ありませんよ」

　十一歳の子供は、そういうことをしなくても大丈夫だ。

　お肌はつるっつるだし、水も弾はじくきめ細やかさだし。髪の輝きも若さが溢あふれていて天使の輪のようだし、澄み切った恋する瞳ひとみなんて眩まぶしいくらいだ。

　ほんとに歳を取ったな、とローラはしみじみ思った。








第五話　いざ王城へ









「またこの服を着る機会があるとは思いませんでした」

　馬車が動き出し、グリオン家の門を潜くぐったところで、クノンは言った。

「人生って何があるかわかりませんね」

　今クノンは、貴族学校へ行くと決まってから、母ティナリザがわざわざ作らせた正装を再び身にまとっている。可愛かわいい蝶ちようネクタイもだ。

　学校は無事卒業できたし、何かのパーティーに出る用事もない。何より九歳のクノンの身体からだはすぐに大きくなる。

　だから、もう着る機会はないと思っていたのだ。

　しかしこれから向かう先は、王城である。正装は欠かせない。

　まるで、こんなこともあろうかと予期していたかのような、母の先見の明だった。

　向かいに座る父アーソンも正装である。まあ父親の場合は毎日仕事に着ていく服でしかないが。

「そうだな。私もおまえと一緒に王城へ行く日が来るとは考えたこともなかった」

　──もしかしたら一度だけあるかもしれない、とは思っていたが。それにしてもこんなに早くだとは思っていなかった。

　ミリカと結婚する直前での国王陛下への挨あい拶さつか、あるいは婚約解消の書類にサインをする時か……父親は漠然とそんなことを考えていた。クノンと王城を繋つなぐ関係なんて、許嫁のこと以外ないから。

　だが、そんな父親の予想を、クノンは見事に裏切ってみせた。

　先日、クノンから王宮魔術師に師事したいと乞こわれ、却下されるのを覚悟して陛下にそれとなく話してみたところ──

　会っていいと許可が出てしまった。

　理由を聞けば、王宮魔術師が魔術師としてのクノンに興味を示したからだ、と。

　決してコネや癒着からの許可ではない。

「不思議なものだな」

　父親は文官で、魔術師と関わる部署でもないから、魔術のことはよくわからない。

　だが、確かにこれは普通じゃないことは理解できる。

　何せ触っているから。

　魔術という不思議そのものを。

「本物を飼ったらどうです？　父上の富と権力なら造作もないことでしょう？」

「駄目だ。こんなのがいたら家で仕事ができなくなる」

　しかし父親が膝ひざに乗せている「水猫」は、拒否の言葉を否定するように、ひたすらに撫なでられ続けている。

　いや、むしろ肯定しているのか──このように猫が気になって仕事が手につかなくなるから、と。

　水猫。

　その正体は、クノンが魔術で作った水の塊である。形を変え、質感を変え、温度を変え、と無駄に技術の粋を凝らした産物である。ジェニエの小細工、いや、技巧教育の集大成とも言えるかもしれない。数ヵ月前より、より本物に近づけて再現できるようになった。

　実際、クノンが作れる動物の中でも、猫の完成度は格段に高い。

　自分の手で触ったことがあるからだ。

　いつだったか敷地内に迷い込んできた黒猫がいて、今も時々遊びに来るのだ。

「グリオン侯爵家の富と権力を駆使して、世界中の可愛い猫を集めることができると思いますが」

「馬鹿なことを……ティナは犬派なんだ。猫など許されるものか」

　そもそも生き物は足元にまとわりつく。

　クノンが転ぶ理由になりかねない。

　そういう理由から、グリオン家では生き物など飼う飼わない以前の問題だった。ペットが欲しいなどという話をしたことさえない。

「そうですか？　猫は貴族の嗜たしなみだってミリカ殿下もイコも言ってましたけどね」

「嗜み？」

「貴族は外に猫を囲うことが一種のステータスとかなんとか。外じゃなくてもいいじゃないか、と僕は思うんですけどね。でも家に連れ込むのは品がないと言われるそうですよ」

「……」

「それは猫じゃなくて愛人の話じゃないか？」と父親は思ったが、さすがに九歳の子供にはまだ早い言葉なので控えた。

　イコだけならともかくミリカも言っていたなら、比ひ喩ゆ的な表現でもないだろう。イコだけの発言なら減俸付きの説教ものだったが。

　──父親は知らない。侍女イコの言動がクノンに伝わり、クノンの言動からミリカも相当な影響を受けていることを。

「……外に猫を囲う、か」

　妙に心に響き渡る言葉だった。

　小さい頃ころは勉強ばかり、大人になったら仕事ばかり。

　趣味らしい趣味もなく生き真ま面じ目めに生きてきた──クノンの将来を考えると不安になり、逃げるようによりいっそう仕事に打ち込んできた。

　しかし、こうして王宮魔術師に会うことが叶かなうまでに、クノンは成長した。

　アーソンの不安と心配は、今や無に等しいほどになっている。

　──許されるのでは？　外に猫を囲うことも。別に浮気でもないんだし。猫を囲うくらいの富と権力もあるし。

　久しぶりに猫に触れたが……癒いやされる。ほんの一時でもいいから、猫を撫でながら何もしない時間を過ごしたくなってきた。

　きっと心身ともに疲れているのだろう。

　猫と過ごせるなら休みが欲しい、と思うくらいには。

　父親の心に野望の火種がくすぶる。

　それに気づかないクノンは取り留めのない話を続け、父親は息子の話を聞き流しながら膝の上の「水猫」を撫で続けた。

　そして、馬車は王城の門を潜る。




「父上、着きましたよ」

「待て。もう少し」

「帰ってからにしましょう。また出しますから」

「でもそれはこの子じゃないだろう？　違う子だろう？」

「父上、そもそもその猫は生き物じゃないですから……」

「だから名残惜しいのだ。おまえが術を解いた瞬間、この子はこの世からいなくなるんだ。手触りも体温も感じる。こんなにも愛いとおしいのに……なんと儚はかない……」

「……僕は全然このままでもいいんですけど……でも、お城の人が待ってるみたいですよ」

「──早く降りるぞ」

　その言葉でアーソンは心を切り替えた。合図がないので馬車のドアを開けられなかった御者の男の困惑をよそに、自らさっさとドアを開ける。

「こんにちは、グリオン卿きよう」

「……！　これはレーシャ様！」

　わずかな時間とは言え、大変な人を待たせてしまった。アーソンは慌てて馬車から降りて略式の礼を取る。

　──そこにいたのは、王宮魔術師の印が入ったフード付きの黒い上着を着た女性。

　第二王女レーシャである。

「あら、猫を連れてきたの？　可愛かわいい黒猫」

「ああこれはなんでもありません。息子の魔術でして」

「え？」

　一瞬何を言ったのか理解できなかったレーシャの前で、父親は猫を地面に置いた──と、ばしゃんと弾はじけて飛ひ沫まつとなり、猫は消えた。

「……今のが、魔術……？」

　色々と面白いことができるという噂うわさは聞いていたレーシャだが……。

　今見た猫は、猫そのものだった。

　水でできていると言われても信じられなかった。一目ではわからないくらい、精巧な姿形の猫だった。

「初めまして──」

　地面を濡ぬらした水の跡を呆ぼう然ぜんと見ていると、父親に続いて男の子が降りてきた。

　目には革の眼帯を巻き、杖つえをついた、十歳に満たない小さな少年だ。

「クノン・グリオンです。本日は僕のために時間を作ってくださってありがとうございます」

　折り目正しく礼をするその姿は、小さな紳士である。

　目は見えずとも、ちゃんと貴族教育を受けている令息そのものだ。

「私はレーシャと言います。新人の王宮魔術師です」

「よろしくお願いします、レーシャ様」

　お互い簡単な自己紹介を終えると、レーシャはアーソンに視線を向ける。

「グリオン卿、私はクノンを預かりに来ました。このまま黒の塔に連れて行きますが、構いませんね？」

「はい。息子をよろしくお願いします」

　アーソンは王城の一室へ、クノンは王宮魔術師の仕事場である黒の塔……王城から隔離された建物へ向こうことになる。

「ではクノン、遅くなるようなら帰りも一緒に……ああ、そういえば、おまえは今日はミリカ殿下とディナーだったな」

「はい。父上が母上を口説き落としたという縁起のいいレストランを予約──」

「わかったもういい！　楽しんできなさい！」

　こんなところで夫婦の思い出話なんてされても恥ずかしいばかりだ。

　アーソンは「息子を頼みます。では失礼します」と今一度レーシャに礼を取り、足早に王城へと行ってしまった。

「クノン、私たちも行きましょう」

「はい──行ってくるね」

　グリオン家の使用人である御者に言い置いて、クノンもレーシャとともに動き出した。




「クノン。足元は大丈夫？」

　歩くのに手伝いがいるかと思えばそうでもなく、クノンは平然とレーシャの横を歩いて付いてくる。

「問題ありません。小石と段差に弱いですが、平面なら平気です。屋内なら尚なお更さらです」

　アーソンとは違うルートを通るが、クノンたちも一いつ旦たん王城内へと入った。

　黒の塔は王城から離れたところにある。だが、さっきの場所からだと城を迂う回かいする形で大きく遠回りしなければならないため、中を抜けた方が早いそうだ。

「そう。なら歩きながらでいいから聞いてくれる？」

「魔術師の神髄を？　早速教えてくれるんですか？」

「あー……私はまだまだ新人だから、神髄なんてとても教えられないわね」

「じゃあ重奏魔術の新解釈を？　あっ、もしや旧解釈を新解釈に応用する方法を!?　まさか立体魔法陣と斜角魔法陣の新説を!?　すごい！　さすがレーシャ様だ！」

　子供とは思えないほど高度なことを言っている。

　この時点で、まだ魔術学校にも行っていない子が、王宮魔術師を師にと乞う理由がよくわかった。

　そして、どれだけの意気込みと熱意があってここに来たかも、だいたい伝わった。

　あとは熟達のお歴々に気に入られる程度の実力があるかどうかだが──その前にだ。

「ごめんね。魔術師関係の話じゃないのよ」

「……あ、はい」

　露骨にがっかりされた。

　わかっている。レーシャもちゃんとわかっている。

　自分だってこんなつまらない話ではなく、魔術の話をとことんしたい。煩わされることなく魔術の研究ばかりしていたい。クノンの持つオリジナリティ溢あふれる魔術を全すべて知りたい。聞き出したくてうずうずしている。

　だが、どうしても先に話さなくてはならない。

「ミリカに頼まれたのよ。君のこと」

「ミリカ殿下に？」

　露骨に興味を示された。

　許嫁いいなずけ同士、仲が良さそうで大変結構である。

「君は全然興味ないと思うけど、それでも憶おぼえておいてね。

　ヒューグリアはどの代でも後継者争いが起こるの。今現在も起こっている最中なのよ」

　今、国王の子供たちは十七人。

　女子率が高いようで、王子は七人、王女は十人いる。

　その内、魔術師として覚醒したのは三人。

　第二王女と第三王女、第四王子だ。

　しかし第二王女レーシャは魔術師として生きることを決めたので、王位継承権を放棄している。その上で王宮魔術師として働いているのだ。

　王籍こそ残っているが、後継者争いとは無縁の存在となっている。

　問題は、第三王女と第四王子だ。

「君も知っていると思うけど、王太子は第一王子と決まっているの。でも油断はできない。ヒューグリア王国の王位継承は実力主義の面が強いから、実績と功績によっては王太子……次の国王候補が入れ替わることもよくあるの。

　もう率直に言うけど、次の玉座を狙ねらう王子や王女は、優秀な魔術師を味方にしたいの。実績と功績のためにね。

　ミリカは、君がそういうのに巻き込まれるのを心配して──何それ今のそれ何!?」

　つまらない面倒な説明をしながら、黙って聞いているクノンをふと見ると──すーっと移動していた。

　今のはなんだ。

　歩いていなかった。

　今絶対に歩いていなかった。

　歩かずにすーっと移動していた。

「え？」

「何きょとんとしてるの!?　見てたから！　──あっそれ！　それよ！」

　やはりすーっと移動している。氷上を滑るかのように移動している。

「あ、これ？　氷のそりを付けた『水球ア・オリ』の上に乗っています。靴の裏にうすーく延ばして」

　理屈を聞いてもよくわからない。

「ちょっと浮かせるのがコツです。全体重を掛けると摩擦が生じて、上手うまく滑らないので」

　理屈がわからないのにコツを話されてもわかるわけがない。

「レーシャ様も滑ってみます？　面白いですよ。楽だし。僕も美しいあなたと一緒に滑りたいし」

「やる！　──いや待って！　話が先なのよ！」

　レーシャも魔術師である。

　見たことも聞いたこともない魔術を見せられて、興味を抱かないわけがない。むしろもう興味津々だ。興味しかない。つまらない王位継承権みうちの話なんてどうでもいい。

　さっきの水の猫といい、今すーっと滑っているのといい、すでにクノンはレーシャの興味と関心を強く惹ひいている。

　だが、だからこそ、だからこそだ。

「もう話をまとめるわ！　とにかく迂う闊かつにどこかの派閥や陣営に属さないでね！　できるだけ私が一緒にいてガードはするけど、もしもの時は言動に気を付けて！　言質を取られると面倒だし、書類へのサインも駄目よ！　ね、わかった!?　わかったよね!?　じゃあ私も滑らせて！」

　新しい魔術を体験できるとあって少々雑な早口になったが、レーシャはミリカに頼まれた警告の任を果たした。

　結局、レーシャが付きっきりで野心家たちの接触から、クノンを守ればいいのだ。ただそれだけだ。なんの話が必要なのか。

　それより新しい魔術だ。

　今はそっちが最優先だ。

　──昼頃には、王城の廊下をシャーッと滑る王宮魔術師と子供の姿と、それを追いかける兵士と騎士の騒動が、王城中で話題になっていた。

　話を聞いたアーソンが頭を抱えたのは言うまでもない。
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　　　　◆




「「すみませんでした」」

　調子に乗って滑りまくっていたら、兵士と騎士が動員されるという大騒ぎになってしまった。

　小動物と同じ習性が人間にもあるのか、追われたせいでついつい衝動的に逃げてしまったのも、騒動が広まる原因になってしまった。

　最終的には騎士に捕まって厳重注意を受けるという、不名誉を賜ることになった。

　──クノンが王城にやってきてすぐに起こったこの「廊下大滑り事件」は、長く長く語られ続ける珍事となる。

「……さて。気を取り直していきましょうか」

　レーシャとクノンは、捕まった騎士に説教された後、王城から放り出される形で解放された。

　まあ、少々我を忘れてはしゃいでしまった感はあるが、これで本来の目的に戻れると思えばいいだろう。

「騎士ってすごいんですね。あの速度に余裕で追いつくなんて。僕が出せる最高速度だったのに」

「ね！　あの人おかしいよね！　あの速度をっ……いや、クノン。もういいから行きましょう」

　新しい魔術は思いのほか興味深かった。

　レーシャは未いまだ興奮冷めやらぬ内心を隠し、とにかくまずは黒の塔へ、王宮魔術師の職場へとクノンを連れていくことにした。

　王宮魔術師のほとんどが、魔術に魅せられた者ばかりだ。

　今レーシャが感じている興奮を理解し、共有できる者がたくさんいることだろう。

　そんな者たちばかりなだけに、王城で騒ぎを起こしたことより、クノンの到着が遅れたことの方に怒り出しそうだ。




「──ようこそ、クノン・グリオン君。私が王宮魔術師総監ロンディモンドだ。王宮魔術師の総責任者だよ」

　声からして父親より年上、初老辺りだろうか。

「は、初めまして。ロンディモンド総監。クノン・グリオンです」

　黒の塔にやってきた。

　まずは、まっすぐ総監室まで通された。恐らく執務室のような場所なのだろう。

　椅子に座り、向かいにいるのが、ロンディモンド総監。

　そしてクノンの隣にはレーシャがいる。

　クノンはドキドキしていた。黒の塔に入ってからずっと緊張し、また興奮もしていた。

　ここで会う人たちのせいだ。

　会う人会う人、皆、濃度の高い魔力をまとっているからである。

　家庭教師のジェニエしか魔術師を知らなかったクノンにとっては、ここに来ただけで、すでに貴重な体験となっていた。

　ジェニエとはまるで違う。

　感じられる魔力が、全然違う。

　特にこのロンディモンドは別格だ。

　レーシャの魔力もジェニエとは違うと思ったが、まだ想像の範囲内だった。

　この人は違う。

　想像していたより、もっともっとすごい、もしかしたら文献に残る伝説の魔術師とはこういう人なんじゃないかと思えるほどに、別格で違う。

「あの、本日は僕の我わが儘ままで時間を取らせてしまい、申し訳ありませんでした」

「気にしないでくれ。君が会いたいんじゃなくて、私たちが君に会いたくなったんだ。許されるものなら私たちから君の家に会いに行きたかったよ」

　恐縮である。

　低い声のせいか、それとも感じる魔力で圧倒されているせいか、ロンディモンドの威圧感に押さえつけられているかのようだ。

「君は水の紋章があるそうだね。どこにあるんだい？」

「左肩です」

「ふむ──なるほど、やはり二ツ星か」

「二つ……星？」

「魔術学校に行くと習うんだがね。

　魔術師の持つ紋章には、五つのランクがある」

　クノンは眼帯の下で目を見張った。

　魔術師なら普通は知っていることなのだろう──だがまだ見習いに等しいクノンには初耳である。

「七つじゃないんですか？」

　火、水、土、風、光、闇やみ、魔。

　クノンが知っている七種類の紋章は、そのまま七種類の属性に分かれる。

　クノンは水だ。水で良かったと思っている。

「それも間違いではないんだがね。それは系統と言って、基本的に七種類の紋章が確認されているが、その七つの中でそれぞれ五つにランク付けされる。そんな感じだね」

　つまり、魔術師の紋章は厳密にいうと三十五種あるということだ。

「僕は二ツ星なんですか？　聞く限りでは、下から二番目でしょうか？」

「私が見た限りではね。統計では最も多いのは二ツ星だよ。まあ、魔術師の格としては普通ということになるのかな。レーシャ君も二ツ星だよ」

「格とは？　星が違うと何か違うんですか？」

「具体的にこれというものはないんだ。ランクは才能とは関係ないから、はっきり違うのは魔力の総量くらいかな。明確に言える差異はそれくらいだろう。もっとも、紋章や魔力についての研究が進めば、ほかにも違う点もあるかもしれないがね」

　クノンはなるほどと頷うなずいた。

　魔力の総力が違うくらいなら、特に問題はなさそうだ。

　とんでもなく才能の差が出る、魔術師としての差になる、と言われたら落ち込んでいたかもしれないが。

　そうじゃないなら、それでいい。

「ロンディモンド総監は、三ツ星ですか？」

「フフッ。わかるかね？」

「感じる魔力の濃度が全然違います。別物なんじゃないかというくらいに」

「濃度か。面白い表現だ」

「僕やレーシャ様が市販のチーズなら、総監はこだわって作ったブルーチーズみたいに違います」

「臭そうなたとえだね。ブルーチーズは嫌いじゃないが」

「ブルーチーズ総監は三ツ星なんですか？」

「はっはっはっ。今度そう呼んだら怒るよ？」

　ロンディモンドは笑い飛ばして、「私は四ツ星なんだよ」と答えた。

「はあ、四つ……」

「……あれ？　驚かないね」

　ロンディモンドが持つ鉄板の驚く話なのだが、クノンはピンと来ていない。

「総監、彼は四ツ星がどれくらい珍しいか知りませんから」

　レーシャが言うと、ロンディモンドは「ああそうか」と頷く。

「うん、そうだったね。クノン君はまだ魔術学校で学ぶことを習っていないんだったね。

　四ツ星は……まあいずれわかるからいいか」

　──四ツ星は、実質現存する魔術師の最高ランクである。確認されているのは世界で六人だけ。五ツ星の紋章に限っては過去の記録にしか残っていない。

　クノンがこれを知るのは、まだ先の話である。

「その二ツ星とか四ツ星とかは、魔術学校で習うんですか？」

「そうだよ。ここだけの話、魔術関係の本の著者は九割以上が魔術学校に関わっているから、示し合わせて特定の情報が伏せられていることがあるんだ。星の数によるランク分けとか紅の魔術師とか蒼あおの魔術師とか。特定の固有魔術を持つ者もいる。今で言う勇者や聖女といった者たちだね」

「その、紅の魔術師とか蒼の魔術師というのは？」

「世界一の魔女が直々に認めた者の称号かな。詳しくは魔術学校に行って自分で調べるといい。

　話を戻すが──簡単に言うと、本だけでは教材としては足りないということだよ。まあ、まだ九歳の君が知らなくてもいいこと、とも言えるがね」

　魔術学校に入学できる最低年齢は、十二歳だ。

　要は時期尚早ということである。

　世界一の魔女は知っているが、それ以外はほとんど知らないことばかりだ。しかし気にはなるが、ロンディモンドの言葉に従い、それ以上は触れないことにした。

「それじゃクノン君、そろそろいいかね？」

「はい？」

「テストだよ。私たちは君に興味津々だ。そろそろ君の魔術を見せてほしい」

　そうだった。

　ロンディモンドの魔力に圧倒されていたが、クノンは魔術の師を求めてここへやって来たのだ。

　紋章の新事実や、感じられる魔力だけで満足してしまっていたが、本題はこれからだ。

「総監、彼すごいですよ。すでにすごいです」

「お、ずるいなレーシャ君。先に何か見たのかい？」

「見たどころか体験しました」

「ますますずるいね。それに体験か。何を体験したか実に興味深い」

　ロンディモンドが立ち上がった。

「さあレーシャ君、楽しい時間の始まりだよ。クノン君のテストを開始することを皆に伝えてきたまえ」




　黒の塔にやってきたかと思えば、またすぐに表に出ることになった。

　今度は、二十名ほどの老若男女も一緒に。

　クノンは見えないが、感じられる魔力から、なんとなく男女の区別と年齢の違いがわかる。

　老いている方が魔力がまとまっているというか、広がりがあまりない感じだ。

　きっと年齢とともに魔力制御の技術も向上しているからだろう。正確には、魔術の訓練の量に比例して、か。

　王宮魔術師なら、日々の訓練も研けん鑽さんも研究も、決して欠かさないだろう。

　魔力の違いは、そのまま魔術師としての差である。

　誰だれも彼もが、クノンからしたらベテランであり、また多くの知識を持つ、ヒューグリア王国の魔術史の開拓者たちなのである。

　そんな人たちが、無駄話もしないでクノンに集中している。

　嫌でも視線を感じるのだ。強い関心の感情とともに。

　クノンの目が見えないことも、クノンが子供であることも、彼らには一切関係ないのだろう。ただ己が知らない魔術をこれから見られる。だからクノンに注目しているだけだ。

　クノンは緊張と同時に、興奮もしていた。

　きっとここにいる魔術師の誰が師になっても、クノンを深き魔術の領域に導いてくれることだろう。

「──では始めようか」

　そんな王宮魔術師を束ねるロンディモンド総監が、テスト開始を告げる。

　よろしくお願いします、とクノンは頭を下げた。

「まずクノン君。君の使える魔術はいくつかな？」

「二つです」

　少ないと言われそうだが、クノンは正直に答えた。見み栄えを張ったところで、どうしたって二つしか使えないのは変わらない。

　だが、誰もなんの反応も示さなかった。

　嘲あざけるでもないし、落胆するでもない。

　何も変わらず、クノンを見ている。

「結構。君の師だったというジェニエ・コースは、君の父上の言いつけを守ったのだね」

「はい。父はまだ、僕に攻撃に使えるような魔術を覚えさせるのは早いと判断しました」

「ちなみに君は、その判断をどう思うかね？」

「妥当だと思いました。知ればどうしても色々試したくなります。その過程で人や動物を傷つけることもあったかもしれない。

　僕が言うのもなんですが、攻撃性の高い魔術は、子供には過ぎたオモチャだと思います。もっと魔術や魔力の理解が深まってからの方がいいです」

「なるほど」

　これらの質問もテストの内なのかはわからない。返答に対するロンディモンドの口調も態度も変わらないので、好感触かどうかもわからない。

　クノンはやや不安である。

「二つと言うのは、『水球ア・オリ』と『洗泡ア・ルブ』かな？」

「はい」

　水を生み出す「水球ア・オリ」。

　水の泡を生み出し汚れを落とす「洗泡ア・ルブ」。

　それが、クノンが使える二つの水の魔術だ。

　ただし、「水球ア・オリ」の特性変化で「洗泡ア・ルブ」と同じ見た目、同じ効果のある魔術が再現できるので、後者はあまり使わなくなったが。

「ビクト君。『水球ア・オリ』を使ってみてくれるかい？」

「はい」

　ロンディモンドに呼ばれた若き男性魔術師は、指示に従い「水球ア・オリ」を唱えた。

　と──周囲に三十以上の「水球」が発生し、浮かぶ。

「クノン君。この『水球』を『水球ア・オリ』で奪えるかね？」

「……！」

　驚いた。

　誰かの魔術を奪う──そんな発想は今までしたこともなかったから。

「水球ア・オリ」は水を生み出し操作する魔術であるが、実はもう一つ、違う使い方ができる。

　それは、現存する水を使った「水球ア・オリ」だ。

　この場合は、そこにある水を操作するだけで、新たに生み出すことはない。特性である「生み出し操作する」の「操作する」だけの効果しかない。

　同じように思えるかもしれないが、実際は全然違う効果である。

　しかしジェニエは、こちらも同じくらい魔力を使用するので、こちらを使う機会はあまりないと言っていた。

　クノンもそう思っていたが、盲点だった。

「そこにある水を使う」とは、水の魔術師が生み出した水も対象になるようだ。

　目から鱗うろこが落ちそうだった。

　クノンが考えもしなかったことが、こんなにも簡単にポロッと出るのか、と。

　──俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。

　このまま帰ってもこれまでに得たものだけで満足できそうだが、クノンの知識欲が騒いでいる。

　ぜひともテストを通過し、王宮魔術師と癒着したい、と。




「そこまで」

　ロンディモンドの声が掛かると、クノンは膝ひざをついた。

　久しぶりに、必死で、全力で魔術を使って、息が切れている。

「いいじゃないか、クノン君。君いいな」

　と、ロンディモンドはクノンを褒め称たたえるが──クノン自身は納得していない。

　魔術師ビクトから生まれた「水球」は三十以上。

　その内、クノンが操作を奪えた数は、たったの二つだ。

　必死でやって、やっと二つ。

　水は操作できてあたりまえだったが、「抵抗する水」なんて初めてである。かなり苦戦した。全然思い通りにならなかった。

　やはり王宮魔術師の実力は、クノンよりはるか上ということだ。

「どうだったビクト君」

「驚きました。一つでも奪われるなんて思いませんでしたよ。俺の小さい頃ころなんて制御にひどく苦労してましたし。──その子俺にくれます？」

「ふざけんなバカ」

「ふざけるなよバカおまえ。バカが」

「フラレ男が」

「おまえが誰の面倒見られるんだよ。自分の面倒も見れないくせに」

　クノンの相手をしたビクトという男の魔術師は、同僚にボロカスに責められた。「女にフラれたのは関係ないだろ」と憤慨するが焼け石に水で更にボロカスに責められた。

「はっはっはっ。というわけで皆欲しいそうだ。誰がこの子を貰もらうかはゆっくり話し合おうではないか」

　クノンは跪ひざまずいて両手をついたまま、顔を上げた。

「もしかしてテストは合格ですか？」

　今確実に己の所有権を話し合っていた。特にロンディモンドの発言は決定的だった。

　結果に不本意ではあるが、癒着できるなら問題ない。──魔術師ビクトは必ずいつか追い越すから、今は負けておいてもいいことにする。

「いやいや。せっかくだからもう少しやろうではないか」

　…………。

　なんとなく、テストはもう合格しているような感じに思えるが。

　でも、まだ続行するらしい。

　──不満はない。

　このまま終わっては、ビクトにしてやられただけである。せっかくの機会なのだし、クノンだって少しくらいはいいところを見せたい。

　クノンは気合いを入れ直して、次のテストに挑む──




「──うわっはっはっはっはっ！　うぉほぉぉぉぉう！　これ楽しいぃい！」

　気合いを入れ直して挑んだ結果、初老のロンディモンドが大はしゃぎするという、醜態とも取れる姿を見ることになった。まあ見えないが。

「何かやってみろ」と言われてクノンが使った「水球ア・オリ」は、巨大な「水球」が一つ。

「超軟体水球」と名付けたそれは、水を超軟度かつ超伸縮性を持つ膜で包んだものだ。人でも物でもなんでも、そこそこの重量があるものが乗れば深く沈み込む特性を持たせた。

　ロンディモンドは嬉き々きとして飛び込んだ。

　そして、超軟体のぶよぶよに溺おぼれた。

　触れた感触が面白いのか、泳いだり転がったり跳ねてみたりと、歳としも忘れて大はしゃぎである。

　そのはしゃぎっぷりに、クノンはちょっと引いていた。

　ミリカの時は楽しそうで何の違和感もなかったが、さすがにおっさんの大はしゃぎは、ちょっと一味違うのだ。

　見えはしないのだが、子供心に見てはいけないもののような気がする。

　しかしそんなクノンに反し、ちゃんと見えている王宮魔術師たちは「総監ずるい」だの「代わって」だの「はよ代われおっさん」だのと野次を飛ばしていた。

　大はしゃぎするおっさんより、ぶよぶよへの興味の方が強いようだ。

　──後にロンディモンドが「こんなに楽しかったのは二十年ぶりだ」と語ったこの件は、「四ツ星総監、子供に翻ほん弄ろうされる事件」として、歴史ある黒の塔の記録に永遠に刻まれることになる。




　キャッキャ言いながら王宮魔術師たちが「超軟体水球」で遊んでいる横で、遊び終わったロンディモンドと他の者は考察に入っていた。

「──クッションに使えそうだな」

「──そうですね。ある程度の高さからなら、落下の衝撃を抑えられそうです」

「──面白い感触ですね。ベッドによさそう」

「──そうね。実際あの辺もう寝てるしね」

「──僕は時々昼寝に使いますよ。水の温度もある程度上下させられますし」

　しれっとクノンも交じっているが、誰だれも気にしていない。

　それから、あれはどこまで水の特性があるのか。

　あのぶよぶよに火を当てたらどうなるのか。

　持続時間はどれくらいか、もう少し弾力があった方が寝やすい、いや俺はあの柔らかさがいいなどと、熱い意見が交わされる。

「……おっとそうだ、テストを続けないとな」

　ふとロンディモンドは我に返った。

「超軟体水球」について色々と試してみたいことがたくさんあるが、それはあとでいい。

「もっと弾力を上げるとどうなると思います？　ものすごく跳ねるようになりますよ。お城の二階くらいまでならジャンプでぴょーんと」

「何!?　……いや、やめなさいクノン君。これ以上この『水球』で私たちの興味を引いたら、君は今日家に帰れなくなるよ。君を帰したくなくなる。すでに何人かはなっているよ」

　まあ私たちはそれでもいいが、と小さく付け加えられたロンディモンドの言葉までは、クノンの耳には入らなかった。うっかり合意したら本当に帰れない類の、どこまでも本気の危険な言葉だったのだが。

　しかし、幸運にもミリカとのディナーの約束を思い出したクノンの耳には届かなかった。

　朝早くから来ているのに、「水球」の考察で時間を取り、すでに昼近い。

　クノンとしても非常に楽しい時間だったし、いろんな実験もしてみたいが、許嫁いいなずけとのディナーの方がかろうじて優先度は上だ。

「超軟体水球」は、見せられるものの一つでしかない。その一つでこんなに時間を取っているようでは、夜までに終わらないだろう。

　そもそも、もうテストとしては形けい骸がい化してしまっているようだし、早いところ他のものも見せてしまおう。

「ほかにはこんなこともできますよ」

　クノンの差し出す両手の上に、突如黒猫が生まれる。

　すでにぐだぐだだ。こうなれば、もうロンディモンドの進行はいらないだろう。

　クノンは時間を短縮するために、見せられそうなものはどんどん見せることにした。クノンとしてもこの優秀な魔術師たちの意見をたくさん聞きたいのだ。

　どんどん見せてしまいたい。隠した方がいいような魔術なんて、まだ持っていないのだから。

「噂うわさに聞いた動物の再現か」

「はい」

　クノンが差し出すと、誰かが受け取った。

「──あ、体温あったかい……すごい、手触りも猫そのものだわ」

「猫っぽいだけですけどね」

　動物はたくさん作れる。図鑑で読み取った絵姿と情報で、そのまま姿形は再現できる。

　だが、手触りまでちゃんと再現できるのは、実際触ったことがある猫だけである。

　その手触りの情報を元に、水に張る膜の形と質感をかなり細かく調整して、なんとか完成させた逸品だ。

　クノンとしては一番苦労した「水球」の変形である。時間も掛かった。

　ここまで時間を掛けて習得する必要があるのか、と思ったことは一度や二度ではないが。でも、見せた人触った人の受けがいいので、結果的によかったのだろう。ミリカも徐々に本物に近づいていく「水猫」を逢おう瀬せのたびに見ては喜んでいた。

「動かすことはできません。立つ、座る、丸くなるの三パターンだけです。僕が猫の動きを見ることができたら、細かく動かせたかもしれませんが」

　クノンは見えないので、猫がどう動くのか、口頭の説明だけではよくわからないのだ。想像で補ったのは猫のまばたきくらいである。

「──動かす、か。『水球』の変形をそう見せかけるわけだな」

「──生き物のように見せる。変形させる。色を変える。ははあ、水ならではって感じね」

「──猫貸してよ」

「──やだ。この子は私が育てる」

　生き物じゃないから育つことはないのだが。

「つまり、詳細な姿形を知っていて、なおかつ動きがわかるものなら水で再現できると」

　ロンディモンドの言葉に「そうですね」と頷うなずく。

「たぶんできると思います。実は──」

　実際すでにやったことがある。

　侍女イコを水で再現したことがあるから。

　人の動きは己のものを参考にできる。顔の詳細までは作れなかったので造形は大味だったが、遠目で見れば侍女にしか見えない「水人形」を作ることができた。

　ただ、侍女当人から聞いたところによると、かなり動きがおかしかったらしいが。

「動きがおかしい？」

「実際に人が歩くのと、『水人形』を歩いているように見せたものでは、なんかこう、違うみたいで……」

　侍女もうまく説明できなかったので、クノンにも問題点がよくわからなかった。

　他にやることもあったし、見ていてあまり気持ちのいいものじゃないからやめてほしいと侍女が言ったので、それっきりだった。

「侍女が嫌がったので、あんまり研究も進んでないんです。正直見せられるほどのものでは……」

　だが、そこは研究者である王宮魔術師たちである。

「総監、見た方が早くないですか？」

「その通りだ。クノン君、ここでそれをやってみてくれないかね？」

　初めて見る魔術は、良くも悪くも観察対象である。

「わかりました」

　そしてクノンは軽い気持ちで応じてしまった。

　──やめておけばよかったと、後に後悔することになる。

　なぜ侍女が嫌がったのか考えるべきだったのだ。

　クノンも。

　ロンディモンドも。

　ほかの王宮魔術師も。




「水人形」は、元は「水球ア・オリ」である。

　ただ「水球」を生み出し、操作する魔術である。

　そんな「水球」の特性をそのまま持っている「水人形」は、当然、ある程度空を飛ぶ。

　侍女が気持ち悪いと言ったのは、この辺に理由がある。

　人の形をしたものが、人とは違う理屈で人の動きをしているのだ。

　地面を滑るように歩いたり、時々浮いたり、障害物に当たれば水としてすり抜けたり弾けたり。

　なまじ遠目にはちゃんと人に見えるだけに、その不可思議な動きは、霊など人ならざる類のものに思えてくるのだ。




　──それは偶然だった。

　いや、きっとその偶然が起こるまで続けられたのだから、もはや必然だったのかもしれない。

　王城、三階の一室で掃除をしていたメイドが、ふと窓に目をやった。

　その瞬間だった。

　人影が、窓を過よぎったのだ。

　上から下に。

　一瞬何があったのかわからなかった、今のがなんなのか認識できなかったメイドは。

「──きっ、きゃぁぁああああああああああ!!」

　一拍おいてその光景を噛かみ砕くだき、理解したその時、悲鳴を上げた。

　飛び降りだ、と。

　上階の窓から誰かが落ちたのだ、と。

　しかも一瞬見えた色からして、使用人の服だった。きっと仲間のメイドだ。

　悲鳴を聞きつけた兵士や騎士が飛び込んでくる。

　怯おびえるメイドが、今窓の外に見えたそれを説明する。

　騒然となった。

　集まってきたメイドたちが顔を青ざめさせ、仲間の誰かが飛び降りたと思い、誰だれがいなくなったかと確認をする過程で噂は拡散する。

　そんな中、冷静な騎士の一人が窓を開け、下を確認した。

　誰もいない。

　人が落ちた形跡もない。

　メイドの見間違いだろうか？　いや、それにしては怯え方が本気だ。何かを見たのは疑う余地はないだろう。

「……」

　外には誰もいない。

　見えるのは、ここからは遠い黒の塔の前でたむろして、なんだか騒いでいる王宮魔術師たち……。

「──あれか」

　そして、彼らの上空をぎゅんぎゅん飛び回っている、使用人姿の人形だ。

　騒動の犯人が判明した。

　事件は王宮魔術師総監並びに王宮魔術師たちの一ヵ月減俸、及びクノン・グリオンへの厳重注意で、幕を下ろした。

　クノンはめちゃくちゃ怒られた。




「「すみませんでした」」

　すっ飛んできた騎士たちと文官にしこたま怒られた王宮魔術師たちとクノンは、一番の被害者である、悲鳴を上げたメイドにしっかり謝った。

　外にいた魔術師らは、城の中からそれがどう見えるのか、まるで考えていなかった。

　城から大勢の者たちが走ってやってきたのさえ、平然と「何かあったのかな」と不思議そうに迎えたくらいだ。

　王城まで飛ばしたクノンの「水人形」が、城の中からは誰かが飛び降りたかのように見えたことで王城内が結構なパニックになったと聞き、平謝りだ。

　王宮魔術師総監ロンディモンド自らが、自分たちの減俸をその場で宣言し、減俸分の一部をそのまま慰謝料として彼女に渡すことで和解が成立した。

　起こったことはもう仕方ないとして、こうなれば示談でもなんでも決着していることが大事なのである。この件で誰かに何か言われた時「あ、その話は済んでるんで」と流せるように。権力の中枢には、責任問題だなんだと問題を大きくややこしくしたい輩やからもいなくもないから。面倒臭いのだ。

　こうして決着した後、平謝りした王宮魔術師たちを残して兵士や騎士たちは引き上げていった。

　──今け朝さ「廊下大滑り事件」でレーシャとクノンを捕まえた、あの騎士もいた。彼の視線が痛かった。まあクノンは見えないのでわからないが。しかしレーシャの心にはしっかり届いていた。

「やれやれ。少々調子に乗ってしまったようだ」

　ロンディモンドはやれやれと溜ため息いきを吐つく。

　彼こそクノンの「水人形」に対して「これはどこまで飛ばせる？　やったことない？　試してみようではないか」と言い出した張本人である。

「人を飛ばすのはダメですね……面白かったけど」

　レーシャも溜息を吐く。

　彼女は「もっと速く！　もっと速く！」とはやし立てた張本人である。

「僕、午前中だけで二回怒られてるんですけど……」

　その大元になっているクノンも溜息を吐いた。

　初王城で、午前中だけで、二回も。

　一回ならまだ厳重注意で終わりそうだが、二回はない。二回は絶対に多い。

　あとで父親から必ず叱しかられるだろう。

　非常に憂ゆう鬱うつである。

「──で、この子どうするんですか？」

　同じくテンションがだだ下がりの王宮魔術師の一人……声からして魔術師ビクトが、クノンの処遇をロンディモンドに問う。

「そうだね。落ち込んでばかりいても始まらないし、気を取り直そうか」

　気を取り直すのが早すぎて反省の色がまったく感じられないのだが、確かに落ち込んでいても話が進まないので仕方ない。

「──わーい」

　わーっと「超軟体水球」に飛び込む者がいたり、

「──猫よこせよ！」

「──触るな！　私が育てるんだよ！」

「水猫」を取り合う者がいたりと、本当に反省の色が見えない大人たちである。

　でも、クノンも気にしないことにした。

　魔術に失敗は付き物、実験して失敗して少しずつ進歩していくのだ。いちいち気にしていても仕方ないだろう。

　それにしても早すぎるという話だが。

「次は論じあうとしようか。塔で昼食を食べながら話そう、クノン君」

「はい。ちなみに僕のテストの結果は？」

「聞かなくてもわかるだろう。君の師については私が責任を持って考えようではないか」

　つまり、合格ということだ。

　薄々わかってはいたが、ちゃんと言葉にしてもらって、一気に喜びが込み上げてきた。

「……やった！　やったぁ！」

　クノン・グリオン。九歳。

　冬のある日、王宮魔術師に認められる。

　貴族の令息としてではなく、ただの見習い魔術師として。

　初めて己の手で勝ち取った功績だった。

　そして、公式に語られる汚点が三つ増えた日でもあった。




　　　　◆




　昼食を取りながら、王宮魔術師たちとの楽しい楽しい語らいが続いた。

　興味深い実験、失敗談、新たな魔術の考察。

　必死で勉強してきたクノンの知識を軽々凌りよう駕がする話が次々飛んでくる。

　クノンはとにかくメモを取った。

　一言一句聞き漏らしがないよう、絶対に忘れないよう、この貴重な時間を記録していく。

「僕の失敗談ですか？　色々やってますけど……」

　逆に、王宮魔術師の一人から問われて迷う。

　ただ聞いているだけでも、相当レベルが高い話ばかりである。理解できないためそのままメモに起こしている話も多い。

　そんな人たちに自分が語れることと言えば、やはり──

「粘度の高い『水球ア・オリ』でうっかり火傷やけどしたとか、簡易サウナでのぼせたとか、滑っていて転んだとか。飛ぼうとして飛べなかったとか、そうそう、動物とか『超軟体水球』の終わりの調整とか」

　必然的に、クノンの中で完成度が高い、個性に富んだ魔術の話となる。

「ちょっと待って」

「気になるのが結構ある……」

「え、飛ぶって何？　水で？　どうやって？」

　多くの魔術を見てきた王宮魔術師でも、クノンの話は気になるものが多かった。クノンにしてみれば、一つでも何か気になる話があったなら幸いである。

「将来の目標はあるかね？　漠然としたものでも構わんが」

　ロンディモンドに問われ、クノンは己を動かす原動力を答えた。

「僕の目標は、魔術で目玉を作ることです」

　隠すようなことでもないし、必ずやり遂げるとクノンは決めている。

　たとえここで「そんなの不可能だ」と魔術の先駆者たちに笑われようとも。

「そうか。なるほどね」

　誰だれも笑わなかった。




　──そして、そんな楽しい時間は、父アーソンがやってきたことで終わりを迎えた。

「私が来た理由はわかるな？」

　魔術師の誰かが告げた「クノン君、お父さん来てるよ」の声。

　時間も忘れて話し込んでいたところだった。言葉の意味がちゃんと頭に入ったところで、自分でもわかるほどさーっと顔から血の気が引いた。

　来た。

　ついに来てしまった、と。

　レーシャに連れられて黒の塔の玄関に行くと、もう気配からして怒っている父親が仁王立ちしていた。

　そして確かに言った。

　私が来た理由はわかるな、と。

「あのう、父上、今日はなんというか、僕夜のディナーの約束があるので、帰りは父上とはご一緒できないんですが……悲しいことに……」

　動揺で言葉使いがおかしい息子に、父親は容赦しなかった。

「二回だぞ。父は今日、午前中だけで、二回も息子の不評を聞いたぞ。どういうことだ、クノン？」

「……すみません、調子に乗りました」

　やはり案の定、二回もやったことで怒られた。

　一回だけならまだしも二回もだから、さすがに許してくれなかったのだ。まあ本当は一回でも絶対に駄目なのだが。

「いえ、グリオン卿きよう。クノンは悪くありません、私や他の魔術師がそうするよう指示を……」

　クノンを庇かばおうとするレーシャを、父親は「それは違います」と厳しい声で遮る。

「私は魔術に明るくないですが、何があろうと術者に責任がないとは言えないと考えます。そんなことを言っていたら、誰かに言われたから人を傷つける、誰かに命令されたから人を殺す、それらが誰かのせいで許されるようになってしまう。

　クノン、わかるな？　私がなぜ、おまえに攻撃に使用するような魔術を教えないようにしたのか。

　まだ、自分の使用する魔術でどうなるか考えが至らない、未熟な子供だからだ。だから今日のような騒ぎを起こすのだ。

　誰に何を言われようと、人や物を傷つけると思えば、拒否しなさい。

　誰かにやれと言われたからやった、そして悪い結果になった。だが誰かに言われてやっただけだから自分は悪くない、などとそんな無責任は許されない。

　魔術は力だ。力を振るう以上、何をするにも責任は常につきまとうんだ。

　これから本格的に魔術を学ぶのなら、無責任な子供でいることも卒業しなさい。自分の使う魔術で何がどうなるか、ちゃんと考えて使いなさい」

「……はい。すみませんでした」

　クノンは素直に謝った。

　父親の言う通りだ。何一つ言い返せない。

　たとえロンディモンドの指示でも、どうなるかくらいは考えて使えばよかったのだ。

「水人形」を王城近くまで飛ばしたのはクノンだ。

　どうして黒の塔が王城から離れているかを考えれば、王城方面に魔術を飛ばすべきではないことは、すぐに察することができたはずだ。

　言い訳はできない。

「……なんかすみません」

　クノンをはやし立てて魔術を使わせた一人であるレーシャは、魔術師一同に代わって一緒に頭を下げた。

「なぜレーシャ様まで……いえ、もういいでしょう」

　とにかく、この件はこれで終わりだ。

　父親もあまり引きずるべきではないと思う──ここが息子の未来の職場になる可能性が高くなった今、必要以上に揉もめる理由はない。

　この時間までクノンはここにいたのだ。

　それこそが、王宮魔術師たちに気に入られた証拠である。きっとテストにも合格したのだろう。

「ではクノン、私は帰るからな。おまえもそろそろ殿下の元へ向かうといい」

「はい。……え？」

「くれぐれもミリカ殿下に失礼のないようにな」

　出入り口の近くで「超軟体水球」に埋まって寝ている魔術師たちをなんとも言えない顔で一いち瞥べつし、父親は行ってしまった。

　そして、残されたクノンは言葉の意味を測りかねていた。

　楽しい話に夢中になりすぎて、時間の感覚を完全に失っていたのだ。

　実際は、もう夕方である。

　父親にとっては少々早上がりの時間になるが──ディナーの前にクノンを叱しかっておきたかったのだろう。

　楽しいことの前に、浮かれる前に。

「そうね。そろそろミリカを迎えに行った方がいいかも」

「え？　あれ？　もしかして、もうそんな時間なんですか？」

　空は赤いどころか、暗くなってきているくらいだ。見えないクノンにはわからないが。

　こうして、名残惜しい気持ちだけを抱えたクノンは、黒の塔を後にするのだった。




「──あ、ちょっと待って」

　一いつ旦たんさっきの部屋に引き返し、クノンが帰ることを告げて仲間に容赦ないブーイングを浴びせられたレーシャが戻り、さあ行こうと歩き出したクノンを止めた。

「せっかくだし、合わせ技で素早く行きましょう」

「はい？　合わせ技？」

「ほら、例の水魔術で飛ぶってやつ。まだ完成してないんでしょ？」

　発想としては、そこで埋もれて寝ている人たちが使っているような大きな「水球」に乗って飛ぶ、というものだ。「水球ア・オリ」は「宙に浮く」という性質があるので、その特徴を伸ばしたものである。

「はい、できますが……でも浮くのはできますけど、移動が……」

「まあまあ。いいから出して」

　言われるまま、クノンは二人で乗れるほど大きな「水球」を出す。

「よいしょ、っと。ほら、クノンも乗って」

「よくないですよ」

「ん？」

「僕、こういう二人きりで飛んだり浮いたりするのはまず婚約者と、って決めてるんです。レーシャ様だって婚約者に誤解されますよ？　あの日男と二人きりで飛んだだろ、って言われますよ。ケンカになりますよ」

　なんの心配だ。

「いいから乗った乗った！　婚約者なんていないから！」

　変な心配より、新しい魔術だ。

　すでに乗っているのである。据すえ膳ぜんもいいところのこの状況で、魔術に夢中の王宮魔術師が我慢なんてできるわけがない。

　渋るクノンを、レーシャは引き寄せて乗せる。事情を知らない者から見たら拉ら致ち誘拐かと思うほどの力業である。

「……仕方ないなぁ」

　乗ってしまった以上、諦あきらめた。

　王宮魔術師ではないが、同じく魔術に夢中なクノンである。レーシャが何をするのか、何をしたいのか、気にならないはずがない。

　クノンは指示通り、「水球」を操作して浮かせる。

「ある程度の速度は出せますよ。漂うくらいだけど……」

　だから飛ぶというよりは浮遊、という感じになっている。

「私の紋章は風なのよ。重力がないなら風の推進力で進めるはずだわ。相乗効果よ」

　それは面白いな、とクノンは思った。

　相乗。

　つまり合わせ技で飛ぶのか。

　クノン自身の魔術操作と、レーシャの風の力で、どこまで速度が出せるのか。

　──黒の塔に来て貴重な話はたくさん聞いたが、肝心の彼らの実力はほとんど実感できないままだった。まあ話を聞くだけでも実力の片へん鱗りんは感じられたが。

　しかし、最後の最後でその実力が垣かい間ま見みえる実験ができるというなら、大歓迎だ。

「そもそも『水球ア・オリ』に乗る、って発想がなかったからね。これすごく興味深いのよ」

「興味深いのはお互い様です。僕もあなたに興味津々です。きっとイタズラな風のように子供を惑わしたり子供を翻ほん弄ろうしたりする魔性の女性なんでしょうね」

「なんで翻弄するの子供限定にしたの？　子供限定の魔性の女だと特殊な趣味っぽいんだけど。──まあいいわ、さあ行くわよ！」







「柔らかくてよかったわね」

「柔らかくてよかったですね」

　クノンの操作とレーシャの風。

　二つを組み合わせた結果、とんでもない速度で飛んだ。

　そして身体からだを打つ風の強さにクノンが操作を誤り、見事にバランスを崩して不時着した。

　いや、その様はもはや墜落だった。

「すみません、僕のミスです……」

「いえ。初めてやる以上、失敗のリスクを念頭に置いておくべきだった。私の監督ミスだわ」

　かろうじて「超軟体水球」を二人に巻き付けるように出し、それをクッションにしたことでなんとか無傷で生還した。

　激しく地面をはずみ転がり、ようやく止まったところで二人は立ち上がる。

　二人とも、あまりの恐怖に、生まれたてのシカのように足ががくがくしていた。

　本当に。

　下手へたをしたら、死んでいた。そんな速度の事故だった。

「もっと実験が必要だわ」

「そうですね」

　結果死亡事故になりかけたが、これはこれで運搬や移動の歴史が変わる発見──

「──三回目ですね、レーシャ様」

「……」

　どうやら二人が派手に地面を転がっているのをどこかで見て、走ってきたのだろう。

　今け朝さの「廊下大滑り事件」で捕まり、人影落下事件で睨にらまれ、そして今回。

　もはや顔見知りとなったあの騎士と、本日三度目の再会だった。

　二人ともすっごい怒られた。
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　──第九王女ミリカ・ヒューグリア、とっくに戦闘態勢である。

　婚約者と初めてのディナーである。

　これを戦いと言わず、なんと言うか。

「ミリカ様、少し落ち着いてください」

「……」

　陽ひが傾き出しいよいよとなった今、ミリカは一層落ち着かずに自室をうろうろしていた。

　今や侍女ローラの声が聞こえないくらい、緊張が高まっている。

　昼を過ぎた頃ころからそわそわしていた。お茶の時間が過ぎた頃には、すっかり準備はできていた。無駄に早く早くと急せかすから。

　この日のために気合いを入れて手入れをしていた金色の髪は、子供の髪特有の柔らかな輝きと相まって眩まぶしいくらいだ。これが若さか。

　必要以上の手を入れさせなかったが、連日の長風ぶ呂ろで磨かれた白い肌は、瑞みず々みずしさときめ細かさと艶つややかさをこれでもかと主張している。これが若さなのだ。

　瞳ひとみと同じ色の少し背伸びした青いドレスは、今日のために大急ぎで用意したものだ。

　あとは、彼が来るのを待つばかり。

　婚約者とのディナー。

　初めてのディナー。

　もっと言うと、初めての外出してのデートだ。

　いつものグリオン家の離れではなく、違う場所に行くのだ。

　今日のミリカからは、絶対に失敗できないという気迫が感じられる。

「……」

　ローラは小さく息を吐いた。

　初デートに意気込む。それは大変可愛かわいらしいと思う。

　ならばもう放っておいた方がいいかもしれない。

　──それから程なく、ミリカの部屋に硬質な音が響いた。

　ノックの音である。

　待ちに待ったその時が来たのだ。

　捕獲され閉じ込められた肉食獣のようにうろうろしていたミリカは、瞬時にテーブルに着いた。中身の冷めきったティーカップを優雅に持ってみる。

「ローラ」

「はい」

　水面下では足あ掻がくが、水面上では優雅に。

　うまいこと表面は取り繕うミリカの指示を受け、ローラはドアの向こうの相手に用向きを尋ねる。

「──クノン・グリオン様が到着されました」

　ついに来た。

　待ちきれないとばかりにミリカは立ち上がり、ローラを追い抜いてドアを開けて出ていってしまった。

　取り繕おうという理性を、感情が超えてしまったようだ。

「ミリカ様、お待ちください」

　そんなミリカを追って、ローラもゆっくりと後を追う。

　果たしてどんな男なのか。

　大事なお姫様の心を射止めた王子様には、専属侍女も興味津々だった。




　結論から言うと、なかなかの子供だった。

「──今日はちゃんとエスコートしますよ。さあ、お手を」

　目に眼帯を巻いた少年だった。聞いていた通り目が見えないようだ。

　しかし挙動はそれをまったく感じさせない。

　まだまだ似合わない背伸びした紳士らしい振る舞いで、小さなお姫様をリードする。馬車に乗る時降りる時に手を貸し、連れ添って予約を入れたレストランへ。

　高級レストランとして知られる店内に入ると、小さな紳士と淑女は大いに注目を集めた。

　テーブルに着いている貴族であろう者も、いかにも商売で成り上がった感がある者も、場違いな子供のカップルに目を向ける。

「お待ちしておりました、グリオン様」

　格式高い店だけに店員は弁わきまえたもので、子供でも一人前の紳士と淑女として接し、予約した個室の席に案内する。

「──君の青々とした瞳とドレスに乾杯」

　そんな言葉を皮切りに、二人は和やかに話をする。その間、侍女ローラと同行している護衛は、有事に備えて待機だ。

「──王宮魔術師は皆すごかったですよ。殿下のその生き生きとした髪のようにね」

　話が進み、前菜が運ばれてくる頃には、ミリカの緊張もだいぶほぐれてきた。

「──なんとかテストにも合格しました。どう話がまとまるかは聞いてないんですが、きっと殿下のその色いろ艶つや形が完かん璧ぺきなトゲトゲの爪のように話を整えてくることでしょう」

　確かテストに合格したら王宮魔術師の家庭教師がつくという話だったな、とローラは考える。今日クノンが王城へやってきた理由でもある。

　王宮魔術師が王城から離れるのは、かなりの大事である。本来なら許されないことだがどうなるのか……しかしそれは一介の侍女が気にすることではない。

「──興味深い話もたくさん聞けました。あ、もちろん殿下の煌こう々こうとした話の方も魅力的ですけど。ところでこの肉はおいしいですね。非常に清すが々すがしい味ですね」

　清々しい味とはいったい。

　若干クノンが何を言っているかわからない時もあるが、ミリカが楽しそうなので、まあいいのだろう。

　ここはすでに二人だけの世界なのだ、それこそ外野が口出しすることじゃない。
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　ディナーは進み、デザートとなった。

　このテーブルの紳士と淑女は酒が呑のめない年齢なので……更に言うと門限まであるので、デザートが片付けばデートは終了である。観劇に行くこともないし、洒落しやれたバーに行くこともない。

　何事もなく終わってくれそうで、ローラは少しほっとしていた。

　クノン・グリオン。

　直接見ていた限りでは、ミリカに聞いていた通りの少々変な子だな、というのが率直な感想だった。

　……と、油断していたその時だった。

「──今の僕にはこんなディナーが精々です。でも、殿下と結婚すれば、毎日毎日こんな時間が過ごせるんでしょうね。

　あなたと共に歩んでいるであろう、十年後が楽しみで仕方ありません」

「あ」と。

　思わず声が漏れそうになったローラは、己の口を手で塞ふさいだ。

　時々出る軽薄な言葉は「はいはいそうね」と聞き流していたが、今のは響いた。予想外に響いた。もう可愛らしいとも小娘とも言えないローラの女心にさえ強く響いた。

　見ればミリカも同じように手で口を塞いでいた。

　今のは効いた、とばかりに。

　耳まで真まっ赤かになり、揺れる瞳でクノンを見ていた。

　なぜか護衛の男までもが同じポーズだった。なぜ彼までときめいているかは謎である。

　──帰ったミリカは、きっと大騒ぎして今夜は眠れない夜を過ごすのだろうな、とローラは思った。

　クノン・グリオン。

　なかなかの男の子である。








第六話　新たな師









　気が付いたら朝になっていた。

　この上なく楽しい一日が終わってしまったことを悟り、クノンは少々気が抜けている。

　昨日きのうは、初めて王城に上がった。

　黒の塔で、ジェニエ以外の魔術師とたくさん話した。

　夜は予定通りミリカとディナーに行った。しかしミリカには悪いが、正直黒の塔で話したことがずっと頭をぐるぐる回っていて、よく憶おぼえていない。

　失礼なことはしていないと思うが、きっと浮かれていて普段より気配りはおろそかだったことだろう。お詫わびの手紙くらいは書いた方がいいかもしれない。

　そしてグリオン家の離れに帰ってきてからは、ずっとメモと記憶を元に、考察しながら考えをまとめた……いや、まとまらないままでも、思いついたことは全部レポートとして書き殴った。

　気が付いたら意識を失っていて、起きたら朝でベッドである。今ここだ。

　きっと侍女がテーブルに突っ伏して寝ていたクノンを運んだのだろう。

　昨日は王宮魔術師たちと至福の時を過ごし、なかなか浮かれた一日だった。

　自覚はなかったが、きっと疲れていたのだろう。いつの間にか寝ていて、いつの間にか昨日が終わっていた。

　クノンの意欲や魔術の才はともかく、所しよ詮せんまだ九歳である。多少鍛えていたところで体力だって知れたものである。

「……あれ？　イコ？」

「はい。おはようございますクノン様」

　今日も室内で待機していた侍女が、クノンの呼びかけに答える。

「もしかして、ちょっと遅くない？」

　いつもより寝ざめがいい。覚えのあるこの体調は、たくさん寝た翌日のものだ。

「そうですね。少し遅めですね」

「起こしてよ」

　いつもはもっと早く起こしてくれるのに。

　時間と体力と魔力が勿もつ体たいないとクノンは思う。睡眠なんて、体力か魔力が尽きて疲れた時に昼寝でもすればいいと思っている。

「駄目ですよ。クノン様、昨夜は本当に遅くまで起きていたんですから。子供の睡眠は仕事ですよ。身体からだの成長に関わる大事な時期なんですから」

　そう言われると不満はもう返せないが。

「成長かぁ。やっぱり女性は大きい方がいいの？」

「大きい方が好きって方も確かにいますね。まあ私は大きかろうが小さかろうがクノン様が好きですけど」

「ありがとう。僕もイコが……おっと、これ以上はミリカ殿下に悪いから言えないな」

「えーずるぅい。女にだけ言わせてぇ。クノン様の女ったらしぃ」

　はっはっはっ、と笑い合うと、二人は行動を開始した。

「今日は午前中の運動を午後に回すから。朝食の準備を」

「畏かしこまりました」

　用意されていたたらいを持って表に出て、魔術で水を満たして顔を洗う。

　歯を磨き、温水の「水球ア・オリ」で軽く髪全体を濡ぬらして整えながら脱水させる。これも「水球ア・オリ」でできる技の一種だ。

　クノンはそんな毎朝の支度をしながら、昨夜のことを思い出していた。

　いつ寝たかは覚えていないが、朦もう朧ろうとしながらレポートは書いていた。はずだ。

　だが、全すべて書き上げた記憶はない。

　だから昨日のまとめはまだ済んでいないのだ。

　黒の塔で過ごした貴重な体験を、余すことなく自分のものにしなければ。

　まだちゃんと記憶に残っている内に。

　記憶と言えば、王城で三回も叱しかられたことが真っ先に思い浮かぶ。

　叱られたことだけはいつまでも忘れないくせに、憶えておきたいことは忘れていくのだ。記憶力とは難儀なものである。

「よし」

　すっきりしたクノンは、気合いを入れて部屋に戻った。




　レポートの作成が終わり、今度はそれらの実験と検証に入る。

　充実した時間ではあるが、やはり、貴重な意見を聞かせてくれる師の存在が欲しくなる。

　黒の塔で過ごした甘く刺激的な時間を経験した今、余計にその想おもいが募っていく。

　それから数日ほど、充実しているがそれでも満たされない毎日を過ごしていると──ようやく吉報が届いた。

「やった！　イコ、新しい先生が来るって！」

「新しい師を用意する」と約束してくれた王宮魔術師総監ロンディモンドからの手紙には、クノンと侍女が喜ぶべきことが書かれていた。

「よかったですね。いつ来られるので？」

「明日だって。よかったね、イコ」

「はい？」

「君が会いたがってたゼオンリー様が来るんだって」

「ええっ!?　美び貌ぼうの魔術師と噂うわさのゼオンリー様が!?」

　黒の塔に行ったあの日。

　クノンは全然興味がなかった……というより、そこで過ごす時間が楽しすぎて、噂のゼオンリーの名を思い出しもしなかったが。

　しかし、確か、何かの雑談の中で、誰かが言っていた。

　──ゼオンも不幸だよね、こんな面白い子が来てるのに不在なんて、と。

　魔術に関係ないことだったからクノンから触れることもなかったが、そんな発言があったことはうっすら覚えている。

　あの日、噂の美貌の王宮魔術師ゼオンリー・フィンロールは、黒の塔にいなかった。

　そのゼオンリーが、教師としてグリオン家にやってくるそうだ。

「ほんとに来るんですか!?　明日はお化粧しなきゃ！」

「僕以外に綺き麗れいなイコを見せるの？　嫉しつ妬とでおかしくなっちゃうよ」

「ごめんクノン様！　今そういうの無理！　どうしようっ爪のお手入れもしなきゃ！　髪も切らなきゃ！　あと痩やせなきゃ！　失礼します！」

　ばたばたと侍女は部屋を出て走って行ってしまった。

　…………。

「……イコにフラれるとちょっと傷つくなぁ」

　一人きりになった部屋でぽつりと寂しげに呟つぶやいたクノンは、小さく息を吐いて手紙をしまうと、今日の実験結果のレポートを書く作業に戻るのだった。




　　　　◆




　翌日。

　朝から……いや、前日から様子のおかしい侍女と待っていると、昼を過ぎた頃ころに彼らはやってきた。

「あれ？」

　侍女を連れてグリオン家本館の玄関まで出迎えに出てきたクノンは、違和感を覚えた。

　今、少し離れたところに、外から来た馬車が止まった。

　そこまではいいが──御者を除いて、降りてきたのは三人だった。

「クノン君！」

　しかも一人はミリカだった。

「殿下？」

　彼女が今日来る予定はなかった。ミリカと会うのは二週間に一回。先日のディナーは物のついで、という側面が強い。

　予定だけで言えば、やってくるのは魔術の師となるゼオンリーだけだったはずだ。

「来ちゃいました！」

「あ、はい」

「……あら、嬉うれしくないですか？」

　若干沈んだミリカの声に、クノンは即座に「いいえ」と答えた。

「思いがけず会って驚いているだけです。殿下と会う時は毎回ちゃんと心の準備をしているので急に会うとその可愛かわいらしさと美しさに緊張して何も言葉が出てこなくなっちゃうんですよね。まさに蛇に睨にらまれた蛙かえる的な？　でも見えないから睨むとかそういうのよくわかりませんけどね！　あっはっはっ！　あれ？　香水変えました？　今度の香水は大人っぽくて素敵ですね。よく似合っていますよ」

「も、もう……香水はまだ早いと言われているから、元々付けてません。……まあ、石せつ鹸けんは変えましたけど……」

　よくわからない言葉の乱打で煙に巻かれたミリカは最後にだけ反応して照れ、クノンはなんとか予定になかった訪問による戸惑いを隠し通した。

　こういう何気ない時の反応が、意外と心に残るのだ。クノンは、万が一にも女性の心に傷を残すくらいなら、多少軽薄に見られる方がましだと思っている。

　これぞ紳士の心意気である。

「おいダリオ、なんか将来浮気に走りそうなガキがいるぞ」

「やめろ。あれがクノン・グリオン様だ」

　ミリカと共に馬車を降りた、彼女の後ろにいる男性が二人。その片方の暴言がしっかり聞こえたが、クノンは気にしなかった。

　女性を悲しませるくらいなら、多少評判が落ちる程度は許容できる。

　これも紳士の心意気である。

「初めまして、ようこそ。僕がクノン・グリオンです」

　ミリカが察して避よけたので、クノンは一歩出て挨あい拶さつをする。二人いるが、どちらかが待っていたゼオンリーだろう。

　いや、恐らくは左の男だ。右の男は声を覚えている。

「おまえがクノンか」

　そう言ったのは、左の男だ。

「俺がゼオンリーだ。ロンディモンドから、面白いガキがいるから会いに行けと言われて来た。言っておくが、面白くなかったらこれっきりだ。いいな？」

「──」

　クノンはごくりと喉のどを鳴らした。

　別にゼオンリーの粗野な口調に引いたわけではない。

　あと数歩という距離まで近づいて、ようやく感じたゼオンリーの魔力に、圧倒されたからだ。

　なんと濃密な魔力か。

　非常に濃く、粘りがあるというか。

　ロンディモンドもブルーチーズのように濃いと思ったが、ゼオンリーの魔力は、まるで蜂はち蜜みつのように濃い。

「あなたがゼオンリー……」

　思わず呟く。

　正直、想像していた以上に、すごい人が来たようだ。

　ロンディモンドは別として、彼はきっと、先日会った王宮魔術師の誰だれよりも魔術に精通している。

　魔力を通して、直感でそれがわかった。

　恐らく二十代半ば。ジェニエより二、三歳年上くらいだろう。

　まだまだ歳とし若いはずなのに、熟練の老魔術師のような魔力だ。

　──この人を師と仰ぎたい。

　クノンは会うなりそう思った。

　噂の美貌の真偽は知らないが、実力は間違いない。ならば迷うことはない。

「様を付けろよ。いいか、俺はガキは嫌いだ。泣いたりわめいたりしたらすぐに帰るからな。俺は好きで来たわけじゃねえ、忘れるなよ」

「つまり縦社会のしがらみで来たんですね。そういうのありますよね。わかります！」

「しがらみっつーか…………ああ、まあいいや」

　ニコニコしているクノンに毒気を抜かれたゼオンリーは、もう念押しを諦あきらめた。

「そちらの方は、先日王城でお世話になった騎士様ですね」

　右の男は気配にも覚えがあった。忘れたい嫌な記憶とすぐに結びついた。

「はい。先日は……なんと言っていいのかわかりませんが。私も仕事でしたので、あれはあれ、これはこれということでお願いします」

　叱しかった方と叱られた方の関係である。確かになんと言っていいのか困る関係である。

　クノンが「お世話になりました」と言うのはいいが、真ま面じ目めな騎士は「お世話しました」とは返せないだろう。しつこくこの場で先日の注意を繰り返す必要もないはずだ。

「私は第三騎士団所属ダリオ・サンズです」

　これで、城から来た者たちとの自己紹介は終わった。

　正直、ミリカとダリオがなぜ来たのかはわからないが、事情を聞くのは後でいいだろう。

「ではこちらへどうぞ。僕は離れに住んでるんです。ところでゼオンリー様って美貌の魔術師で合ってます？　僕見えないからあなたの顔がかっこいいかわからないんですけど」

「あ？　かっこいいに決まってんだろ」

「へえすごいんですね！」

「……おまえさ、若干俺のことバカにしてない？」

「してないですけど？　何か不満でもありましたか？」

　そう言われると、言葉の上では失礼はない。

　ただ、クノンの言葉が異様に軽く感じられるだけだ。

　──今まで接してきた子供とは一味違うクノンに、ゼオンリーは早くも少々戸惑っていた。




　ゼオンリーが来ることは知っていたので、離れの庭先にはテーブルを用意してある。天気もいいし風も穏やかなので、外に席を用意した。

　まずはお茶を飲みながら対話をしようと思っていたからだ。

　だが予定にないミリカとダリオもいるので、クノンは侍女に言いつけ、椅子を二つ追加してもらった。

「いえ、私はミリカ殿下とゼオンの護衛なので」

　ダリオは断ったが、結局テーブルから離れた場所に椅子を置き、そこで待機となった。

　あくまでも護衛なので、護衛の距離を保ちたいそうだ。

「クノン君は聞いたことありませんか？　王宮魔術師は、あまり自由に動けないのです。肩書きとしては国一番の魔術の研究者となるので」

「あ、父上に聞いたかも」

　王宮魔術師を師に欲しいと言った時、父親はそのようなことを言っていた。

「だから護衛なんだね。そうだね、魔術の情報って貴重だからね。誰が狙ねらってもおかしくないよね」

　表に出ている魔術の情報は、世界的に発表されたものだけに限られる。あるいは実験と試行が足りない不確かなものや仮説か突拍子のない新説か、だ。

　それ以外は独自の研究となるので、魔術師を抱える国か組織か、もしくは魔術師個人がその成果や情報を独占している状態にある。

　それらは、おいそれと外には出せない情報であり、またその筋の人が血ち眼まなこで欲しがる情報でもある。

　要は、たくさんの魔術に関する貴重な情報を持っているだろう王宮魔術師、というだけで営利目的で誘拐される可能性があるということだ。

　ジェニエなどの市井で過ごす普通の魔術師なら、さすがにそうでもないらしいが。

「それで、ミリカ殿下はなぜここへ？」

「王宮魔術師の外出に対する理由付けですね。表向きは、私のグリオン家訪問に護衛としてゼオンリー様とダリオ様が同行した、という形になっていますので」

「あ、そうなんだ。そういうのもできるんですね」

「少々強引なやり方らしいですが、私も詳しくは……ただ、王宮魔術師を動かすには相応の理由が必要なので」

　ゼオンリーも、大っぴらに王宮魔術師としてやってきたわけではないだろうから、傍はた目めには小さなお姫様と護衛二人に見えるように仕立てたのだろう。

「僕のためにゼオンリー様を連れて来てくれたわけですね。ありがとうございます、殿下」

「い、いえ……私もクノン君に会いたかったですから……」

「僕もですよ。可愛かわいい僕のお姫様」

「──おいやめろ。俺も同じテーブルにいるんだぞ。ガキのイチャイチャなんて見てらんねぇよ」

　大人しくお茶を飲んでいたゼオンリーが、あらぬ方に脱線しそうになっていた子供たちの話に割って入る。

「それぞれの事情はわかっただろ？　今度はお兄さんと楽しい魔術の話をしようや。なあ坊主」

「はい。よろしくお願いします」

　そんな会話を境に、クノンとゼオンリーの気配が変わった。

　いや、正確にはまだクノンだけか。

　これまでのクノンはいつもの気負いない態度だったが、今は見えない銀色の瞳ひとみがゼオンリーに向いている。

　無知な子供をからかってやろう、という意図が見え見えの、へらへら笑っているゼオンリーに。

　悪趣味なお兄さんである。

　この場でそれに気づいていないのは、見えないクノンだけである。

「今更基礎の話もねぇだろ。ぶっ飛ばして実用的なとこからだ」

「わかりました」

「重奏は何段使える？」

「三十一です」

「あ？」

「無理したら三十二です。でも失敗もあります」

「……やるじゃねえか」

　なるほど、とようやくゼオンリーは納得した。

　自分がクノンに会うよう命じられた理由。

　魔術師たちから漏れ聞いた嘘うそのようなクノンの知識と実力が、嘘ではないこと。

　あれらの話が本当に本当ならば、己の実験と研究と試行に、これ以上ないほどうってつけの人材だ。助手や弟子なんていらないと思っていたが、強く断るほど欲しくないとはゼオンリーも言わない。

　師は弟子を育てる。

　弟子は師を手伝う。

　双方メリットがあるなら、特に己に利があるなら拒む理由はない。

「まあ俺は五十は行けるけどな」

「五十!?　そんなに!?　どうやって!?」

「俺こそ聞きてぇよ。どうやって三十……いや、二十段の壁を越えた？　ありゃ独学でやれるもんじゃねぇだろ。おまえに魔術教えた師匠もそこまでできなかっただろ」

「紋章を重ねました。今では二重が基本です」

「……独学でそれに辿たどり着ついたのか。ハッ、やべぇガキだな」

　ここで初めて、ゼオンリーの笑みが、違う意味になる。

　間違いなく逸材だ。掘り出しものだ。同僚の王宮魔術師たちが欲しい欲しいと騒いでいた理由がよくわかる。

　現にゼオンリーも、この小さな見習い魔術師が少し欲しくなってきている。

「おまえに魔術を教えたのは、確かジェニエ・コースだったな？」

「はい。お知り合いで？」

「いや、情報として知ってるだけだ。初心者には悪い師じゃなかったと思うぜ。何事にも段階ってもんがある、いきなり二段も三段も飛ばして教えられてもわかんねぇしな。

　できる魔術師ほど人に教えるのが下手へただったりすることもザラにある。俺だって初心者にはたぶん教えらんねぇ。俺は最初からできたから初心者の苦労なんてわかんねぇし」

　ちらちら自画自賛を挟んでいくゼオンリーのやり方はともかく。

　そう、現在のクノンの力量を考えると、ジェニエ・コースの教育は悪くなかったということだ。

　たとえクノンの資質が高かろうとも、それを高めて王宮魔術師に会うまでに育て上げたのは、紛れもなく彼女である。

　優秀な魔術師と、優秀な魔術の教師は、同じではないのである。

「よし、だいたい実力はわかった。実際に腕を見せてみろ」

「その前に五十段のやり方を」

「駄目だ。できねぇ奴やつに教えたって無駄だろ。俺は時間を無駄にする趣味はねぇ、できることを証明してから堂々と教えを乞こえ。この俺に媚こびへつらってな」

「かっこいいゼオンリー師匠お願い教えて。僕師匠のいいところ見てみたいなぁ。あと心の広いところと優しさと愛いとしさと時折見せる寂しげな横顔も見てみたいなぁ。まあ見えないけど」

「色々言いてぇけど切りがねぇからやめとくが、まず師匠って呼ぶな。まだ認めてねぇよ。──実力なら今から少しだけ見せてやるよ。課題としてな」

　ゼオンリーがそう言うと、テーブルのすぐ傍そばに土の壁がせり上がった。

　クノンが誰だれよりも早く反応し、反射的にそちらを向いた。ゼオンリーの動いた魔力を追ったからである。

「俺の紋章は三ツ星の土だ。土は地味だと思われがちだが、これがまた奥が深くてな……そんなことはいいか。

　おまえ、水のベッドが出せるんだろ？　出せ。俺は寝る。

　その間に、おまえはその壁を魔術で壊してみせろ。それが課題だ。できなきゃこれっきりだ、次はねぇからな」

　──恐らくやるだろうな、と。

　ゼオンリーはそんな予想を立てつつ、クノンの出した「超軟体水球」に埋もれた。思わず「ふぉっ!?」と驚きの声を上げてしまった。

　想像以上の柔らかさだ。

　身体からだの負荷が消え失うせる、水鳥の羽の山に飛び込んだかのようなふわっふわの寝ね心地ごこち。

　確かに水に触っているのに、まるで濡ぬれることがない不思議な感触。

　冬であることを考慮した適度な温かさ。

　気づかないふりをしていた疲れと寝不足が牙きばを剥むき、容赦なく意識にぶら下がる。

　その重みに耐えられず、いや、耐えることなく、ゼオンリーはあっという間に眠りに落ちていった。

　これ絶対同僚の誰かに習得させよう、と思いながら。




　そんな即座に寝落ちするゼオンリーから興味を失ったかのように、クノンはそびえる土壁に触れていた。

　土をガチガチに固めた一枚の板、という感じだ。

　厚みもあまりなく、きっちり測って整えたような長方形で、まるで大工が用意した建材のようだ。

　押してみてもビクともしないし、軽く杖つえでつついてみてもコンコンと硬質な音が返ってくるだけ。

　全力で殴ってみても欠けることさえないだろう。むしろ杖の方が折れるかもしれない。

　恐ろしく固い土壁で、手触りはさらさらしている。

　素材は乾いた土そのもののようだ。

　だが、これを構成している魔力がすごい。

　クノンの「水球ア・オリ」と同じく、魔力を閉じ込めて切り離す独立型。継続して魔力を消耗するのではなく、事前に魔力を込める形だ。

　術者が解除するか、閉じ込めた魔力が尽きるまで存在し続ける。

　クノンの勘では、この壁は二日くらいは持つだろう。

　最長持続時間半日のクノンには、これ一つでゼオンリーの実力がよくわかる。

　たとえ彼じゃなくとも、王宮魔術師ほどの人なら、誰が来てもクノンは学ぶべきものがたくさんあっただろう。

　だが、これはそんな王宮魔術師の中でも、頭一つ飛びぬけている実力者の魔術だ。

　偉そうにちょくちょく自画自賛を挟むだけはある。

　ゼオンリーは、クノンのはるか上にいる魔術師である。

「……なるほどなぁ」

　こうして触っているだけでも勉強になる。

　込める魔力をかなり圧縮している。それで持続時間を延ばすとともに、硬度も保っているのだ。

　やはり、こう、ぎゅっと詰め込むのは、魔術師界かい隈わいでは常識なのだろう。クノンは自分なりの解釈で辿り着いた境地だが、魔術師にとってはあたりまえの技術だったのだ。

　ただ、ぎゅっとする密度が、段違いだが。

　恐らくは四十を超える重奏魔術の結晶。

　問題はどうやってそこまで重奏を増やせるかだが……。

　──魔術は紋章である。

　──紋章は魔法陣である。

　魔術は魔法陣から出る。魔力で描く魔法陣から、その形に魔力を放つのだ。それが魔術となる。

　術者は、その魔法陣を組み替えることで、いろんな魔術を使うのだ。

　特定の「言葉」で組まれる魔法陣はいくつも発見・発表されているが、それはあくまでもベース、基礎である。この基礎を定型魔術という。

　魔術の神髄は、定型魔術から発展させた術者独自の魔術。オリジナリティに特化したそれである。

　重奏とは、どれだけベースの紋章を……魔法陣を分割し、再構築したかの数になる。単純に言うと、定型魔術を何回改造したか、という話である。

　その数がオリジナリティの高さ、魔術のレベルを示すと言える。

　数が増えれば増えるほど難易度が高くなり、制御も困難になる。失敗なんてあたりまえにする。試行とはそういうものだ。

　クノンは「ベースになる魔法陣をぎりぎり二つ重ねる」という発想で、ゼオンリーの言うところの「二十段の壁」を越えた。

　だからクノンの「水球ア・オリ」は、同じ魔術を同時に二つ使っているという解釈が近かったりする。片方が十段ずつ担当、という感じだ。

「……」

　クノンは、「超軟体水球」に埋もれてすでに寝ているゼオンリーを振り返り、少し溜ため息いきを吐ついた。

　そしてテーブルに戻った。

「ミリカ殿下、少しお話しましょう」

「え？」

　魔術の話になったので、余計な口を出さず様子を見ていたミリカは、クノンが戻ってきたことに驚いた。

　課題はいいのか、と聞きたかったが、聞かなかった。魔術のことはわからないから。

　──どうもゼオンリーはお疲れのようだ。

　今寝たばかりだ。すぐ起こすのは忍びないので、クノンは少しだけ時間を掛けることにした。

　触ってわかった。

　あれくらいなら、すぐ壊せる。




「……うおっ!?」

　寝ていたゼオンリーが声を上げた。

「やべぇ、完全に熟睡してた……いてっ」

　ぐにぐにしてなかなか起き上がれない「超軟体水球」に溺おぼれる。転がりながら抜け出たゼオンリーは一回地面に落ちたあと、立ち上がる。

　まさか本気で意識を失うくらい、深い眠りに落ちるとは思わなかった。

　本当にまさかだ。うとうとできればそれでいいと思っていたのに。

　空を見れば、まだまだ青い。

　そんなに長く寝ていたわけではなさそうだ。

「よく眠れました？」

　そう問うクノンはともかく、ミリカとダリオの目はかなり白い。こいつ何寝てるんだ、と言わんばかりだ。

　ゼオンリーはそんな些さ細さいなことは気にしないが。

「おうガキ、おまえ随分余裕だな。壁壊すのは諦あきらめたのか？」

　クノンはテーブルにいて、ミリカと談笑していたようだ。

　ゼオンリーは無遠慮に再びテーブルに着き、子供たちの茶菓子であるスコーンを無遠慮に横取りする。

　──課題の土壁は依然として残っている。

「あ、もう壊しちゃっていいですか？」

「あ？　おう、やれよ。やれるもんなら──」

　クノンが壁の方に手を向けると、土壁にぶわっと水泡が広がり、表面が小さな泡に包まれた。

「洗泡ア・ルブ」だ。

　細かい泡を立てて汚れを浮かせる、という何かを洗うことを目的とした洗浄の魔術である。水属性の初歩的な魔術だ。

「……フン」

　化粧の濃い侍女が淹いれてくれた紅茶を飲み、鼻を鳴らす──嬉うれしそうに笑いながら。

「課題の意図はわかったか？」

「恐らく、許容量以上の水を吸わせたら極端に脆もろくなる土の壁、ですよね？　歯を折ることを目的とした堅パンのように乾いていたので、すぐにわかりました」

「堅パンの目的は歯を折ることじゃねえが、概おおむね正解だ。

　で、なぜ『洗泡ア・ルブ』を選んだ？　おまえの得意な魔術は変幻自在の『水球ア・オリ』なんだろ？　俺はそっちで試行錯誤して最終的に崩すと思っていたがな」

　試行錯誤の回数が、そのまま土壁を壊すことに繋つながる。

　要するに諦めなければ崩せる壁だ。

　クノンはまだ攻撃に使える魔術を習得していないと聞いていたから、直接的な攻撃や衝撃以外でも壊せる壁、突破できる課題を用意した。

　ただし、壁の水の許容量は、恐らくクノンの総魔力で限界ギリギリまで振り絞ってようやく、くらいにしたつもりだ。

　そんな馬鹿正直な方法でチャレンジしていたら、かなり苦戦したはずだが。

「こっちの方が楽だと思ったからです」

　クノンがそう言うと同時に、土壁の上部が泡とともにぼろぼろと崩れ出した。

　土に侵食する水泡の一つ一つが、少量の土を閉じ込め、壁から分離していっている。

　土壁そのものを汚れと見なし、土壁を洗っているのだ。

「楽、なぁ……いいじゃねえか。馬鹿みたいな力押しのやり方は気に入らねぇ、これくらいスマートなら悪くねぇ。

　状況と対象に適した魔術がある。魔術師ってのはそれを的確に見抜いてこそだ。力を誇示したいだけの無駄撃ちなんざ、火の紋章持ちの馬鹿どもにやらせときゃいいんだ」

「じゃあ僕を弟子にしてくれます？　やったぁ！」

「待て！　まだ承諾はしてねぇ！」

「でもしてくれますよね？　課題やったし。スマートに」

「……チッ、仕方ねぇな」

　あんまり素直に喜ばれると、無駄に反抗したくなるが……約束は約束だ。

　ミリカもダリオも化粧の濃い侍女も「これ以上ごねるなよ」と言わんばかりに、ゼオンリーを睨にらんでいる。

　怖くはないが、揉もめたら後々面倒そうだ。

「──クノン、おまえは今日から俺の弟子だ。喜べよ。今日のおまえは間違いなく世界一幸運なガキだぜ。この俺が師になるんだからな」

　ゼオンリー・フィンロール。

　クノンにとっては大事な転機となる出会いだが、それは彼にとっても同じだった。

　この時期を境に、次々実績を作る彼の名は、世界中に広まることになる。

　そして、転機を迎える者がもう一人いた。




「ははあ、世界一……確かにそうですね。師匠も見つかったし、ミリカ殿下も隣にいるし、これ以上望んだら罰が当たりますね」

「もう、クノン君ったら……」

「わかってると思うが一応言っておくぞ。許嫁いいなずけより師匠優先だからな」

「はあ？」

　ミリカが聞いたことのない低い声を上げてゼオンリーを見る。

　まるで地獄の底から漏れてきた悪魔の声のようだ、とクノンは思った。

　怒った女性は恐ろしいと侍女から聞いていたが、間違いなさそうだ。

　ミリカが怒ったところなんて初めて見たが、彼女も例外では……。

　いや、クノンにとっては、彼女こそが特別なのだろう。他の誰かの怒りより、ミリカの怒りだから怖いのだ。

「恋愛は大人になってからやれよ。俺の弟子になった以上、クノンはいずれ魔術学校に行かせる。それまでにやることは山積みなんだ。教えてぇことも数限りねぇし、俺の実験にも付き合わせる。だらだらやってる時間はねぇんだよ。

　そもそも、あんたはどうすんだよ。ミリカ殿下」

「何がですか？」

「彼氏が死ぬほど頑張ってる時に見てるだけでいいのか、って話だ。あんたもやるべきことをやった方がいいんじゃねぇのか？

　俺の弟子だぜ？　これからクノンはどんどん伸びるしガンガン出世もする、功績もやべぇくらい積み上げるだろうよ。爵位だって得られるぜ。

　いつまであんたの彼氏かわかんねぇぞ？　そのうち俺ほどじゃねぇがクノンを欲しがる女が群がるぜ？　わかるだろ、第九王女さんよぉ」

「っ……！」

　ミリカはギリッと歯を食いしばり、反論を呑のみ込んだ。

　言われてすぐに、クノンを欲しがる女──自身の姉たちの顔が思い浮かんだからだ。

　ミリカは第九王女だ。王族の中では非常に立場が弱い。

　立場の強い上の兄姉きようだいたちが幅を利かせているせいで、王城内での情報戦も絶対に勝てないようになっている。

　本気で姉たちがクノンを……第九王女の許嫁を欲しがった時、きっと大した抵抗もできないまま、奪われる。

　ゼオンリーの言う通りなのだ。

　絶望するほど言う通りなのだ。

　魔術師としてメキメキ頭角を現してきたクノンは、今や王宮魔術師の弟子になるほど成長している。

　対して、自分は？

　貴族の義務である教育は受けているが、それだけだ。

　誰かに認められることもなく、ただただ弱い立場に甘んじ、何も得ようとせず、学校へ行くにも護衛さえ付けられない、価値の低い第九王女として生きているだけ。

　──そこまで考えて気づいた。

　もうすでに、クノンは自分には相応ふさわしくないのだ、と。

　小さな頃ころはクノンの許嫁であることが苦痛で逃げた。

　でも今は逆だ。

　クノンはミリカを置いて、先に行っているのだ。

　ミリカが呼べばクノンは振り返ってくれるから、だから気づかなかった。実際はすでに二人の距離は大きく空いているのだ。

　間に誰かが入れるくらいに。

　入ろうと思えば、簡単に入れるくらいに。

　今や将来大成しそうな魔術師クノンの価値を、吹けば飛ぶような下位の王族より、重く見る者も少なくないはずだ。

「師匠、殿下をいじめないでください」

「いじめた覚えはねぇ。むしろ応援してるくらいだぜ。おまえらお似合いだからよ」

　ゼオンリーの言葉に嘘うそはない。

　引ひっ掻かき回して遊んでいるように見えるが、本当に嘘はない。遊び半分での口出しではあるかもしれないが。

「そんなこと言って。ほんとは女の子をいじめるのが好きなんでしょ？　師匠ってそういうタイプっぽいですし」

「あ？」

「それで、気が付いたら手遅れになってるタイプでしょ？　ひねくれてるから。好きだった女の子に意地悪してほかの人に取られちゃうタイプでしょ？　優しさに不器用だから」

「……」

　根拠がない子供の戯たわ言ごとである。真ま面じ目めに聞く価値もない。

　しかし、ふと振り返れば若干当たっているところがあり、少し悔しかった。




　こうして、ゼオンリーの初訪問は終わった。

　クノンの転機。

　ゼオンリーの実験・研究の躍進。

　そして。

「……何かしないと」

　第九王女ミリカ・ヒューグリアの心に火を点つけて。




　　　　◆




　春の終わりに、クノンは十歳の誕生日を迎えた。

　家族の祝福の言葉を聞いて、初めて自分の誕生日だったことを思い出すくらい、毎日が忙しくなっていた。

　ゼオンリーの弟子となって約三ヵ月。

　日々は紅茶に落とした砂糖のように、あっという間に溶けていく。

「弟子というか、もはや助手と言った方が近いかもしれませんね」

「そうだね。ここまでこき使われるとは思わなかったよ」

「もしくは清書を仕事にしてる人」

「そうだね。今度師匠にバイト代でも請求してみようかな」

　休憩に入ったクノンは、侍女の淹れた紅茶で一息ついていた。

　朝起きて、ずっと自室で書類仕事。

　夕方までそうして、夕方から夜までが運動と魔術の訓練の時間。

　そして倒れるように就寝。

　ここのところは毎日そんな生活が続いている。

　ゼオンリーは本当に人使いが荒く、数日置きに書類が届けられるようになっている。

　そのせいで、離れに住んでいるクノンは、今は違う理由で本館に帰れなくなった。

　ゼオンリーがどんどん魔術に関するレポート……という名の覚え書きや走り書きや思い付きを、「清書してまとめろ」と送ってくる。

　そんな書類が、クノンの部屋にいっぱいになっているからだ。

　この書類、見る者が見れば、金貨の詰まった革袋である。

　というか、率直に言って、本来なら王宮魔術師の残すものは覚え書きでも門外不出なのである。言ってしまえば機密文書なのだ。

　そんなものが部屋に溢あふれている以上、できるだけ人目についてはいけない。だからクノンは、余計離れから移ることができなくなってしまった。

　基本的にここに出入りするのは専属の侍女だけだ。家族と会う時は、呼び出しに応じてクノンから会いに行くのだ。できるだけ来ないように、とも伝えてある。

「それにしても図形が多いですよね」

　簡単な字は読める侍女だが、専門用語が多い書類はさすがにわからない。

　ただ、ゼオンリーが送ってくる書類には、絵が多かった。

　意味がわかる絵もあれば、まったく意味のわからない絵もある。

　ついでに言うと、書き殴っているような文字も多く、解読できないくらい崩れているものも珍しくない。

　正直、クノンは覚え書きの清書やレポートのまとめより、崩れすぎた難読文字の解読の方が大変だったりする。

「面白いよね、魔技師って」

　魔技師。

　それがゼオンリーの、王宮魔術師としての役割なのである。

　鋳型を作ったり、建物の修繕をしたりと普通の土魔術師の仕事もこなすが、本人は魔技師……魔道具を作ることをメインの活動に据えている。

　魔道具は、魔力を流すことで動く道具のことだ。

　今のところ滅多に見られるものじゃないし、そもそも動かすには魔力が必要なので、さほど普及もしていない。魔道具という名前だけが有名になっているのが現状だ。

　ゼオンリーは、一般人でも使える魔道具を作るのが目的なのだとか。

　彼の仕事はより具体的に言うと、主に土魔術による造形である。

　そしてそれは、クノンが形作る「水球ア・オリ」と、やっていることが少々似ているのである。

　いつだったかゼオンリーは、「だからロンディモンドは俺とおまえを会わせたんだろう」と言っていた。

　クノンもそう思う。

　魔技師の役割を知り、ゼオンリーの覚え書きを見れば見るほど、そうだとしか思えなくなった。さすが総監、よく考えている。

「私には何が何やらですが、クノン様が満足しているなら私も満足です」

「ほんと？　応援してくれる？」

「はい！　クノン様の生活は私が支えますから、クノン様は頑張って夢を叶かなえて！　クノン様の才能は私が一番よくわかってるんだから！」

「まるで売れない舞台役者を支える恋人みたいだね」

「売れたら捨てる？」

「捨てるわけないじゃないかー。僕はイコ一筋だよー。将来は結婚しようねー」

「うわあ棒読みー。嘘くさーい」

　あっはっはっ、と笑い合う二人。

　そして仕事に戻った。




　以前は二週に一回だったミリカの訪問は、週に一回となった。やってくるのは、いつもの三人だ。

　ミリカ、ゼオンリー、そして護衛であり監視も兼ねているという騎士ダリオ。

　表向きは護衛として同行する、ゼオンリーを連れてくるためだ。

　ゼオンリーがクノンを弟子にしたことは、極力誰にも知らせないようにしている。クノンはよくわからないが、王位継承問題がなんだかんだあるそうで、かなりややこしいらしい。

「よう、可愛かわいい愛まな弟子。清書終わってるか？」

　ご機嫌なゼオンリーがやってきた。

　ここ三ヵ月ほど、書類仕事を弟子に押し付けたおかげで、師はすっかり寝不足を解消できた。実にご機嫌である。

「半分くらいは」

「あ？　おっせえな、しっかりしろよ」

　追加追加で後から後からやってくる書類仕事が終わるものか。

　だいぶ理不尽な言葉だが、しかしそんな理不尽にももう慣れたものである。

「僕のメッセージ見てくれました？」

「……おまえさ、書類の端に『師匠愛してるよー』とか『尊敬してまーす』とか書くのやめろよな。ロンディモンドとかほかの魔術師に見せる時すげぇ恥ずかしいんだよ」

「愛弟子と仲良くしてるのが恥ずかしい？　いいじゃないですか、僕らの仲を見せつけてやりましょうよ」

「一部の連中に嫌がらせされんだよ。おまえを弟子にしたかった連中にな」

「──ミリカ殿下。いらっしゃい」

「──こんにちは、クノン君」

「おい……おい。師匠を無視とはいい度胸だな」




　挨あい拶さつもそこそこに、ゼオンリーとクノンは実験に入る。

　試したいことは山ほどある。週に一度しかないこの時間は、二人にとってはとてつもなく貴重なのである。

　──書類仕事は、ゼオンリーなりの教育である。

　意味と意図を理解し噛かみ砕くだいて書かせる。

　これによってよく記憶に残るのだ。

　崩れすぎた難読文字も、「理屈で考えるとたぶんそうだろう」というクノンの理解と解釈を促すものだ。内容を理解できれば推測で書けるから。

　週に一度しか会えないだけに、座学の時間は取れない。そのため、こういう形でクノンへ知識を与えているのだ。

　まあ、清書が面倒なのも本音ではあるが。

「ここ、どう思う？」

「圧が掛かりすぎだと思います。入れ物を強化するか、込める魔力を減らさないと成立しないかと」

「だがこれくらい魔力圧がないと正常に動かないだろ」

　その証拠に、多くを語らずとも、クノンはゼオンリーの話にちゃんとついて行ける。

　三ヵ月前は魔技師のまの字も知らなかった素人しろうとが、今では専門家とちゃんと話ができているのだ。

　これぞ教育の賜たま物ものである。

　清書の作業量については、バイト代が欲しいくらい理不尽だが。

「よし、試しに造ってみるか。おまえ内部機構を頼む」

「はい」

　ゼオンリーが土魔術で大枠の入れ物を造り、内部の仕掛けをクノンの「水球ア・オリ」で即席で造り組み立てる。

「固い部品」はゼオンリーが造れるが、「柔軟な部品」は造れない。

　そちらを造るのがクノンの役割なのだ。




　脇目も振らず実験や試作に没頭するクノンたちから離れて、ミリカはダリオと向き合っていた。

「よろしくお願いします！」

「はい、こちらこそ」

　お互い木剣を持ち、構える。

　──三ヵ月前から、ミリカはダリオに剣術を教わるようになった。

　目標は、入学したばかりの上級貴族学校を、首席で卒業すること。そしてその前にできることなら騎士科に転科したい。

　そのために一層勉学に励むようになった。

　そして、剣術を含めた武術全般を学ぶようになった。

　もしもの時、ミリカがクノンを守れるようになりたかったから。








第七話　魔術師見習いクノンは見えている……？









「クノン、そろそろ始めていいぞ」

「はい？」

　ゼオンリーがそう言い出したのは、知り合って二度目の冬のことだった。

　師と出会ってからのクノンは、想像以上に忙しい日々を送っていた。

　飛ぶように過ぎていく月日の流れは、クノンに暦を忘れさせていた。

　今日が何月の何日なのか、春なのか秋なのかもわからない。時の移ろいは、肌に感じる温度くらいの存在になっていた。

　今年の初夏に、十一歳になった。

　それ以外は特に何もない。

　数日置きにゼオンリーから送りつけられるメモだのレポートだのを清書し、会えば実験や試作や検証を行う。

　ひたすらそれを繰り返す日々を送ってきた。

　今日はゼオンリーが来る日だった。同行するミリカとダリオがいるのも、いつも通りだ。

　そして今日もまた、ゼオンリーといつもの実験と検証をするのだろうと思っていた。

　だが──




「おまえが俺の弟子になって、そろそろ丸二年だ。次の春の終わりに、おまえは十二歳になるだろ。

　魔術学校に行く準備を始めていいって言ってんだよ。あそこは秋からだからな、そろそろ準備してもいいだろ」

「……え？」

　クノンは、何を言われたのか一瞬わからなかった。

「え、検証は？　『やたら虫が寄ってくる箱』の開発は？」

「やたらってなんだ、かっこわりぃな。『虫収集箱インセクトボツクス』って呼べよ」

　──特定の虫が寄ってくるという魔道具である。主な使い道は野生の蜜みつ蜂ばちや益虫を集めたり、また害虫駆除にも利用されることを想定している。

　そろそろ完成は間近である。

　というか、今日完成させるつもりで、クノンは色々と実験方法を考えていた。

　それなのに。

「インセクト虫集めボックスの完成は？」

「余計なの混ぜるな。あとは俺一人でいい。おまえはやるべきことがあるだろうが」

　そう言いながら、ゼオンリーは外のテーブルに用意されていた、クノンが清書した書類の束を手に取る。

　どうやら、来たばかりなのにもう引き上げるつもりのようだ。

「やるべきって、……それが魔術学校の準備ってことですか？」

　そもそもクノンは、魔術学校のことをすっかり忘れていたくらいなのだ。

　この二年間、あまりにも忙しかったから。

　忙しく、そして充実もしていたから。

　余計なことなど考える余裕もないくらいに。

　かなり大変だったが、しかし不満はそんなになかった。

　毎日毎日時間に追われて書類に追われても、知らないことを知るのは楽しくもあった。

　魔道具造りも面白かった。いくつか完成に貢献してきたが、まだまだできることはあると思う。

　──今の正直な気持ちを述べるなら、魔術学校なんて行かずに、このままゼオンリーの弟子として働き続けたいと思っている。

　しかしそう思うと同時に、それが叶わないこともなんとなくわかる。

　この二年で、ゼオンリーの性格はだいたい把握できているから。

　ゼオンリーは、考え方は柔軟で弟子の意見も聞き入れる度量があるが、弟子への命令はほとんど覆したことがない。

　そしてそれは、必ずと言っていいほど、弟子のためを思っての命令だった。

　ゼオンリーはクノンに魔術学校へ行けと言う。

　それがクノンのためになると信じているから。

「師匠、僕は……」

　魔術学校がどんなものなのかを知らないクノンには、反対できる言葉がない。

「行かないなんて言うなよ。俺はおまえに水の魔術を教えることはできねぇ、あくまでも根幹にある基礎を伸ばせるだけだ。でもってしっかり伸ばしてやったつもりだ。

　だから、水の魔術は学校で習ってこい」

　そう言われると、余計に反対する言葉が見つからない。

　そう、この二年、水の魔術については何一つ教わっていない。使える魔術の幅は広がったが、種類が増えたわけではない。

　相変わらず使える魔術は二つだけだ。

　……確かに、このままというわけにはいかないのだろう。クノンとしては使える魔術が増えなくても、特に不都合もないのだが。

「……殿下と離れたくないなぁ」

　魔術学校はヒューグリア王国にはない。

　他国にあるので、少しばかり遠出することになる。

　そして、入学すれば何年かは……卒業試験に通るか、もしくは退学になるまでは、通わねばならない。

　行けばそうそう帰ってこられない場所なのだ。

　つまり、ミリカに会えなくなる。

「クノン君、行ってきて」

　もうすぐ十四歳になるミリカの声は、女の子ではなく、女性の声になっていた。

「待っていますから。やることをやったらすぐに帰ってきてください」

「殿下は僕と会えなくなっても平気ですか？」

「平気じゃないです」

　即答だった。

「でも行ってください」

　付け加えられた言葉も即答だった。

「いっぱい手紙を出しますから、クノン君も返してくださいね」

　どうやらミリカは、もう心の準備が済んでいるようだ。

「クノン君」

　顔には出していないつもりだが、雰囲気や気配には出ているのだろう。気が進まないクノンの左手を、ミリカは両手で握った。

　ミリカの手は小さい。

　でも、掌てのひらは硬い。

　武芸の訓練は今も続いているのだ。

「私は必ず、あなたに恥じない女になります。だからあなたも、私に恥ずかしくない魔術師になってください。

　いつまでも我わが儘ままで横暴な師匠の尻しりに敷かれているあなたなんて、見たくないですから」

「おい」

「まあまあ。僕は師匠大好きですよ。なんだかんだ言って面倒見もいいし」

「あ？　俺はおまえのそういうところが嫌いだけどな！」

「あ、ひどーい。今度水ベッドに良い香り成分をプラスして完全熟睡させますからね」

「……冗談だ。だからそれはもう二度とするな」

　ゼオンリー曰いわく、別名「必ず半日潰つぶれる魔性のベッド」だそうだ。あまりにも寝ね心地ごこちが良すぎて却かえって害悪だと言われた。

　──まあベッドはともかく、とりあえずだ。

「師匠。僕、魔術学校へ行きます」

　ゼオンリーが言い出したし、ミリカも承諾している。ならばもう抵抗はできない。したって無駄だ。

　それに──興味がないと言えば嘘うそになる。

　これまで学んでいない、新たな魔術の深しん淵えんに触れる機会なのだ。

　興味がないわけがない。

「それで僕は何を準備すればいいんでしょう？　着替えとかですか？」

「着替えなんてどうとでもなるだろ」

「でも決まった寝間着じゃないと寝られないし。あと下着も必要だし」

「じゃあ持ってけよ、面倒くせぇな。いっそクローゼットの中のもの全部持ってけばいいだろ」

「でももし入学試験に落ちたら帰ってくることになるんですよ？　そんな大量の荷物を持って行っても……」

「おまえは落ちねぇよ。実技も筆記もまず落ちねぇ。ガキの試験で躓つまずくような鍛え方はしてねぇからな。もし落ちたら、おまえアレだぞ」

「アレ？」

「不正を疑う。絶対に魔術学校に直談判に行く」

「可愛かわいい弟子のために？」

「優秀な俺の評判のためにだ。そもそもおまえは実力で落ちることはねぇよ」

　──俺への恨みから八つ当たりで落とされる可能性はあるが、とゼオンリーは心の中で付け足した。

　ゼオンリーを知る者は、まだまだ学校にたくさん残っているはずだ。

　こういう性格なので、色々と恨みを買っている自覚はある。今ではちょっとやりすぎたと思って反省も後悔もしている。少しだけ。

「それよりだ。おまえには何より大事な物があるだろうが」

「え？」

　クノンは首を傾かしげた。

　何より大事な物、と言われて真っ先に思いついたのは婚約者ミリカだ。それと「いつでもユーモアを忘れない紳士たれ」という侍女の教えくらいだが。

「おまえ……まさかそれさえ忘れたのか？　おいおい、俺の弟子は割と呑のん気きだと思ってたが、想像より呑気じゃねえか。日ひ和よってんじゃねぇぞ」

「失礼ですよ。僕はユーモアを忘れない紳士でありたいと常に願っています。何よりも大事なこの教訓は決して忘れやしない」

「……あんまごちゃごちゃ言いたくねぇけどよ、せめて何よりも大事な教訓は、俺の教えた何かであれよ……」

　ゼオンリーは溜ため息いきを吐ついた。

　師は弟子の発言にちょっと傷ついたかもしれない。

「──おまえの目だよ」

　不意にそう言われた瞬間、クノンの心臓が跳ねあがった。

　……そうだ。

　そうだ。

　そうだ！

　なぜ忘れていたのか。

　日常の忙しさにかまけて、一番大事な野望を、願望を、生きる理由となっていたそれを忘れていただなんて！

　きっと、見えないままでもできることがたくさんあったせいだ。見えないままでもいいと、心のどこかで思っていたのだ。

　確かに呑気だった。自分でも驚くほど呑気で、間抜けだった。

　日和っているという言葉が相応ふさわしいくらいに。

「もう言わなくてもわかるよな？　そろそろできるんじゃねぇか？

　重奏五十五段、立体魔法陣、円柱式固定魔法陣、虚回路イマジナリーコード、流動砂漠紋様……俺が教えられることは全部教えた。

　魔道具の作り方も、もう慣れたもんだろ？」

　クノンはハッと息を呑のんだ。

　それが欠片かけらだと、パズルのピースだと考えもしなかった。

　いざ改めて目標を据えると、散らばっていた出会いや知識といった欠片が集まり、ピタリと一枚の絵に仕上がった。

　魔道具。

　魔技師。

　ゼオンリーとの出会い。

　──全すべては、一度だけ王城に上がり、一度会ったきりの王宮魔術師ロンディモンド総監の働きかけだったのだ。

　あの人はクノンの目的を知っていた。

　初めて会ったあの日、聞かれてなんとなく答えた。

　それに対するロンディモンドの答えこそが、ゼオンリーとの出会いだったのだ。

　そしてゼオンリーこそが、クノンを「目玉を作る」という目的に導くために必要な人だった。

　二年前、ロンディモンドに会った時から、ここまでの流れは彼が思い描いた筋書き通りだったのだと、今気づいた。

「超軟体水球」に溺おぼれてはしゃいでいたおじさんの姿が昨日きのうのことのように思い出せる。

　あとは──そう、あとはクノンの実力が伴っているかどうか、だ。

「……師匠、しばらく休みが欲しい」

　忘れていただけだ。

　クノンの心の奥には、まだまだ野望の炎は燃えている。燃え盛っている。

　今、それを引っ張り出したところだ。

　忘れていたことが嘘のように猛たけり、胸を焼き焦がし出している。

「わかった。できたら呼べ。相談にも乗ってやるから必ず成功させろ。……まあ大丈夫だよな──」

　ゼオンリーは、光を宿さない銀の瞳ひとみに、燃える意思を宿すクノンの頭を撫なでた。

「──俺の自慢の弟子なら、この程度できねぇわけがねぇからな」

　この二年は決して無駄ではなかった。

　知識は膨大だ。

　魔術の技術も身に着いた。

　昔は、あまりにも何もかもが足りなくて、決して手が届かなかった。

　だが、今の自分なら──




　　　　◆




「……はぁ～～……やだ、もうやだぁ……」

「おい、鬱うつ陶とうし──いてっ」

　ゼオンリーが暴言を吐こうとしたところで、正面に座るダリオに足を蹴けられた。

　クノンに魔術学校へ行くことを通達した、帰りの馬車である。

　ミリカはひどく落ち込んでいた。

　泣き言が止まらない。というかちゃんと泣いている。

　もうこれ以上ないほど気合いを入れて、「こんなのなんてことないでしょ」という顔をして、クノンに魔術学校へ行くよう勧めたつもりだ。

　……実際は、いつ膝ひざから崩れてもおかしくないほど、つらかった。

　魔術で視界を得る。

　クノンは日々の慌ただしさに忙殺されていたが、ミリカはその目標を忘れていなかった。

　そして、その先を考えていた。

　もしクノンが見えるようになったら、と。

　果たして自分たちは今のままでいられるのだろうか。

　ただでさえクノンはミリカより先を行っているのに、目が見えるようになったら、わざわざミリカを選ぶ理由があるのか。

　もしかしたら、ミリカ以外の女性を見るのではないか。

　第九王女とかいう、かろうじて王族みたいな微妙な地位と権力の女より、公爵家に婿養子として入った方が、よっぽど立派な地位と後ろ盾を得られるだろう。

　今のクノンなら、望めばきっと手に入れられるのだ。

　──この二年で、ゼオンリーは魔技師として大躍進した。

　彼との師弟関係は、表向き伏せられてはいたが、その裏にはクノンがいた。

　ゼオンリーの実績はすごい。新たな魔道具開発だけで七つ、魔術の新説論文が五つ、魔術実験・実証を効率よく行うためのマニュアル作りなど、もはやヒューグリア王国だけではなく世界に名が轟とどろく時の人である。ついでに以前にも増してモテるようになった。
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　そんなゼオンリーの片腕としてずっと動いていたクノンが、評価されないわけがない。

　つまり、もう実績は充分なのだ。

　成果を公表すれば、クノン自身が爵位だって貰もらえるほどに、多大な貢献をしている。

　二年前、ゼオンリーが予想した通りのことが、すでに起こりつつあるのだ。

　これから魔術学校でも実績を積むだろう。

　周りの女の子も、きっとクノンを放ってはおかないだろう。

　軽薄に見える時もあるが、クノンの本質はとても真ま面じ目めな人だとミリカは知っている。そうじゃなければゼオンリーの押し付ける書類仕事なんて、とっくに投げ出していたはずだ。

　これ以上クノンが先に行ってしまうと、もうミリカでは追いつけないかもしれない。

「ダリオ様……」

「はい」

「このままクノン君が見えなければいいって、どうしても思ってしまいます……私はあさましい女です……」

「ああ、あんたはあさましい女っ……！　いてぇなおい！」

　二発目をくれたダリオの目はどこまでも冷ややかだ。

「自主的に黙っているか私が黙らせた方がいいか選べ」

　本気である。

　ゼオンリーは舌打ちして窓の外に目を向けた。

「──いいんですよ、殿下。人の心には光も闇やみもあるのです。闇を否定しないでください。光だけを求めないでください。でも、どちらにも呑まれないでください。

　あなたが二年間鍛えてきたのは、身体からだだけではないはずだ。

　どんなに迷い、醜い考えが過よぎろうとも、あなたは正しい道を選べます。大丈夫、考えるだけならただの妄想でしかない」

　クノンにとってのジェニエやゼオンリーのように。

　今やミリカにとっては、武芸の師とも呼べるダリオである。

　立場や身分上、師弟などとは決して言えないが、気持ちとしてはよく似ている。

　そして、それをゼオンリーは知っている。

「おまえ甘すぎねえ？」

「私はおまえが厳しすぎるんだと思っている」

　師の数だけ弟子がいる。

　そして師弟関係も人間付き合いである。

　人間付き合いの形に正解などないので、二人の主張は平行線である。お互い自分が正しいと思っているから。

「それよりゼオン、おまえは前に言っていたよな？　クノン様の視界を得る方法に心当たりはない、と」

「ああ、言ったな」

「できるのか？　クノン様は見えるようになるのか？」

「──知らねぇ」

　この投げやりな返答にイラッとしたのは、ダリオだけではない。

「まさかいい加減なことを言ったのですか？」

　むしろミリカの怒りの方が強い。想おもいの分だけ強い。

　ついさっき「見えなければいいと思ってしまう」などと嘆いていたくせに、いざとなるとこうして怒る。

　確かに、彼女の芯しんは歪ゆがんでいないのだろう。

「俺だって聞いたことがねぇケースなんだ、知るわけねぇだろ。調べてみたがそれっぽい逸話もなかったしな。だからここから先は本当にクノン次第なんだよ」

　再び窓の外を見るゼオンリー。

「結局何が必要なのか、あいつ自身がどういう状態なのか、それを正確に知るのは本人だけだ。元々、外野が首を突っ込める問題じゃねぇんだよ」

　語る横顔は真剣そのものだ。

「俺ができることは全部やった。目玉の作り方なんざわかんねぇ、目玉を作る参考になりそうな魔道具の造り方と理屈を教えることしかできなかった。

　ま、なるようになるだろ。本人を差し置いて周囲が深刻になってても意味がねぇからな」

　三人の中で、そう言うゼオンリーが一番深刻な顔をしているのだが、本人は気づいていない。




　　　　◆




「──イコです」

　その日の夜、侍女イコは報告のために、グリオン家本館に来ていた。

　グリオン家当主たるアーソンの執務室をノックし、許可を得てドアを開けた。

「久しぶりだな」

「そうですね」

　ここ二年……クノンがゼオンリーと師弟関係になってから、イコはアーソンに報告に来ることがめっきり減っていた。

　クノンに大した動きがなかったからだ。

　毎日書類仕事をして、身体を鍛えて魔術の訓練をして。

　週一でやってくるミリカとお茶して、ゼオンリーと魔道具開発をして。

　本当にその繰り返ししかなかった。

「聞こう」

　手て許もとにあった書類を片付けたアーソンが、机越しに佇たたずむイコを見る。

「ゼオンリー様より、魔術学校へ行くよう指示が出ました。クノン様はこれを受け入れ、来年度の魔術学校入学を目指すとのことです」

「決めたのか」

　実は、じりじりしていたアーソンである。

　せっかく魔術師として成功しそうだったクノンが、ゼオンリーの下についてからは、彼の仕事に付きっきりになっていた。

　己のことなど二の次になり、ただひたすら師に尽くしていたように見えた。実際その認識で間違ってはいない。

　よもやこのまま今の生活を続けて魔術学校へ行かないのではないか、と。そんな心配をしていたのだ。

　それはそれで成功の一つではあるのだが、父親としては、優秀ならば王宮魔術師を目指してほしいと願っていた。

　そんなアーソンにとっては、心待ちにしていた吉報だった。

「では準備をしないとな。すでに資料は用意してあるんだ」

　じりじりして待っていた間に、アーソンはアーソンで準備だけはしていた。

　いずれクノンに資料を見せて、魔術学校を勧めてみようとは思っていたが、その前に行くと決めたのであれば話は早い。

　次の夏までに、魔術都市ディラシックへ行く必要があるので、時間の猶予はこれから半年くらいだろうか。

　半年なんて、あっという間だ。今すぐ資料を見せても問題ないだろう。

「旦だん那な様、もう一つ報告が」

「何かね」

　いそいそと引き出しから魔術学校に関する資料を出してまとめるアーソンに、イコは言った。

「そろそろ目玉を作るそうです」

　アーソンの手が止まる。

「……何？　できるのか？」

　クノンが魔術に傾倒していった理由は知っている。

　二年前、王宮魔術師に会わせることで解決しないかと淡い期待を持っていたが、それは無理だったようだ。

　それ以来、あまり考えないようにしてきたが……。

「私にはなんとも言えませんが、ゼオンリー様はできるんじゃないかと言っていました。

　それで、クノン様はしばらく目玉作りに専念したいから、私に離れているようにと……ああっ、クノン様が私から離れて大人になっていく……！」

　イコの嘘泣きはともかくだ。

「もう離れても大丈夫か？」

「はいとっくに。今のクノン様なら日常生活に何の問題もありません」

　──魔術に没頭する前のクノンを知っている二人は、決してクノンを一人にしてはいけないと判断していた。

　一人にしたら、自ら命を絶つのではないか。あの頃ころのクノンには、そんな危うさがあったから。

「……長く苦労をさせたね、イコ」

「ここ二、三年は毎日楽しかったですよ。ふふ、私も自分の子供が欲しくなりました」

「結婚相手の当ては？」

「いませんねぇ」

「紹介してもいいかね？　王城の兵士で、引き抜いてうちの門番にしようと思っている男がいる。今後は夫婦でグリオン家を支えてほしい」

「顔とスタイルと給料と性格次第ですね」

　なかなか高望みをする侍女である。




　　　　◆




「……うーん」

　検証をする。

　ダメだった方法を記載する。

　検証をする。

　ダメだった方法を記載する。

　ひたすらその繰り返しを続けるクノンの部屋のテーブルには、失敗を書き記した書類が積み上がっていた。

　元々見えないクノンには、光源は必要ない。

　昼だろうが夜だろうが問題なく、魔術で試行し、魔力で文字を読み書く。

　時間を忘れて没頭し、疲れたら「超軟体水球」の水ベッドに飛び込む。冬のベッドは寒いのでもっぱらこっちである。

　そんな日々だ。

　一日一回侍女が食料を持って様子を見に来る以外、外界との関わりはない。

　食事だって空腹になったら食べるだけなので、朝も夜も関係ない。

　クノンは日常の全すべてを放棄して、己おのが野望である目玉作りに没頭していた。

「……ダメかぁ」

　ふと、クノンは考えるのをやめ、持っていたペンをテーブルに投げた。

　試行回数はすでに百を余裕で超えている。可能性のありそうなものから順番順番に試してきたが、一向に手て応ごたえがない。

「いてて」

　どれくらいの時間を椅子に座り、書き物に集中していただろうか。

　身体中が凝り固まっていて、動かすだけでギシギシきしむ。

「──さて！」

　クノンは気合いを入れて、両頬ほおを叩たたいた。

　行き詰まった。

　疲れた。

　だから息抜きだ。

　クノンは久しぶりに部屋から出て、本館へと向かった。




　どうやら夜だったようだ。

「お、おう。おまえか。もう寝るところなんだが……」

　本館にある兄イクシオの部屋を強襲したら、彼はナイトキャップをかぶっていた。

　なんとなく冬の夜っぽい気温だとは思ったが、夜だったのか。

　だが、それは今はいいのだ。

「兄上、サウナ行こう」

「は？　この時間に？　この時間にか？　俺明日も学校なんだぞ？」

　十三歳の兄は、今は上級貴族学校の二年生である。

「息抜きしたい。行こう」

　平然と自分勝手なことを言う弟は、やや顔色が悪い。

　そしていつものよくわからない冗談がない。

　疲れているのだろう。息抜きしたいというのも、きっと本当のことなのだろう。

　イクシオは、クノンが何をしているかは聞いている。

　きっと相当な困難であり、今は行き詰まっているのだろう。

　勉強に疲れたイクシオが、息抜きに娯楽小説に手を伸ばしたり木剣を握ってみたりする感覚と、きっと同じだ。

「……父上には声を掛けたか？」

「え？　掛けないとダメ？」

　いつだったか本で読んだ知識から、試しにサウナというものを即席でやってみた。これが意外とよかったのでグリオン家ではたまにやるようになったのだ。

　最初は、あくまでも魔術の試行でしかなかったのだが……こういう偶然の産物も嬉うれしいものである。

「俺より父上の方がサウナ気に入ってるんだぞ。誘わなかったら文句言われるのは俺なんだからな。

　……まあいい。おまえ先に風ふ呂ろ場ばに行ってサウナの準備しとけ。俺は父上を連れてくる。あ、静かにな。母上にバレたら俺が文句言われる」

　どう転んでも文句を言われるのは兄になる。なかなか理不尽だが、もうその辺は諦あきらめているのでいい。

　それより、小遣い以外で滅多に家族に頼らない弟が来たのだ。兄としてサウナくらいいくらでも付き合う所存である。

　こうして、子供はもう寝るような時間に、風呂場を熱い水蒸気で満たした即席サウナで男三人は汗を流した。

　ついでに風呂にも入った。

　兄は眠いばかりだが、父親はこの後のエールが楽しみで仕方ない。

　──クノンが離れにこもって、約三週間後のことだった。

　リフレッシュしたクノンは、部屋に戻って寝た。熟睡だった。




「……ダメだなぁ」

　試行は続いている。

　やってもやっても成果は出ないが、やらない理由はないので続けるのみだ。

　だが、ふと、こうして集中力が途切れることがある。

　頭が考えることを拒否し、何もかも投げ出して寝てしまいたくなる。

　ずっと行き詰まっているのだから仕方ない。進んでいる実感がないのだ。だから余計に追い込まれている気がしてくる。

「んん～！」

　椅子から立ち上がり、大きく伸びをする。腰がゴキゴキ鳴って驚いた。随分長いこと同じ姿勢でいたようだ。

「……ちょっと休憩するか」

　ゼオンリーが言っていた。

　行き詰まったら問題から距離を取れ、と。

　距離を置き、冷静になり、少し離れた場所から問題を見ろ、と。

　あまりにそれしか見ていないと、近寄りすぎて全景が見えなくなる。

　だから、もしどうにもならない問題にぶち当たったと思ったなら、一度頭を空っぽにしてそれからまたやってみろ、と。

　ゼオンリーの場合は仮眠がそれに当たったようだが、クノンは──これと言ったものは決まっていない。

「サウナ……って気分じゃないなぁ」

　そう言いながら部屋を出て、本館へ向かい。

　結局サウナになった。

「──かーっ！　あーっ！　これだわっ！」

　母ティナリザに捕まったから。

　少し前に、男だけでサウナを楽しんだことがバレていた。

　だから待ち構えていたようだ。

　夕方、クノンが本館にやってくると、クノンを見かけた使用人が母親に教えたのである。

　そして「私はまだサウナを経験してないのに」と泣かれたので、たまたま今日は早く帰ってきたという父親と一緒に、家族三人でサウナである。なお兄はまだ帰ってきていなかった。

　そして、エールだ。

　いつもは貴族の淑女然とした上品な母親の呑のみっぷりは、父親よりも凛り々りしく雄々しかった。

　クノンは見えないが、裸にタオルを巻いただけのあられもない格好で、片手に大ジョッキを持ち、もう片方は腰に当て、ごっきゅごっきゅと喉のどを鳴らして結構な量のエールを一息で呑み干す母親の姿は、誰だれよりも男らしかった。

　汗を掻かいて失った水分を補うように、冷えたエールが沁しみる、そうだ。

「もうワインなんていらないわね！　これさえあればいいわ！」

　かつてない初めての爽そう快かい感かん。その体験と興奮に母親は大はしゃぎである。

　勧めた父親が引くほどだ。

「でも愛してるよ」と言っている。

「でも」がどこに掛かっているかはわからない。

　──クノンが離れにこもって、約二ヵ月後のことだった。

　自分で出した梨ジュース風の水で水分を補ったクノンは、部屋に戻って寝た。熟睡だった。




　　　　◆




「──っ！」

　がたん、と。

　急に立ち上がったクノンは、椅子を倒してしまった。

　だが、今はそれどころではない。

「来た！　これか！」

　今の感覚を逃がしてはならない。

　今の試行を忘れてはならない。

　──今、確かに、一瞬だけ何かが見えた。

　魔力で見る色ではなく、もっと明確で詳細ではっきりとした、何かが。

　何か。

　本の絵で見たことがあるものが、たくさん見えた。

　漠然とした色しか見えない己の部屋に、たくさんの情報が重なって見えた。魔力で見ると似たような色は同化してしまうそれらが、はっきりと別々の個体として見えた。

　壁一面の大きな本棚に納まる色取り取りの本の背表紙と、その前の床に積まれた本と書類の山。一部山は崩れて書類が床に広がっている。侍女を追い出したから片付ける人がいないので、散らばったらそのままだ。

　中身の少ないクローゼットの横には、もうクノンが着られなくなった蝶ちようネクタイの正装が壁に掛けてあった。貴族学校へ行った時、また登城した時に着たあの服だ。壁に掛けてあるなんてクノンは知らなかった。

　ほんの一瞬見えただけのそれら。

　その情報量に圧倒された。

　──ああ、これが見えるということか！　魔力で見るなどという代用ではなく！　これが！　これこそが！

　忘れてなるものか。

　今の感覚、絶対に忘れてなるものか。

　頭の中では不意に見えたものを整理しつつ、手は別の生き物のように素早く動いている。今の試行を正確に書き記しておかねば。だが手が震える。身体からだが震える。野望の成就に意識が追いつき、喜びの感情が爆発しそうになっている。

　やっと掴つかんだ手掛かりである。

　何ヵ月も足踏みしていた中で、ようやく掴んだ手掛かりである。

　こういうものは、一つの足掛かりさえ見つかれば、一気に物事が進んだりもするのだ。

　ミスがないよう、頭で反はん芻すうしながら書く。

　たとえ感動で身体が震えていても、文字まで震えないようにしっかりと。

　念のためにもう一枚同じ内容のものを書いておく。飲み物やインクをこぼして台無しになった場合の保険だ。

　普段なら考えられないような些さ細さいなミスであっても、どんな理由があろうとも、これを失うわけにはいかないから。

　思考が加速する。

　可能性の扉がようやく開き、細い光明が差し込む。

　ようやくその光が見えるところまで来たのだ。

　だが、とりあえず。

　あえて今。

　覚書を終えたクノンは一いつ旦たんそこで中断し、しっかり睡眠を取ることにした。

　ここから先は、万全の体調で臨みたいから。

　今までにないほど感情は昂たかぶっていて、とてもじゃないが眠れない……と思った直後には、意識を失っていた。意識や感情はそうでも、身体は疲れていたからだ。

　──クノンが離れにこもって、約三ヵ月半後のことだった。




　核は水鏡。

　薄い平面の水で、景け色しきを映すことができる水の鏡。

　表面には流動砂漠紋様を施し、動く景色を、流動する紋様が読み取ってクノンの意識に送ってくる。

　水鏡そのものを保護するため、透明な水泡に包む。

　これで完成だ。目玉くらいの大きさである。

　──仕掛けはこれくらいシンプルで良かったのだ。

　クノンは難しい方法、応用を重ねた方法からひねりまくりながら試してきたが──やりすぎだったのだと今はわかる。

　複雑な構造はいらない。

　中継する仕掛けもいらない。

　水鏡と魔力を直結して意識に繋つないで良かったのだ。こんなにもシンプルで良かったのだ。

　答えがわかれば拍子抜けするほど簡単だった。

　きっかけを掴んだあとは、やはり何度も何度も試行を重ね、調整を繰り返し。

　ようやく完成した。

「──見える……こ、これが、景色……視界っ……ぐっ!?」

　感動で言葉が詰まる。

　そして激しい頭痛にうずくまる。

　──視覚から入ってくる情報が多すぎる。多すぎて処理が追い付かず、頭がこれ以上の視覚情報を拒否している。

　自分の部屋だけでもこの様なのだ。もっと情報量の多い外なんて見たら耐えられないだろう。

「……やった……やった！」

　だが、それも今だけだ。

　まだ「見える」という感覚に慣れていないだけ。徐々に慣らせば、いずれ平気になるだろう。

　クノンは野望を叶かなえた。

　魔術による視覚を得ることに成功したのだ。

　──涙を流して喜んで、そしてそのまま疲れて寝た。床が少し冷たかったが熟睡だった。やり遂げた今、気分だけはどんなベッドよりも最高の寝ね心地ごこちだった。

　とっくに冬は過ぎ去っていて、もう春になっていた。




　基本はやはり「水球ア・オリ」である。

　重奏四十段……ベースとなる定型魔術に、四十もの改造を施し、ようやく望みが叶った。

　構造こそシンプルだが、非常に繊細なバランスで構成されているのだ。

　ジェニエが教えてくれた、異様に細かい魔力の使い方と。

　ゼオンリーが教えてくれた、あらゆる魔道具の構造の基礎と。

　そしてクノンの熟練……愚直なまでの努力と。

　その三つが揃そろったからこそ、やっとここまで来ることができた。

　クノンには自前の目があるので、顔にはめ込むことはできない。

　魔術で作った目玉……「鏡眼」と名付けたそれは、「水球ア・オリ」と同じように周囲に浮かべて維持する。いや、維持したい。

　泣きながら眠りに就いて、起きて試してちゃんとできることを確認して、また泣いて。

　引きこもっているついでに、更に一週間ほどを費やして、事あるごとに泣きながら「鏡眼」に慣れる訓練をした。

　訓練は必要だ。

　ほんの少し見ただけで、うずくまるほどの頭痛がするようでは、外でなんてとても使えない。

　外の情報量の多さは、この部屋の比ではない。

　もしかしたら、見た瞬間頭の中が焼き切れるかもしれない。

　なかなかリスクが高い気がするが、しかし、ようやく掴んだこの技術を捨て置くつもりはない。

　あえてはっきり見えないようにぼかしてみたり、あえて見える物を減らすために暗く見えるように、あるいは限られた小さな範囲だけ見えるよう調整したり。

　泣きながら試行錯誤を重ねていく。

　正直なぜこんなにも泣くことがあるのかと自分でも不思議に思うことがないではないが、とにかく泣きながら「鏡眼」を究めていく。

　そして、一生分泣いたんじゃないかと思うくらい泣き暮れた日々は、とある目標に辿たどり着ついた。




「……うん」

　泣き疲れて眠ってしまい、起きて、ひとまず納得が行く結果が出せたことに安あん堵どする。

　近距離なら、少しの時間は維持できるようになった。

　距離があるとぼやける。

　遠ければ遠いほど見えなくなり、ぼんやり色がわかるくらいだ。これならまだ魔力視の方が見えるかもしれないが、今だけだろう。

　自分の部屋の端から端までも見えないほどの近い距離に限定したが、日常生活には支障は出ないだろう。

　これくらいまで見えるものを抑えたら、きっと外でも使用することができる。

　最低限の視界は手に入れた。

　いずれはもっと見えるようになると思うが、ひとまずは、ここまででいい。

　──いよいよだ。

　クノンは心を決め、泣き疲れて腫はれぼったい顔を水で洗い、今度は湯で温めたタオルを顔に載せてしばらくうとうとし、好物の卵焼きとベーコンのサンドイッチで朝食を取り、ゆっくり紅茶を飲む。

　そうして身体からだと心を満たしたところで、立ち上がる。

「……ちょっと怖いな」

　そんなことを呟つぶやきながら、壁に「水球ア・オリ」で姿見の水鏡を生み出す。

　──いつからか、もし見えるようになったら、一番最初に見る人は己自身と決めていた。

　かつて、クノンは自分が嫌いだった。

　一人で何もできず、何事も儘ままならず、周囲に気を遣わせてばかりで、すぐに転んで痛い想おもいをするだけの自分自身が大嫌いだった。

　魔術に没頭するようになってからは、考えないようになっただけ。魔力で色が見えるようになってからは、ますます嫌いになることがなくなっただけ。

　今だって大して好きになったとも思えない。

　そんな世界一嫌いな己の顔を、一度でいいからちゃんと見てやりたかった。

　それ以上のことは考えていない。

　見ることに意味などない。自分でもよくわかっている。

　だが、ここが己の人生の区切りだとは思っている。

　これから自分を好きになれるかもしれないし、逆にもっと嫌いになるかもしれない。

　ヒューグリアで一番有名な舞台役者オークスの姿絵を見たことがある。あんなカッコイイ渋い男に似ていたら好きになれるかもしれない。

　ヒゲが似合う男ならいいと思う。まだ子供だから生えていないが、いずれはもうすごいのを蓄える予定だ。

　反対に、軟弱な男だったら嫌だと思う。

　渋みは欲しい。

　ヒゲが似合わなそうな顔なら論外だ。

　とはいえ特に期待はしていない。

　この世で一番嫌いな自分が、大層な顔をしているとも思えないから。

「──よし」

　大きな水鏡の前で取り留めのないことを考えて、踏ん切りをつける。

　やる。

　やろう。

　クノンは「鏡眼」を使った。

　己のすぐ近くに生まれた「水球」を調整し、水鏡を見て、そして──

「…………これが、僕か」

　金髪に近いくらい明るい茶色の髪に、特に特徴がない顔立ち。

　グリオン家にある祖先の子供の頃ころの姿絵とあまり変わりはないので、初めて見る気さえしない。

　焦点が定まらない瞳ひとみは銀色だ。

　この目を見ていると、なんだか、なんとも言えない気持ちになる。

「うん…………」

　渋くはない。

　ヒゲも似合いそうにない。いや、それはまだ子供だからか。

　歳としを重ねていけば、きっとヒゲの似合う渋い男に育つだろう。そう願っている。

「…………」

　じっと見つめる。

　これが己の顔だ。

　納得できるような、他人のような。

　なんと思えばいいのかはっきりしない顔だ。

「……うん」

　一番見たかったものを見たわけだが、だからといって何があるわけでもなかった。

　見たらどうなるか。

　自分の中で大変な変化が起こったり、価値観が大きく変わったり、もしかしたら見る世界感じる世界が変わったりもするかとも思ったが。

　なんてことはない。
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　クノンはクノンのままだし、大して価値観が変わることもなかった。

　ああこんなものか、と。

　あっけなく思っただけだ。

　期待して期待して熱望して熱望して散々努力していざ一番見たかった嫌いな自分の顔を見ることができるようになって。

　見たところで、特に何か響くものがあるわけでもなくて。嬉うれしくも悲しくも憎らしくもなくて。

　もしかしたら、人間が抱える重大な問題や心配事なんて、ちゃんと直視すれば、こんなにも呆あつ気けないものなのかもしれない、なんてことも少し考えたりして。

「ねえ」

　後ろにいる、己を見下ろすほど巨大な蟹かにに声を掛ける。

「僕、自分のこと好きになれるかな？」

　蟹は何も言わない。反応もない。

「……で、君はなんなの？」

　それに対する答えもない。




　外に出てみる。

　離れの庭先で恐る恐る「鏡眼」を使い、初めて部屋の外を見た。

「へえ」

　頭上に広がる、どこまでもどこまでも広い紫の空。

　足元にある芝生は真っ白だ。

　木々は青くて、太陽は真っ黒な大きい点である。

「……これが世界かぁ」

　薄々わかっている。

　今、自分は、絵や図鑑で見たそれらとは違うものを見ている、と。

　たくさんの図鑑や絵で見たそれらと、あまりにも配色が違いすぎる。

　芝生の色は元々魔力で見ていたし、いくつもの絵で見た空は、総合的にだいたい青いか赤いか暗いかだった。紫はなかった。太陽も黒い点ではない。……そういえば太陽だけは遠いはずなのに割としっかり見える。見えすぎないよう近距離のみ見えるよう調整してあるのに。

　違和感ばかりだ。

　知識が間違っているのか。

　世界が間違っているのか。

　それとも、間違っているのは己の見え方だろうか。

「クノン様！」

　どうやら近くにいたらしい侍女が、久しぶりに表に出てきたクノンを見つけて駆け寄ってきた。

「イコ。……イコ？」

　自分を除けば、初めて見る人の顔。

　優しそうな女性だ。クノンが「イコはこんな人かな」と想像していた姿と大差ない。

　濃い茶色の髪を大きな三つ編みにまとめた、清潔感のある、性格と比例するような明るい表情が輝いて見える女性だ。

「……クノン様？」

　きらりと光を反射する「水球」が、侍女の顔を覗のぞき込むようにして宙に停止している。

「まさか、見えるんですか？」

　不可思議な動きをする「水球」から、侍女はそれを察する。

「うん。見えるよ、イコ」

「──クノン様！」

　侍女は目の前に浮かんだ「鏡眼」を撥はね飛とばしてクノンを抱き締めた。

「やりましたね！　やったんですね！　ようやく願いを叶かなえたんですね！」

　付き合いが長い分、思い入れも気持ちも強い。

　侍女がクノンに向ける感情は、もはや主人の息子と使用人のそれではない。

　そしてクノンも、侍女をただの使用人とは思っていない。

　喜んでくれることが嬉しかった。自分の顔なんてつまらないものを見るより、よっぽど嬉しかった。

　が、今はそれどころではない。

　喜ぶ侍女に対し、クノンはぐらぐらしていた。侍女が「鏡眼」を撥ね飛ばしたせいで、急に視界がぐるりと大きく巡ったせいだ。

　まだ外の景け色しきに慣れていない今、この視界の急転回は負担が大きかった。

　それこそ、本当に目が回っていた。

「ありがとう、イコ」

　しばし抱き合って喜びを噛かみ締しめ合い、離れる。

　そして、もう一度まじまじと侍女を見る。

　侍女は笑っている。

　笑っている、が……。

「イコ、一応聞くね」

「はい。ちなみに恋人は募集中ですが、今度お見合いをする予定です！」

「ああそう。……イコってさ、頭に角生えてる？」

「いえ？　怒った時は生えますけど、今はむしろへっこんでるくらいです」

「……そうなんだ」

　侍女に角はないらしい。

　しかしクノンには見えていた。

　──額の少し上から生えている、立派な一本の角が。

　迂う闊かつに「あなたのチャーミングな顔も、セクシーな角も見えるようになったよ」とか言わなくて正解だったようだ。

「…………ないのか。そうかぁ」

　見えるようにはなった。

「ちなみに、僕の後ろに何か見える？」

「いえ？　……えっ、やだ、怖い話ですか？　大好き聞きたい！」

　侍女からは、巨大な蟹は見えないようだ。

　蟹は変わらずクノンの後ろにいて、見下ろしているのだが。

　クノンは悟った。

　どうやら自分は、見えてはいけないものまで見えているようだ、と。




　見えてはいけないものが見える。

　これはいったいなんなのか。

　少々気掛かりができてしまったので、クノンは内心素直に喜べなくなってしまった。

　侍女と成果を喜び合った後、かなり強引に侍女に連れられ、本館へ向かう。

　母ティナリザに会うためだ。

　事の次第を報告すると、母は泣いた。

　泣いてクノンを抱き締めて、喜んでくれた。

　何度も「ちゃんと産んであげられなくてごめんなさい」と繰り返した。

　今までクノンに言いたくても言えなかった言葉だったのだろう。堰せきを切ったように繰り返した。

　本来なら、クノンも泣いて抱き締め返していたのだろう。

　本来なら。

　──母親の右目が金色に輝き、左目が漆黒で、なんか予想以上にかっこいい感じじゃなければ、恐らくは一緒に喜んで泣いていたと思う。

　己の背後の蟹といい、侍女に角が生えていたことといい、予感はしていた。きっと他の人にも見えてはいけないものがあるんだろうな、と。

　家族に会う前に、この視界そのものが、気掛かりになってしまっていた。

　こうなるともう、見えている母が本当の姿なのかさえ怪しい。

　左右の瞳の色が違うなんて、有名な冒険譚たんの主人公のようだ──創作の。

　いや。

　じっと見ると、集中すると、見えてはいけないものはぼんやりと透けて見える。

　背後の蟹もそうだ。よく見ると向こう側が透けて見えるので、実体はないのだ。

　触れることもできないし、そもそもクノンの言動に反応しない。

　ただ背後にいて、憑ついて付いてくるだけだ。

　寝る時は傍そばに佇たたずむだけだ。

　物も壁もドアも通り抜けるし。場所によっては体半分部屋の外、なんてこともあるし。

　最初こそ驚いたが、一週間前の試行段階から見えていたので、蟹かにはもうどうでもいい存在となっている。正直もう見慣れてしまった。

　母の顔も、じっと見たら本当の顔が、本当の瞳の色がわかるかもしれない。

　だが、集中して見るとかなり疲れるし頭も痛くなるので、しばらく母親はかっこいいままでいいことにする。

「……母上の祖先に英雄とかいました？」

「ん？」

　どう見ても顔がかっこいい。

　近くで見てもかっこいい。

　大した特徴がなかった自分の顔が、何かの間違いなんじゃないかと思えるくらい、かっこいい。

　──後に、侍女に母親の瞳の色を確認すると、どちらも美しい緑色だと教えてくれた。

　本当の姿は、ここまで英雄じみたかっこよさは持っていないようだ。




　兄イクシオが上級貴族学校から帰ってきたので、見えるようになったことを告げる。

「本当か!?」

　兄もかっこよかった。

　何せ彼の背中には、黒光りする大きな漆黒の翼が生えている。

　兄は十四歳だ。十四歳にしてはやや大柄で、とてもよく食べる人である。こうして見ると、もうあまり子供には見えない。

　瞳ひとみはともかく、髪の色は同じである。短く刈っているので、クノンとはまるで印象が違うが。

　あと漆黒の翼もあるし。

「……兄上の両親って天使か悪魔か堕天使だったりする？」

「おまえの両親でもあるんだから答えは知ってるだろ」

　知っている。

　ただ、本当に人間かどうかと、根幹から疑うようになってしまっただけだ。

　──後に、一応侍女に兄の背中に翼はあるかと確認すると、「人は生まれた時は翼を持っているのですよ。そう、自由と可能性という翼をね。でも歳としを取るにつれ──」という今は求めていないことを語り出した。とにかく翼はないようだ。

　本当の姿は、あそこまで漆黒の堕天使風ではないらしい。




　父アーソンが帰ってきたので、見えるようになったことを告げる。

「やったのか！　ついに！　よくやったクノン！」

　我が事のように喜んでくれる父親の気持ちは、すごくすごく伝わってくる。

　だが、クノンはそれどころじゃなかった。

　父親もかっこいいかと思ったが、そんなうまい話はなかった。

　いや、あってもよかったとは思うのだ。

　母親も兄もかっこよかったから。

　しかし、父は。

　父親は。

　──父親は、ぼんやりしていた。

　全身に、頭の先から足の先まで、霧が掛かっているかのようにぼんやりして見えた。

　周囲の景け色しきははっきりくっきり見えるだけに、父親だけが妙にぼんやりぼやけているのが浮き彫りになっている。

「……どうした？」

　クノンの反応は渋く、手を伸ばせば触れられるほどに「鏡眼」が父親に接近している。

　これが何かは説明されているので、父親は自分がじっくり息子に見られているのはわかる。

　だが、それが何を意味するかはわからない。

　なぜじっと見るのか。

　まさかクノンにはぼんやりぼやけて見えているとは、父親は夢にも思わない。

「父上は…………いえ、なんでもないです」

　何しろぼんやりしているのだ。

　何を指してどう言っていいのかわからなかったので、ぼんやりとした言葉しか返せなかった。

　──後に、一応侍女に父親はかっこいいかと問うと、「クノン様に似てますよ」と言われて落ち込んだ。

　似ているというなら、きっと父親は自分に似て地味で特徴のない中年男性なのだろう、とクノンは思ったから。

　ヒゲが似合う男かどうかは、知るのが怖かったので、聞けなかった。




　今のクノンでは、家族と侍女の四人を見るくらいが限界だ。

　これ以上脳に負担を掛けると激しい頭痛が襲いくる。もっと見るなら、休憩などを挟んで脳を休めてからである。

　今日の夕飯は、久しぶりに家族そろっての席となった。

　皆、クノンの野望の達成を喜んでくれた。

　ぼやける父。

　左右の瞳の色が違う母。

　漆黒の翼を持つ兄。

　そして、巨大な蟹かにを背負ったクノン。

　傍はたから見ると恐ろしい異形たちの晩ばん餐さんの景色だが──

　それを知っているのは、クノンだけである。




　なんというか、一難去ってまた一難というか。

　ようやく念願の視界を手に入れたのに、素直に喜べない事態というか。

　こういう時こそ、師に相談するべきなのだろう。

　何か心当たりがあるかもしれないし、そうじゃなくてもいい。

　誰だれにも相談できないこのことを話したい、そしていろんな意見を聞きたい。とにかくこの異常な現象を誰かに吐いてしまいたい。

　夕食を終えたクノンは離れに戻り、ペンを取った。

　約四ヵ月会っていないゼオンリーに、手紙を書くために。








第八話　十二歳の誕生日









「思ったより時間がないですね」

「そうだね。結構ギリギリだったかも」

　クノンは侍女と一緒に、旅立ちの準備をしていた。

　もう引き払うつもりで離れの荷物を整理し、必要最低限の旅の荷物をまとめ終えたところである。

　持って行かないものは、本館にある本来のクノンの部屋に運ばれることになる。魔術関係の書類や本ばかりだ。

　先日、クノンの目標は果たされた。

　一応。

　ちょっと異常なものまで見えているが、それでも「目玉を作って視界を得る」という目標は果たされた。

　そろそろ春が終わる。

　もうじきクノンの誕生日が来て、十二歳になる。

　そして、誕生日を一区切りと考えて、家族とともにその日を過ごしたら、すぐにヒューグリア王国を発たつ予定となった。

　魔術学校へ行くのだ。

「細々したものは現地でどうにでもなりますし、準備らしい準備はこれくらいでしょうか」

「うん」

　荷物は少ない。

　絶対に持って行かなければならないものは、寝間着と下着くらいだ。

「魔術学校では寮に入るんですよね？」

「いや、それがね」

　基本はそうらしいが、クノンは割とギリギリまで魔術学校に行くかどうか、はっきりしていなかった。

　そのせいで、寮の申し込み期間が過ぎてしまっていたのだ。

　こうなると、あとは現地交渉となる。空き部屋があれば寮に入るし、寮が無理なら他に住すみ処かを探すことになる。

　まあ、お金はあるのでなんとでもなるだろう。

「というわけで、住む場所は決まってないんだよね。向こうで探すことになると思う」

「なんだか大変そうですね」

「そうなんだよ。こうなると頼りになる侍女が一緒に来てくれるとありがたいんだけどね。どう思うイコ？　イコどう思う？」

「──すみません、クノン様」

　そう。

　クノンが最も信頼を寄せる侍女は、魔術学校へは同行しない。

　魔術師には王侯貴族も珍しくないので、一人か二人くらいなら、寮に使用人を連れていくことが許されている。

　父親はクノンに同行する使用人を付けるつもりだが──ただ、クノンが最も付いてきてほしいと思っていた侍女イコは、この話を断ったのだ。

「すみません」

　侍女は謝罪の言葉を重ねる。

「私、結婚したいんです。すでに少し適齢期を過ぎていますし、もう今しかないんです。今諦あきらめたら一生諦めることになると思うんです」

　そう言われると、さすがにクノンも強く同行を求めることはできなかった。軽くしか求められなくなった。

　侍女の結婚が遅れたのは、ずっとクノンに付きっきりだったからだ。本人は決して言わないが、さすがにクノンにもわかる。

　小さい頃ころから、常に一緒にいてくれたのだ。

　クノンが侍女の存在を認識していない時も、きっと、ずっと傍そばにいてくれていたはずだ。

　彼女の献身には感謝している。

　だからこそ、これ以上侍女の人生を、己のために使わせるわけにはいかない。

　……と、頭ではわかっているのだが。しかし気持ちの上ではなかなか割り切れない。

「僕がイコなしで生きていけると思う？」

「じゃあクノン様が私と結婚してくれますか？　してくれるんですか？　言っておきますけど私は浮気も愛人も絶対に許しませんよ。ミリカ王女殿下と別れて私を貰もらうんですか？」

「今世は無理だけど来世は予約ということでどう？」

「残念。私は今が良ければそれでいいタイプなので。今が良ければ明日のことも来世のことも知りません」

　なかなか刹せつ那な主義の侍女である。




　この頃、グリオン家全体が少し慌ただしかった。

　クノンが魔術学校に行くことが決定したので、その準備に追われていた。

　細々とした手続きがたくさんあったり、旅程を組んだり。

　旅先の最低限の知識も必要だし、その土地のおいしい食べ物も知らねばならず、調べることも多かった。

　完全に予想外だったのは、兄イクシオの剣術の師であるオウロ・タウロより、クノンに連絡があったことだ。

　曰いわく、「遠くで月日を過ごすなら、その前に短い間でも本気で剣術の基礎を学ばないか？」とのお誘いだった。

　ここ数ヵ月、クノンは目玉作りに夢中だった。

　それまでは日課にしていた型と素振りも、気分転換に気が向いた時だけやる、くらいだった。だからすっかり身体からだがなまっている。

　それを自覚したクノンは、旅に耐えうる体力作りも兼ねて、泊まり込みでオウロ師の世話になることを決め──

　結局、一週間帰れなかった。

　逃げ道を塞ふさがれ、とんでもなく厳しい訓練を、半ば強制的に受けさせられた。おかげで少し老人に対する不信感が芽生えたくらいだ。

　あとこの話をクノンに内緒で承諾していた父親にも、少々不信感を抱いた。

　何があるかわからないので、少しでも強くして送り出したい……そんな父の愛情からである。自分のためだというのはクノンにもわかっている。でも不信感は拭ぬぐえない。

　まあ、その甲か斐いもあって、なまりきった身体もそれなりに生き返った気はするが。

　そして、泊まり込みの剣術訓練が終わりグリオン家に帰ると、それを見計らったかのように先触れが届いた。

　ミリカからだ。

　明日、ゼオンリーを連れてそちらへ行く、とのことだった。




「クノン君！」

　ミリカの声を聞くのは、約四ヵ月ぶりである。

　決して走らないが、できるだけ早く歩く可愛かわいらしい足音を聞くのも四ヵ月ぶりだ。

「殿下！」

　こんなに長く会わなかったのは初めてだ。

　懐かしさが込み上げる。クノンは涙が出そうだった。

　だが、涙は引っ込んだ。

「……だよなぁ」

　予想はしていた。

　だから大丈夫だと思ったのだが。

　予想してはいたが、違和感が強すぎた。懐かしさも霧散してしまうほどに。

　──ミリカの頭には、己の背丈ほどもある大きな一枚の羽根が、生えていた。

　一目見てクノンは思った。

　あ、でっかい羽根ペンが頭に刺さってる、と。

　……その衝撃が強すぎて、ミリカの美少女っぷりが霞かすんでしまった。美しい金髪にアイスブルーの瞳ひとみを持つ、初めて見る美しい婚約者なのに。

　ミリカはこんな顔立ちで、こんな人だったのか。

　そんな感動さえも、全部霞んだ。

　今のクノンにとっては、「ミリカは頭に羽根ペンが刺さった女性」でしかない。

「クノン君？」

「会いたかったです、殿下。頭の方は大丈夫ですよね？」

「はい、私もクノン君に会い……頭？」

　実際刺さっているわけではないので、大丈夫に決まっているのだが。でも言わずにはいられなかった。

「お久しぶりです、クノン様」

　ミリカの後から離れず付いてきたのは、第三騎士団所属騎士ダリオ・サンズだ。

　護衛と監視として同行する彼は常に控えめだが、この前まで、二年もグリオン家に通い詰めていた者である。

「こんにちは、ダリオ様」

　週一回とは言え、二年間も会う機会があったのだ。それなりに親しくもなる。

　そんな彼は──巨大な白い大剣を背負っていた。

　もちろんクノンにしか見えない例のアレである。

　実にかっこいい。




　そして──

「ようクノン。俺を呼び出すとは偉くなったなぁ、おい」

　そして、悠々と遅れてやってきたゼオンリー・フィンロール。

　クノンの師匠で、魔術に関しては全幅の信頼を寄せる偉大なる王宮魔術師。

　彼は、そう、彼の姿は……。

「──眩まぶしい……っ！」

　全身輝くゼオンリーの姿は、金色の光に包まれていて、一切何も見えなかった。

　豪華である。

　派手である。

　金色である。
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　これが自信から来る輝きだというなら、ゼオンリーの性格に似合わないとは言わない。

　だが、見方によっては、全身ぼんやりの父親よりひどいことになっていた。

　だって、光に包まれて何も見えないのだから。

　人型の光でしかないのだから。

「あ？　眩しい？　あたりまえだろ、俺は常に輝いてるんだから。そんなの俺も周囲も全員知ってる。改めて言うことじゃねぇ」

「いえそうじゃなくて」

　ちょっと説明が難しいな、とクノンは思った。

　ゼオンリーが言っているのは、なんというか、見る側の感情と精神で左右される意味の輝きだろう。

　クノンが言いたいのは、見られる側の問題である。……いや、これに限っては見る側の問題でしかないのかもしれないが。




　少々名残惜しかったが、頭に羽根ペン・ミリカとの挨あい拶さつはそこそこで切り上げた。

　久しぶりに会ったのだし、ゆっくり話もしたかったが、それは後回しだ。

　彼女には少し待つように言い、人型の光・ゼオンリーと離れにあるクノンの部屋にやってきた。

「実は──」と、クノンは前置きもなく話し出す。

　共に過ごした二年間で、何度も衝突と和解と成功と失敗を繰り返した師匠と弟子である。今更隠し事をするような仲ではない。

　ゼオンリーはクノンを受け止めてくれるし、逆も然しかりだ。師はなかなか弱味を見せないが、いざという時には弟子は全力で師を支える心積もりである。

　クノンは説明する。

「鏡眼」で視界を得ることには成功したこと。

　あまり長い時間は使えないが、少しずつ慣れていっていること。

　そのおかげで、自分の顔や家族の顔、景け色しきを見ることができたこと。

　そして──見えてはいけないものまで見えてしまうこと。

「見えてはいけないものってなんだ？」

　ゼオンリーの当然の疑問に、クノンは言った。

「僕には師匠が直視できないほど輝いて見えるんです」

「そりゃそうだろ。俺は常に妖よう艶えんなる美び貌ぼうと揺るぎない自信と比類なき才能に輝く男だからな。俺ほど輝いてる奴やつなんているかぁ？　いねぇだろ」

「そういうのじゃないです。なんというか、本当に眩しいんです」

「あ？　眩しい？　あたりまえだろ、俺は常に輝いてるんだから。そんな当然のことを改めて言うな。何年の付き合いだよ」

「いえそうじゃなくて」

　いつもは頼もしいゼオンリーの揺るぎない自信とやらが、今はとっても邪魔である。

　クノンは説明の方向を変えることにした。

「見えないものが見えるんです。僕には師匠が光を放っているように見えるんです」

「何度も言わなくていいし、何度も言わせんな。それはあたりまえなんだよ」

「僕の背後に蟹かにがいます。でっかい蟹が」

「……は？　蟹？」

「ダリオ様は大剣なんて持ってませんよね？　あの方の背中に白くて綺き麗れいな大剣がありました。侍女には立派な角が生えているように見えます」

「……それはマジの話か？」

「僕は冗談は言いますし嘘うそも言いますけど、師匠に本気で怒られる冗談と嘘は言いません」

「おまえ結構言ってるぞ。……まあそれはいい」

　ゼオンリーは腕を組む。

「その、何かが見えるってのは……なんだ？」

「それを相談したくて来てもらったんです」

「……そうか。なるほどな。ちなみにミリカ殿下は何か見えたのか？」

「……あんまり言いたくないですけど、聞きます？　聞いたら後悔するかもしれませんが」

「言え。まだわからねぇことばっかだ、サンプルは多いに越したことはねぇ」

　そう言われたら、答えないわけにはいかない。

　──頭に巨大な羽根ペンが刺さっているように見えます。

　そう答えたら、ゼオンリーは爆笑した。

「全然意味わかんねぇな！　でも面白かったぜ！　頭に羽根ペン刺さってるは傑作だな！」

　大笑いするゼオンリー。クノンは師が落ち着くまで待った。

「笑いごとじゃないんですけどね」

「鏡眼」のおかげで、もう五年近い付き合いになろうという許嫁いいなずけの顔を、ようやく見ることができた。

　なのに、その五年来の思い出より、頭の羽根の方が印象が強い。顔は思い出せないくせに、頭の羽根ペンは思い出せるほどだ。

　後ろの蟹と一緒で、しばらくすれば見慣れるとは思う。

　だが、見慣れたら見慣れたで、次の問題がある。

　今度は、ふとした拍子に、冷静に見たり考えたりするのだろう。

　ミリカの頭に羽根ペン刺さってるな、と。

　こうしている間もミリカの頭には羽根ペンが刺さってるんだよな、と。

　結婚式でも羽根は健在なんだろうな、と。

　冷静に見たり考えたりして、いつか自分も笑ってしまうのかも──その時ミリカを傷つけないかどうかだけが心配だ。

　きっと、真ま面じ目めな時ほど面白く感じてしまうだろうから。

「で？　その話で言うと、俺は輝いて見えるのか？」

「はい。もう光の人そのものって感じで。直視できないくらい眩しいです。本当の意味で」

「そうか。常に輝いている俺だが、さすがの俺でも太陽が嫉しつ妬とするほど輝いているとは言えねぇからな。百歩譲って」

　むしろ太陽は黒い点に見えるので、クノンにとっては輝いている存在ではないのだが。

「俺は謙虚だから太陽よりは劣ることは認めよう。まあ人類の中なら世界で一番だがな」

　師匠が寝言を言い出したので、クノンは話を進めることにした。

「どうでしょう？　何か心当たりはありませんか？」

「──二つある。大きく分けてな」

　二つ。

　二つも。

　さすがは王宮魔術師、自画自賛をナチュラルに挟むタイプだが知識量は並ではない。

「まず一つ目は、魂の形が見えているってパターンだ。

　これに関しては霊が見えるとか、そういう類のやつだな。そっち方面はよく知らねぇ俺が知っているくらいだから、ちょっと調べるだけでもたくさん逸話があると思うぜ」

　魂の形。

　霊的なもの。

「その論で言うと、僕の魂は蟹ってことになります？　あと身体からだから少し離れてるんですが。僕の魂って蟹型でむきだしってことですか？」

「でも俺は輝いてるんだろ？　俺くらいになると、外見も内面も魂までも輝いているという可能性は誰だれにも否定できねぇからな」

「まあそうですけど」

　実際本気でゼオンリーは輝いて見えるだけに、否定するだけの材料がない。

　そしてクノンとしては、師が輝いているのは別に悪いことでもないし不都合もないので、それでもいい。あんまり見ないようにするだけだから。

「もう一つは？」

「おまえも知ってるはずだぞ。ああ、でも経験はないか。魔力酔いによる幻視ってやつだ」

　言われて気づいた。

　そうだ、その話ならクノンの知識にもある。

「自然の中には魔力が溜たまる場所があって、そこに行くと魔力に酔う……という話でしたよね？」

「そうだ。俺も経験があるが、しこたま酒呑のんで酔っ払ったような状態になって、最終的には気絶するんだ。で、酔ってから気絶する間に、実際にそこにないものが見える。これが魔力酔いによる幻視だ。

　まあ大抵は気絶した後、起きたら覚えてねぇけどな」

　クノンはしこたま酒を呑んだことがないので、いまいち想像ができないが。

　ゼオンリーが言うなら、そういうことがあるのだろう。

「しっかし興味深いな。王宮魔術師全員を見てほしいくらいだ。なんか法則とかありそうだぜ？」

「僕も気になりますけど。でもたぶん無理ですよ」

「だよな。おまえはもうすぐ旅立つんだろ？　帰ってくるまでおあずけか。まあ待つ楽しみがあるのも悪くねぇけどな」

　クノンも興味がないとは言わないが……いや、見えている当人としては、正直ちょっと困惑しているのだ。楽しまれては困る。

「クノン。これは真面目な話だ」

「はい？」

「おまえのその、わけわかんねぇ面白いものが見えるやつ。俺はだいぶ気になっている。もちろん魔術師としての興味だ、遊び半分じゃねぇぞ」

「……はい」

「いいじゃねえか。今まで見えなかったもんが見えるようになった。でもちょっと変わって見える。そんだけだろ？

　そもそも見えるだけでも丸まる儲もうけなんだ。多少見え方が違ってもいいんじゃねえか？」

「そういうものでしょうか」

「難しく考えるな。自然界には色が識別できない生物もいるし、逆に幾つも眼めを持つ生物もいる。おまえのように見えない生物もいる。

　俺だって、誰かと同じようには見えてないのかもしれないぜ？　人間なんざ感情で見たいものと見たくないものを分けたりもするしな。

　人と見え方が違うってだけだ。でもそれはあたりまえのことでもあるんだ。おまえはおまえの視界があっていいんだ。皆そうなんだから気にすんな」

　気にするなと言われても、気になってしまうのだが。

　今のところ、もっとも変わって見えている光人間に言われても、説得力があやしいし。

　でも、誰かに話すことで少しだけ気が軽くなったのは確かだ。

　どこまで信しん憑ぴよう性せいがあるかはわからないが、一応二つも手掛かりを与えてくれた。やはり頼りになる師匠である。

「鏡眼」で見える何かについては、これからじっくり調べてみるのもいいかもしれない。

「ありがとうございます、師匠。少し前向きになれました」

「そりゃよかったな。

　俺の勘でしかないが、もしかしたらその見えるものには重大な意味があるかもしれねぇ。まあ勘だからないかもしれねぇけどな。

　できれば捨てないでくれ。おまえが本当につらいと思ったら封印してもいいが、そうじゃないなら見続けろ。いつかなんかの役に立つかもしれないしな」

　まだ、視界にも見えすぎる何かにも、慣れていないというのがクノンの本音である。

　今は少々深刻に考えている。

　でもこれもいずれ、いろんな意味で慣れていくのかもしれない。

　……一ひと先まず様子見をしよう、と。クノンは自分の中で結論を出した。




　大体の話が終わったので、クノンとゼオンリーは部屋から出ることにした。

　ミリカは今、外に用意したテーブルで待っていることだろう。

　ダリオは相変わらず距離を取っているに違いない。二年間、彼は一度も同じテーブルには座らなかった。真面目な人である。

「しかしなんだな」

「はい？」

「俺、たぶんミリカ殿下を見たら笑うぜ？　あ、こいつ頭に羽根ペン刺さってんだよな、って絶対思うぜ？」

　それを言うなら、実際それが見えているクノンの方が大変である。

　──ミリカとダリオには、まだクノンが視界を得たことを話していない。

　ゼオンリーには手紙で知らせたが、あの二人には……正確にはミリカには、これから話すのである。

　きっと言われる。

「私ってどんな風に見えます？」とか。

「私を見てどう思いますか？」とか。

「実際私を見て、クノン君の中の私と一致しましたか？」とか。

　──頭に羽根ペンを刺して斬新なオシャレですねステキ、まさにヒューグリア王国のファッションリーダー！　想像通りの姿でよかったですよ！

　……なんて、言えるわけがない。




　見えるようになった。

　有効範囲は狭く限定的で短時間のみ、という条件下ではあるが、確かに見えるようになった。

　クノンがそう伝えた時、ミリカは喜んでくれた。

　ミリカが喜んでくれたことが、クノンも本当に嬉うれしかった。

　……頭に羽根さえなければ、何の憂いも迷いもなく、共に喜び合えたのだろう。

　予想通り「私ってどんな風に見えます？」とか、「私を見てどう思いますか？」とか、無邪気に問われた。

　クノンは「美しい鳥の羽のような女性だと思いましたよ！　とっても大きくて綺麗！」と答え、事なきを得た。

　美しい鳥の羽のような女性。

　ミリカ的には今まで聞いたことのない類の感想だったが、クノンの変わり者っぷりを知っているだけに、「まあクノンの言葉ならそんなに不自然はないな」と判断して素直に受け取った。

　同じテーブルで聞いていた光の人が笑っていた。感想を述べたクノンの迷いと戸惑いの心情がひしひしと伝わったからだろう。




　魔術で視界を得たことは、ゼオンリーから秘密裏に国へ報告してもらうことにした。

「見えないものが見える」という問題はあるが、それでもこれは大発見であり大発明である。

　求める者こそ少ないかもしれないが、求める者には希望となる話である。

　そして、もしそれが魔術師以外でも利用できるとしたら？

　話を聞いた時から、ゼオンリーは弟子の発明を、魔道具で再現することを考えていた。

　それも、最終的には、魔力を持たない一般人でも使えるものを。

　成功するかどうかはわからないが、思いついたものはだいたい形にしてきた男である。いずれ何らかの成果は挙げることだろう。

　これからヒューグリア王国を離れて魔術学校へ行くクノンは、これより数年を掛けて「鏡眼」の実験と試行を行いたい、という方針を打ち出した。それにより大っぴらに公表するのは控えることになった。

　まだ自在に操れるとは言い難いし、日常的に使うには術者の負担が大きすぎる。

　何より、見えすぎる。

　クノンだけに見えているものが何なのか、確かな結論が出ていない以上、軽率に広めていい話ではないと判断したのだ。

　この点は、ゼオンリーと相談し、完全に秘匿する方向で話がまとまった。

　報告するのは「魔術で視界を得た」という一点のみで、それも国王陛下や王宮魔術師総監といった、一部の上層部だけが有する情報となる。

　──そうして面倒臭い報告を師に押し付けた弟子は、己の誕生日を迎える。




　クノンの十二歳の誕生日には、ミリカも来てくれた。

　毎年手紙とプレゼントは贈り合っているが、当日に会ったのはこれが初めてだ。

　グリオン家の家族と、許嫁いいなずけがいる。

　特に何をするでもなく、ただ全員で少し豪華な夕食を取る。

　することはあまり普段と変わらないが、しかし、ミリカがいるだけでクノンには特別な一日になった。

　たとえ頭に羽根ペンが刺さっていても、彼女が特別な女性であることには変わりはないから。

　プレゼントも貰もらった。

　ぼやける父親からは、特別に作ってもらった金属製の杖つえを。

　頑丈で少し重いが、クノンにとっては、もしもの時の護身用の武器でもある。文字通りの意味でも大切な転ばぬ先の杖である。

　左右の瞳ひとみの色が違う英雄感ある母親からは、高級素材をふんだんに使ったペンを。

　ゼオンリーからひたすら書類仕事を押し付けられていたクノンの姿から、これからもたくさん書く機会があると考えてのことだ。

　できるだけ使いやすい、疲れづらいものをと、選んでくれた。

　堕天使の兄からは、独自に調べまとめた世界グルメマップを。

　旅とはつらいことも多く、疲れる。体調を崩すことも少なくない。そんな旅は、楽しみが一つあるだけでも全然違うそうだ。

　少々ズレている気もするが、紐ひもでまとめた紙の束の厚みは、それだけクノンのために時間を割いてくれた証拠である。

　グリオン侯爵家次期当主としてすでに忙しいイクシオが、ここまで時間を使ってくれた気持ちが嬉しい。

　そしてミリカからは、魔銀製のブレスレットを貰った。

　ミリカも同じ物を持ち、お揃そろいである。

　己の手首に触れるたびに、ミリカを思い出すことができる。きっとすぐに思い入れの強いブレスレットになるだろう。

　しばらく会えなくなるので、家族もミリカも、それを考えた贈り物をくれた。

　そんな十二歳の誕生日は、つつがなく過ぎていった。








エピローグ









　誕生日の翌日。

　早朝から、グリオン家の家族と使用人たちが玄関前に集まっていた。

　これからクノンは魔術学校へと旅立つ。

　その見送りのためである。

「じゃ、行ってきまーす」

「「えっ」」

　ちょっとそこまで、くらいのものすごく軽い調子で、クノンはさっさと用意された馬車に乗り込んだ。

　なんとなく、こう、もうちょっと別れの挨あい拶さつ的な感動な何かがあるんじゃないかと思っていた両親と兄は、拍子抜けした。

　だが、とてもクノンらしいとも思った。

　湿っぽいのも真ま面じ目めに挨拶をするのも、もはやそれはクノンらしくないと思えるから。

「じゃ、行ってきまーす」

　途中まで同行する予定である侍女イコも、軽い調子でクノンに続いて馬車に乗り込む。

　この侍女のせいだ。

　良くも悪くもこの侍女のせいで、クノンは変わってしまったのだ。

　……いや、きっと、良い方に変わったのだ。良い方の率が大きいはずだ。きっと。

　呆あきれるやら仕方ないという気持ちやらで何も言えず見守るままの家族に、クノンは窓から顔を見せた。

「行ってきます！　二、三年……四…………五年……とにかく数年後に帰ってきますので！」

　クノン・グリオン。十二歳。

　笑顔で言い放つ彼に、悲嘆に暮れていた昔の面影は、まるで残っていなかった。




　馬車が動き出す。

　揺れが少ないのは、弾力性のある「水球ア・オリ」で車輪を保護しているから。実にスムーズである。

「クノン様、お弁当食べません？」

「おばあちゃん、朝ご飯ならさっき食べたでしょ」

「うーん……ちょっと足りなくて。あと今度おばあちゃんって言ったらひっぱたきますよ。私はまだまだピチピチですので」

「まだグリオン家の敷地から出てもいないのに？」

「でもクノン様もお腹なかすいてきたでしょ？」

「まさか。魅力的な女性と二人きりでいるんだ、ときめきで胸もお腹もいっぱいだよ」

「じゃあ一人で食べますね。いただきまーす」

「あ、ほんとに食べるんだ……」

　気楽な会話をしながら、グリオン家が遠ざかっていく。




　食べた後はすぐに寝た侍女と、馬車からはみ出した蟹かにとともに、クノンはヒューグリアの王都を守る外壁門を潜くぐる。

　空けた窓から初夏の風が吹き込む。

　優しくクノンの頬ほおを撫なで、遠くへ通りすぎていった。

[image: ]








書き下ろし番外編　もう一人の転機









「──いつまであんたの彼氏かわかんねぇぞ？　そのうち俺ほどじゃねぇがクノンを欲しがる女が群がるぜ？　わかるだろ、第九王女さんよぉ」

　無神経な王宮魔術師の一言が、彼女を変えた。

　ミリカ・ヒューグリア。

　ヒューグリア王国の第九王女にして、魔術師として覚かく醒せいしたグリオン家の次男の許嫁いいなずけに選ばれた少女だ。

　目が見えない彼との結婚。

　出会った時こそ不安でいっぱいだったが、今では誰だれよりも許嫁の存在を認め、受け入れている。

　そう──

　本当に、本当にクノン・グリオンと結婚するという覚悟を決めたのは、あの一言がきっかけだったのだろう。




「ふう……」

　王女にしては質素な自室に戻ったミリカは、テーブルに着いて、深く息を吐いた。

　身体中が痛い。

　筋肉痛はほぼ慢性的だし、小さな打ち身や擦り傷は絶えることがない。

　これでも慣れてきた方だが──それでもまだまだ足りないのだろう。

「ミリカ様、薬草茶です」

「ありがとう」

　専属侍女ローラが淹いれてくれた茶を飲む。

　どろっとしていて草のえぐみが鼻につくが、この味にももう慣れた。まずい茶の一杯で少しでも疲労が回復するなら儲もうけものだ。

「もうすぐ学校が始まりますね」

「ええ」

　貴族学校は卒業した。

　もうじき、上級貴族学校に通うことになる。

「間に合いそうですか？」

「やはりダメみたい」

　──王宮魔術師ゼオンリーの一言から、ミリカは騎士を目指すことにした。

　腹違いの兄には、軽率な思い付きだと笑われたが、ミリカ自身はよく考えて選択したことだ。

　全すべては、クノン・グリオンと結婚するためだ。

　第九王女などという名ばかりの身分ではなく、騎士としての身分を己の手で掴つかむつもりだ。これは歴れつきとした功績になる。

　将来は、どこかの領地を貰える手て筈はずとなっている。

　領地経営には、知識だけではなく力も必要になる。時に領民を守るため、時に領地を潤すため、魔獣や賊といった類と一戦交えることもあるだろう。

　もしもの時は、自分がクノンを守りたい。

　ミリカはそう考えて、騎士を目指すことを決め、自主訓練を始めた。

　だが。

「騎士科への申し込みはもう終わったって。まあ今の私が騎士科の入試に通るとは思えないからいいんだけど……」

　騎士科は上級貴族学校の学科である。

　しかし、申し込み……というか入学試験が終わっていたので、ミリカは普通科に進むことになっている。

　どうしても騎士科に行くなら、来年転科試験を受けることになる。

　まだまだ鍛え方が足りないので、これはこれで好都合だとミリカは思っていた。

　騎士を目指してまだ三ヵ月に満たない。まだまだ全然実力が足りない。

「来年、転科試験を受けることにする。それまでしっかり鍛える時間ができたと思うことにするわ」

　まだ焦る必要はない。

　ゆっくりでもいいから、確実に進むのだ。

　……と、思っていたのだが。







「──よう、姫様。お誘いに来たぜ」

　春を過ぎたある日。

　ミリカが訓練室にしている王城の倉庫代わりの空き部屋に、招かれざる客がやってきた。

「殺しますよ？」

　対応に出た専属侍女ローラを押しのけ無理やり入ったようで、彼は背後から首筋に短剣の刃を当てられている。

　が、それでも不敵な笑みは揺るがない。

「ローラ、いいわ」

　ミリカが額の汗を拭ぬぐいながら言うと、ローラはすっと彼から離れた──彼女は侍女であり護衛でもあるのだ。

　招かれざる客は、ゼオンリー・フィンロール。

　先日クノンの師となった彼は、ミリカとは浅からぬ関係となった。まあ具体的に言えばミリカの外出時の護衛だ。表向きは。

「弁わきまえろよ、ゼオン」

　今まで木剣で打ち合っていた、ミリカの師とも言える騎士ダリオ・サンズも難色を示す。彼は紳士なのでゼオンリーとは大違いだ。

「そりゃ悪かったな。でも急ぎだ」

　だろうな、とミリカは思った。

　王宮魔術師であるゼオンリーは、王城内でミリカと……いや、王族や要職にある者と会うことはまずない。下手へたすると政治に巻き込まれて面倒臭いことになると知っているからだ。

「今、ジェニエ・コースが黒の塔に来てるんだ。会いたくねぇか？」

　──会いたい。

　別に会ってどうするということもないが、会いたい。会ってみたい。

　ジェニエ・コース。

　許嫁が魔術を語る時、必ず口にする魔術の師──女の名だ。

　考えすぎなのも、年齢的にないのもわかっている。だがそれでも、興味がないなんて言えない。

　もう五ヵ月も前になる貴族学校卒業から、ジェニエはクノンの家庭教師を辞めて。

　それから、今である。

「なぜ来ているのですか？」

「紹介状が欲しいんだとよ。卒業した魔術学校に戻って鍛え直したいってさ。

　あの女、在学中は俺みたいな天才魔術師を見て心が折れたクチだったみたいだ。結構いるんだよ、そういうの。でも今度こそ真剣に学びたいとか抜かしてたぜ。

　で、今ロンディモンドに直談判してる。……すでに六回目だけどな」

「六回目？」

「紹介状を書いてもらうに足る実力を見せろ、ってな。それで今回が六回目。あのジジイ、魔術師に甘いからよ。何度もチャンスを与えやがった」

　クノンの家庭教師を辞めて、五ヵ月。

　ジェニエ・コースは自己研けん鑽さんを重ねていたそうだ。

「でな、今回こそ合格が出そうなんだ。だからあんたを誘いに来た。今会わないとたぶんしばらくは会えねぇぜ？　あんた結構あの女に含むところがあるだろ？」

　ある。

　ないわけがない。

　許嫁いいなずけの心の半分以上を占める魔術に密接に関係している女の存在なんて、気にならないわけがない。

　だが、しかし。

「……」

　ミリカは少々複雑な気持ちになった。

　己と同じだった。

　この五ヵ月、己も騎士になるために必死で鍛えてきた。恋敵……というわけではないが、一方的に少しだけ敵視しているジェニエと、同じようなことをしていたらしい。

「……気になりますが、やめておきます」

　目指す方向は違うだろう。

　しかし、奇くしくも自分と同じ時期、同じように鍛えていた。

　──余計なことなど考えず、ただただ鍛える。自分を高める。

　彼女がそうしているなら、自分もそうするべきだろう。

　会ったところでどうにもならないし、何をするでもないし、そんな暇があるなら木剣を振っていた方がよほど身になる。

　彼女には負けたくない。

　いろんな意味で負けられない。

「お、そうか。じゃあいいや。──一応俺なりの気遣いだったんだけどな」

「はい？」

　──気遣い？　不ぶ躾しつけなあなたには一番縁のない言葉では？

　口に出しては言わないが、心の中ではしっかり付け加える。

　そんな心の声が、もしかしたら顔に書いてあったのかもしれない。

　ゼオンリーはニヤリと笑って背を向けた。

「二年後、クノンは魔術学校に行かせる──クノンとジェニエはそこで再会するんだろうなぁ」

「ちょっと待ちなさい。……待ちなさいよ！」

　彼は待たなかった。

　最悪な気持ちにするだけしておいて、さっさと行ってしまった。




　訓練が終わるなり、ミリカは図書室に駆け込んだ。

　魔術学校について調べるためだ。

　名前くらいは聞いたことがあったが、ミリカは魔術師ではないので詳しく知らなかったのだ。貴族学校には一応必ひつ須す科目として他国のことに関する授業もあるのだが……。

　まあ、正確には国ではないし内情もよくわからないので、ヒューグリアの教育機関では重要視はしていないようだ。……あるいは故意に情報を規制しているかだが、真相はわからない。

　魔術都市ディラシック。

　周囲を三つの大国に囲まれた都市で、王侯貴族の存在しない独自の文化を築いている。

　いや、正確には、その都市を作った不老不死の魔女グレイ・ルーヴァが王ということになるのだろうか。

　遠い昔、その地を欲した周りの三国……帝国と聖教国と新王国の侵略行為を、グレイ・ルーヴァはたった一人で凌しのいでみせたとか。

　そんなことがあってから、ディラシックは不可侵の地とされたそうだ。国ではないが、もはや独立国という扱いに近いかもしれない。

　……とまあ、そんな背景はともかく。

　魔術学校の発祥は、グレイ・ルーヴァから教えを乞こうため、世界中から魔術師が集まったことにある。

　魔術師が集まり、人が集まり、商人が集まり、都市となり、そして今へと至るわけだが──

「……はあ」

　問題は、今でも、世界中から魔術師が集まる場所だということだ。

　なんてことだ。

　どういうつもりかはおいておくとして、ゼオンリーの気遣いは真実だったようだ。

「これは本当に再会しそう……というか、するわ」

　知れば知るほど、クノンは魔術学校行きを望みそうだ。

　そして、きっと。

　ミリカは止めるべきではないのだろう。

　魔術学校へ行くことは、将来クノンが魔術師として大成するための、大切な過程になるはずだから。

　将来の妻として、それを止めることは、許されない。




　　　　◆




　月日は巡る。

　目立ったことは特になかった。

　強いて言えば、ミリカはとある理由から騎士科への転属を一年見送ったことだろうか。

　それ以外は、表向きは、何もなかった。

　──裏では色々ありすぎるくらいだったのだが。

　それがつまびらかにされるのは、きっとクノンが魔術学校から帰ってきてからになるだろう。




　たとえば、クノンとゼオンリーが共同開発した魔道具の存在だ。

　熱導繊維と名付けられた糸。

　魔力を込めることで発熱する糸状の暖房器具で、布などに織り込んで使用する。王や王妃が膝ひざ掛かけなどに採用したことで高く価値を認められ、他国との取引にも使われるようになった。ミリカも愛用している。

　粘水器と名付けられた容器。

　水を入れると半固形のクリーム状の水に変わるという魔道具で、塗り薬などの上に塗って患部と薬を保護するものだ。ミリカも愛用している。

　ほかにも建材として採用されたものが幾つかあるそうで──表向きはゼオンリー・フィンロールの名前で発表されているが、王を始めとした一部上層部はちゃんと知っている。

　ゼオンリーの弟子の存在が、彼の研究を十年は早めた、と。




　クノンが十二歳となり、魔術学校に旅立ってすぐ。

　ミリカはようやく騎士科の転入試験に通った。

　いや、今年こそ受けることができた、というべきか。

　一年目は申し込みに間に合わず、二年目はとある事情で転科試験そのものを受けられなかったから。

　そして今、騎士科三年生女子のクラスに、ミリカの姿があった。

「──ねえ、見て。噂うわさの不良姫よ」

「──え、なんでミリカ殿下が騎士科に？」

「──悪いことしすぎて普通科にいられなくなったんじゃない？」

　ひそひそと噂されているが、特に動じることはない。

　内心は、「やっぱりそんな扱いなのか……」と、少々へこんでいるのだが。




　ミリカ・ヒューグリア。もう少ししたら十四歳。

　騎士を目指して二年。

　今や悪童として名を馳はせる第六王子ライル・ヒューグリアとつるんで悪さをしている、不良姫と呼ばれつつある第九王女である。








あとがき









　皆様初めまして。そうじゃない人はこんにちは。

　南みなみ野の海うみ風かぜです。

　拙作「魔術師クノンは見えている」を手に取っていただきありがとうございます。

　家で読んでますか？　立ち読みですか？　購入を迷っていますか？

　ぜひ購入してあなたのおうちにお持ち帰りくださいね。




　この小説はネットで展開している「小説家になろう」と「アルファポリス」というサイトで掲載され、書籍化されたものです。

　作者も「なぜだろう」と首を捻ひねるほどの勢いで人気が出て、なんだかんだあって書籍化されたものです。

　きっと作者の人生のピークです。一生分の運を使い果たした結果でしょう。

　怖い。幸運の反動が怖い。でもこのビッグウェーブ乗るっきゃない。ビッグマネー掴つかみたい。老後の資金を貯ためたい。贅ぜい沢たくしたい。贅を沢したい。食べたことないＴボーンステーキを食べてみたい。記念にＴボーンとやらを持って帰って居間に飾りたい。派手に課金してみたい。友達が欲しい。友達になりたい作家の作品もちゃんと買いたい。買ってこれみよがしにツイッターなどで「買ったよー」とか言って写真を上げて媚こびたい。強い横の繋つながりを持ちたい。ところでこんなに韻を踏んだのに全然ラップっぽくならないのはなぜなんだい？　欲望は尽きない。友達なんて一人もいない。

　こんな剥むき出だしの野望とラッパーになりたいという目標が叶かなうかもしれない、夢のサイト「小説家になろう」。

　あなたの読みたい小説が絶対見つかる、あなたが書いた小説を誰かに読んでもらえる「小説家になろう」並びに「アルファポリス」をよろしくお願いします。ただ書籍化に伴って「アルファポリス」では掲載を中止していますので、ご了承ください。




　前述の通り、この小説は沢山の方の応援で成り立っています。

「小説家になろう」と「アルファポリス」の読者の方々、ありがとうございました。

　一握りしかいないと言われる作者自身のファンも、そうじゃない方も、皆さんのおかげでこうしてまた本を出すことができました。もしかしたら念願のＴボーンステーキを食べることができるかもしれません。




　イラスト担当のＬａｒｕｈａ先生、素敵なイラストをありがとうございました。

　ラフ画を一目見て「これがクノンだ！」と思いました。私の想像していたクノンよりクノンでびっくりしました。私の妄想を先生の画力が越えてきたというか。素晴らしいですね。

　月刊コミックアライブにて、Ｌａ‐ｎａ先生のコミカライズも始まる予定です。素敵な絵です。とても素敵な絵です。あんなキャラやこんなキャラの活躍が素敵な絵で見られるのです。あんなことやこんなことをするのです。どうですか？　見たいですか？　私は見たい。







　お声掛けをくださったカドカワＢＯＯＫＳさん、並びに担当編集のＯさん。書籍化の編集や修正など大変お世話になりました。

　ありがとうございました。

　長い付き合いになることを祈っております。

　砕いて言うと十冊以上続くシリーズ物になってほしい。そしてなんだかんだあってほしい。映像方面で何かが起こってほしい。コミカライズもよろしくお願いします。




　次巻はあるのかな。

　ないのかな。

　あったらいいなと願いつつ、また次巻でお会いしましょう。
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